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月日
教会暦・行事

7月2日

7月9日

7月16日

7月23日

7月30日

8月6日

8月13日
平和主日

8月20日

8月27日

9月3日

9月10日

9月17日
(18敬老の日)

9月24日

2006年 7~'9月カリキュラム(第22号)
一救済史に基づく二年サイクルカリキュラムの一年目ー

主 題 聖書箇所 暗唱聖句

単元の目標

ヨセフの苦難 創世記39:1-23 マタイ28:20

ヨセフ物語を通して、摂理信仰を養う。主が共におられる幸いを知ろう

ヨセフの勝利 創世記50:15-21 創世記50:20

人間の悪を善へと造りかえる主の御業を示し、摂理の主への信頼を養おう

モーセの誕生 |出エジプト 1:22-2: 10 I ローマ8:28

主なる神の不思議な導き、御業を通して、歴史を支配しておられる主を仰ごう

モーセの召命 | 出エジプト3:1-14 1 

主なる神は契約lこ真実であられる。神の召きに応える信仰の姿勢をつちかおう

主の過ぎ越し |出エジプト1れ 32I 出エジプト 12:1 

主なる神は小羊の血により民を救い出される。騎いの御業の恵みを喜ぼう

葦の海を渡る |出エジプト川ー31 1 コリント-10:13 

主なる神御自身がたたかわれる。神の御業、御力の大きさをほめたたえよう

平和を創り出す | エフェソ2:14-22 1 エフェソ2:14a

平和主日として礼拝をささげる。平和の主キリストを礼拝しよう

天からの食べ物 |出エジプト16:1-36 I ヨハネ6:35

神が御自身の民を養われる。神に襲われる幸い、七日目の祝福を知ろう

十戒を与えられる |出エジプト19:20-20:171 詩編119:1 

神は愛と恵みの言葉として十戒を与えられた。律法を持つ幸いを味わおう

金の子牛 |出エジプト32:1-14 I 出エジプト20:4

神は偶像礼拝をしりぞけられる。主なる神の喜ばれる礼拝をささげよう

幕屋づくりと礼拝 |出エジプト40:17-381 出エジプト40:3

神礼拝を中心として共同体が形成される。栄光lこ満たされる礼拝をささげよう

カナン偵察 民数記14:1-10 ヨハネ3:3

人を恐れてたたかわない者を主はさばかれる。主なる神をこそ畏れよう

モーセの死 申命記34:1-12 ヘプライ11:16 

モーセの死を越えて神の意思は貫かれる。与えられている生を真撃に生きよう
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※『対応表』欄は、『神の救いの歴史.!I(日本基督改革派教会教育委員会発行、 1999年)の該当す

る単元を示しています。
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キ仇 えが さ支

市川康則(神戸改革派神学校教授)

教会の今日・明日を担うのが青少年ですが、

今日多〈の教会で、若い人々の信仰の養成が大

変困難です。青少年の特徴を真筆に受けとめ、

それらに適合した伝道と教育が求められている

のでしょう。

1.人生の基礎作り一不安定性と柔軟性の中で

青少年期は、人生の基礎作 1)の段階です。し

たがって、豊かな人生経験に培われた自身の「哲

学Jがまだ確立しておらず、自分の判断や決定

に不安定要素が多〈あ 1)ます。しか L、これは

積極的に見るなら、思考や発想が柔軟で、伝統

に捕らわれないということです。考え方や意見

に相違があり、物事の解釈や判断などに多様性

をもたらします。そこに、教会の今後の改革・

刷新の可能性があります。特定の世代の人々の

価値観と決定が恒久的に教会を支配すれば、教

会は必ず閉塞状態に陥り、伝道は教会内外の状

況に適合できなくなるでしょう。但し、思考の

柔軟性や発想の自由さは、それだけでは文字ど

おけ「可能性Jに終わり、現実とはならないこ

ともあり得ます。だからこそ、今から訓練を積

んでおかなければなりません。

2.来来志向一“ヴィジョン"を持つ

人生の基礎作りとは、人生の準備段階という

ことです。青少年期は、教会形成への責任ある

参与という点から見ると、相対的には、その準

備段階と言えるでしょう。この時期は、人生が

これから本格的に始まることを意識し、将来に

備えることを自覚するという段階で、「未来志

向Jを特徴としています。それゆえ、若い人た

ちは自分自身の、教会の、社会の、世界の未来

を夢見、幻を抱き、それらについて大いに語り

論じ合うことができるし、またそのように奨励

されなければなりません。未来指向は目的意識

と結び付きます。若者は将来の前進と飛躍を目

指して、何事をするにも目的意識を持つことが

大切です。これを広〈言えば、人生に、信仰生

活に、職業等々に「ヴィジョンJを持つという

ことになります。どんな思想も行動も、その目

的(ないし予想される結果)との関連でこそ、

意味や価値が生じます。

3.チャレンジ精神一試行錯誤の中で

将来への準備段階にある者は、まだ基礎が固

まっておらず、当然、様々な不安定要素があけ

ます。それゆえ、若者は転んでは起き、失敗し

ては教訓を学び、これを繰り返しつつ前進して

いかなければなりません。彼らは試行錯誤を繰

り返して成長するのです。失敗することを、大

人も若者自身も恐れてはいけません。自分は

チャレンジャーであるという姿勢が、失敗や誤

1)を将来に向けて積極化できる秘訣です。大人

は若者を信仰の“優等生"にしようとしてはな

りません。また、若者はそんな強迫観念に捕ら

われる必要はありません。挑戦者は負けてもい

いのです。失敗や挫折の経験は、私たちが“一

皮むける"のに大切な役割を果たします。

4批判精神

青少年期の特徴の一つに批判精神がありま

す。若者の感覚にはしばしば、大人の発想や言

動が、また既成の習慣や価値観が不合理なもの

と思われることがあります。そこから様々な批

判が出てきます。しかし、その批判の中には、

長い目で見て、若者たちが合理的と思う習慣や

制度が将来できょがることに通じる要素もあけ

ます。既存体制に対する若者の批判は、未来指

向のものなのです。このような問題意識と批判

精神は教会の伝道と教育にとって必要です。

(西部中会、神学教師)
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巻頭説教

「最も小さい者としてJ
ールカによる福音書22章24'"'-'30節による説教ー

風間義信(江古田教会牧師)

また、使徒たちの聞に、自分たちのうちでだれがいちばん偉いだろうか、という議論ち

起こった。そこで、イエスは言われた。「異邦人の聞では、王が民を支配し、民の上に権

力を娠るう蓄が守護者と呼ばれている。しかし、あなたがたはそれではいけない。あなた

がたの中でいちばん偉い人は、いちばん若い者のようになり、上に立つ人は、仕える者の

ようになりなさい。食事の席に着く人と給仕する者とは、どちらが偉いか。食事の席に着

く人ではないか。しかし、わたしはあなたがたの中で、いわば給仕する者である。あなた

がたは、わたしが種尽の試練に遭ったとき、絶えすわたしと一緒に踏みとどまってくれた。

だから、わたしの父がわたしに支配権をゆだねてくださつだように、わたしもあなたがた

にそれをゆだねる。あなたがたは、わたしの固でわたしの食事の席に着いて飲み食いを共

にし、王座に座ってイスラエルの十二部族を治めることになる。J

教会学校(日曜学校)で教師たちが子どもた

ちに語る一つのテーマは、イエス・キリストの

御生涯です。特に十字架の受難と復活について

は骨年必ず語られるものです。今年も 3月から

4月にかけて各教会においてしっかりと学ばれ

たことでしょう。

受難の出来事を振り返って見ますと、祭司長

や律法学者たちの策略が着々と進められている

中、キリストは過越の食事によって「主の晩餐J

を定められました。十字架を前にして、後に教

会が聖餐式として守ることになる披かな出来事

が行なわれるという極めて緊迫した状況がここ

にあります。

ところが、その時に何と使徒たちは「自分た

ちのうちでだれがいちばん偉いだろうかJとい

うことを議論し始めたというのです。果たして

この場面を目の当た IJにして、キリストの思い

はどのようなものだったのでしょうか。そもそ

もこの議論は9章46節以下にもあり、「あなた

がた皆の中で最も小さい者こそ、最も偉い者で

(ル力による福音書22章24""'30節〉

ある。J(48節)と教えられていました。そこ

もまたキリストがご自分の死について語られた

後の場面です。ましてや今回のところでは一緒

に手を食卓に置いている者が哀切ると言われ、

身分たちのうちだれがそのようなことをしよう

としているのか議論していました。ところが、

まるでそれを飲み込むかのようにこの話題に

なってしまったのです。

いったいだれがいちばん偉いのだろうか、こ

の思いは使徒たちの中にたびたび持ちよがり、

まるで十字架と隣Ij合わせのように位置付けら

れています。その意味はまことに大きなもので

はないでしょうか。

キリストご自身がすべてを犠牲にしてくだ

さったことを、たちまち自分たちの偉さという

ものが飲み込んでしまう、それは決して弟子た

ちだけの問題ではなく、私たちも深〈問われる

ものです。

今年も受難週を過ごし、多〈の教会では月骨

に聖餐式を守ってきたことでしょう。十字架の

-5-



恵みをたっぷ IJといただいているはずですが、

それにふさわしくお応えできているかと問われ

るならば、とても胸を張れるものではありませ

ん。むしろ、いったい何と愚かなことを考えて

いるのか、この場から出て行けといわれても仕

方ありません。

けれども、キリストはあきらめることなく、

語 1}続けてくださっているところに深い慰めを

見出します。しかもこのような中にあっても、

「あなたがたは、わたしが種々の試練に遭った

とき、絶えずわたしと一緒に踏みとどまってく

れた。J(28節)のように弟子たちのことを御

覧になっています。そのように見られている弟

子たちだからこそ、キリストはあなたがたの中

で給仕する者、仕える者であると語られている

のです。

そもそも 25節のように「異邦人の問では、

王が民を支配 L、民の上に権力を振るう者が守

護者と呼ばれているりと言われていることは、

世の中においては当然のことではないでしょう

か。これでどこがいけないのかと言われそうで

す。使徒たちが「だれが一番偉いだろうかj と

議論していた根底にも同じ思いがあったことで

しょう。

しかし、キリストは「あなたがたはそれでは

いけない。Jと大きな転換を求めておられます。

それは使徒たちに「わたしの国でわたしの食事

の席に着いて飲み食いを共にし、王座に座って

イスラエルの十ニ部族を治めるJ(30節)とい

う祝福、つまり、まことの偉い者、上に立つ人、

食事の席に着〈人になって欲しいからです。こ

うしてせっかくキリストがその道を聞いてくだ

さっているのに、それを踏みにじってしまうの

が「自分たちのうちでだれがいちばん偉いだろ

うか」との思いなのです。

子どもたちへの思いを削t、でしまうものとし

て、「あれだけ教えてきたのに」というものが

あります。「あれだけ教えても理解できない」

のであるならば、先ず反省すべきは生徒ではな

く教師の側です。本来、私たちが神に造られ、

仕える存在であることを忘れ、まるで神に成 IJ

代わっているかのように偉さを誇ってしまうと

ころに大きな落とし穴があります。

すべての偉大な指導者はよさ従者であると言

われますように、私たちが神との関係の中で訓

練されていきますと、今度はその私たちが神に

よって立てられた者として、そこに後に続〈子

どもたちに良い指導が可能となるのではないで

しょうか。

子どもたちに教える者であればあるほど、神

との関係をしっかりと深めてい〈、その人格全

体から福音が伝わっていくのでしょう。でもこ

のように教育しなければ、こうなって欲しいと

強〈願うあまり、自分の偉さに頼ろうとする誘

惑が襲ってきます。

それは知らず知らずに神に造られた人間の本

分を忘れてしまっているからかもしれません。

人間の不幸は、私が主役になってしまうことで

す。主役と主役が並び立てば、当然そこに争い

が生じます。神を忘れて自分がいちばん偉い、

この神との関係のねじれたものが、十字架をも

横に押しやってしまうのです。

この十字架を前にして、キリストはヨハネに

よる福音書13章で、使徒たちの足を洗われる

という仕える姿を、身をもって示してください

ました。語られるだけでなく、そこまで徹底し

て仕えられ、その極みとして十字架に付けられ

たのです。

キリストに仕え、御言葉に仕え、教会(教会

学校)と子どもたちに仕えていしそこに教会

学校教師としての大きな喜びがあリます。もし、

子どもたちゃ親たちに仕えられることに慣れて

しまって仕える姿勢が崩れてい〈時、十字架の

患みを飲み込んでしまうほどの「だれがいちば

ん偉いだろうかJとの思いが出て〈るのではな

いでしょうか。

-6ー



日曜学校・教会学校訪問

尾張旭教会日曜学校の紹介

はじめに

当教会は 1980年11月に林豊彦先生が開拓伝

道を開始され、 1981年4月から中会の伝道所と

して承認されました。中部中会と米国 CRCミッ

ションとの協力によって伝道がなされました。

当教会は中部中会内では、比較的歴史の浅い教

会です。日曜学校は、 1994年から 2000年まで

朝の礼拝と同じ時間帯に行っていました。当教

会の特別な事情によります。 2001年より大西

敏雄牧師が赴任したのをきっかけに、小原清子

姉を校長に選出して、 9時30分から開始し、本

来の体制iこ戻しました。日曜学校出席者は現在

教会関係者の子どもだけです。そのうち近所の

子はただ一人だけで、他の子は速くから車で

通ってきています。

1.礼拝前の祈祷会

朝9時20分よIj教師たちが集まって、その日

の聖書の箇所や連絡事項など簡単に確認してか

ら祈祷会をしています。

2.礼拝

朝9時30分より礼拝が始まります。教師は6

名で、順番にお話と司会をしています。

①お話 お話の内容を短くわかりやすく伝

えるのが大きな課題です。毎月 1回、世界

礼拝風景

尾張旭教会日曜学校教師会

に1つしかない紙芝居と銘打って、手作 IJ

紙芝居(クイズ入 IJ)を子どもたちととも

に楽しんでいます。

②賛美 母月、今月の讃美歌を決めてレ

パートリーが増えるようにしています。

時々手話をしながら賛美することもありま

す。

③暗唱聖句 礼拝の最後にみなで暗唱聖句

を練習しています。聖句は骨週新しいもの

を覚えるのではなくよひと月かふた月にー

っというように子どもたちも教師も確実に

覚えることを目標にしています。

④皆勤賞 母月第 1主日に、前の月の礼拝

出席が4回以よの子どもたちに小さな賞状

を渡しています。

3.分級

礼拝が終わった後、集会室で分級が持たれま

す。子どもの人数が少ないので、一つのクラス

だけです。今は聖書物語の絵本を順番に読んで

います。

クリちゃんを

囲んで

4.年間行事

①進級式 子どもたちに小さなプレゼント

を渡してから、大西先生に特別にお祈りし

てもらいます。
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②イースター 毎年、ゆで卵にシールを

貼って楽しんでいます。

③ピクニック 春に教会と合同で、近〈の

公園に行きます。

④クリスマス 朝の礼拝ではビデオを見た

リ、パネルシアターをしたけします。また、

祝会は大人と合同でしています。子どもた かるたとり

ちと賛美や暗唱聖句を披露します。 チ、カレーライスなど)、教会に 15白お泊まり会、

⑤お正月 年賀状を子どもたちに出しま コンサートなどです。

す。

⑥誕生会 毎月第l主日に、その月に誕生 a教師会

日のある子どもたちに、教師たちが寄せ書 毎月第4主目に持っています。今月の讃美歌

きしたカードをプレゼントします。 や暗唱聖句など決めてから、子どもの様子や行

暗同市A開門.~~'~7""!'.~・守山町市….'n…ー・ 事の計画などを話しか、ます。

押し寿司

づくり

5.あそぼう会

これは、日曜学校への関心を深め、また子ど

もどうしゃ教師との交わりを目的としていま

す。不定期に企画します。

今まで企画したことは 染め紙、泥だんご、

工作、スライム作り、マープリング、ヨーヨ一

風車、紙飛行機、しゃぽん玉、お菓子や食事作

り(豆腐因子、チーズケーキ、お好み焼き、サ

ワー寿司、焼きそば、おにぎり、サンドウイツ

夏休みの

7.子育て講座 4回シリーズ

日曜学校に子どもたちが出席するには、親の

協力が必要です。そこで親にアピールするため

の講座を、月 1回ずつ、土曜日の午前にもちま

した。

各テーマは、

①まず、自分を好きになろう。

②子どもと話そう。

③思春期に思う。

④思春期に向き合う。

今後も不定期に持ちたいと思っています。ー

れをきっかけに l家族(母子)が礼拝に出席す

るようになりました。

遊ぼう会 クリスマスに
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教師会の学びのために

礼拝共同体としての日曜学校

今回から三回にわたって、「本誌の基本方針

~教会(日曜)学校保について-J (相馬伸郎

編集長執筆、 2006年 2月発行の第 21号に掲載)

を展開するかたちで、教師会の学びのための材

料を提供することになりました。教案誌の編集

部に属する者たちが交代で執筆する予定です。

どれほどのことができるのか、いささか心もと

ないのですが、皆さんの益となれば幸いです。

本教案誌の発行は 2001年に始まりましたが、

「本誌の基本方針J という文章を最初に掲げた

のは、 2002年 12月発行の第 8号においてでし

た。創刊からしますとおおよそニ年も遅れるの

ですが、その問、基本方針が定まっていなかっ

たというのではあけません。基本方針とは教案

誌としての方針ということにとどまらず、どの

ような日曜学校像を考えているのか、というこ

とです。日曜学校像によって教案誌としての性

格も決まるからです。この点で、私たちは当初

から、「子どもの礼拝共同体j という日曜学校

像を掲げて参りました。今回は、この「子ども

の礼拝共同体j ということについて、考えて参

りましょう。

1. r教会』とは何か

このことを考えるには、子どものことばかり

ではなく、基本に立ち帰って、「教会とは何かj

ということを考えることが大切です。

聖書はいろいろな表現で教会について言い表

していますが、その一つに「祈1)の家J(イザ

ヤ56:7、マタイ 21:13) という言葉があります。

教会とは神の民の祈1}の家なのであり、もちろ

ん「家j と申しましでも建物ではありません、

礼拝する共同体です。教会に召し集められてい

望月 信{Ii'教会学校教案誌』編集委員)

る私たちは神の民なのであって、礼拝し祈りを

ささげるために集められています。改革派教会

の 20周年記念宣言は、「教会の生命は、礼拝に

あるj と告白しています。これも、教会が礼拝

共同体であるからにほかなりません。

教会は、もちろん、神の御言葉によって建て

られますから、御言葉(神の真理=教理)を教え、

学ぶ場所として整えられなければなりません。

「今日わたしが命じるこれらの言葉を心に留め、

子供たちに繰り返し教え、家に座っているとき

も道を歩くときも、寝ているときも起きている

ときも、これを語り聞かせなさ Lリ(申命記 6:6

-7)0 rだから、あなたがたは行って、すべて

の民をわたしの弟子にしなさい。彼らに父と子

と聖霊の名によって洗礼を授け、あなたがたに

命じておいたことをすべて守るように教えなさ

L、J(マタイ 28:19-20)。御言葉がこのよう

に命じるとおり、教会は古〈より御言葉の学舎

(まなびや)として考えられてきました。

しかし、御言葉の学び、信仰の学びは、学ぶ

ことにとどまるのではありません。 fすべての

民をわたしの弟子にしなさ tリとあるとおり、

神を礼拝する共同体を形成することを目指しま

す。御言葉の学びは、御言葉に聴き従う民を生

み出すことへと向かいます。主を畏れて礼拝を

ささげる民の形成を目的とします。「民を、男

も女も子供も、可のうちに寄留する者も集めな

さい。彼らが聞いて学び、あなたたちの神、主

を畏れ、この律j去の言葉をすべて忠実に守るた

めであり、これをまだ知らない彼らの子供たち

も聞いて学び、あなたたちがヨルダン川を渡

IJ、入って行って得る土地で、彼らも生きてい

る限1}、あなたたちの神、主を畏れるようにな
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るためであるJ(申命記 31:12 -13)。こうして、

御言葉の学び、信仰の学びは、主を畏れて礼拝

することを目指す営みにほかなりません。この

目的である礼拝の営みを中心にしてこそ、学び

は実を結ぶものとなるでしょう。いや、む Lろ

礼拝の息吹に触れるところでこそ、学びに命が

吹き込まれるのです。ですから、教会は「祈Ij

の家」なのです。教会の教育の営みは、祈るこ

と、礼4平することをともなうのであリ、またそ

こに目的があります。

日本キリスト改革派教会に属する者として、

教会(日曜)学校について考えるときに確認す

べきは、教会規程の礼拝指針でしょう。礼拝指

針の第四章が「教会学校j という章であり、第

二十八条と第二十九条により教会学校が定義さ

れています。

「第二十八条(教会学校の目的)

教会学校とは、教会の教育事業が主として

行われる組織をいう。それには、日曜学校・

週日学校・休暇中の聖書学校・その他があ

る。その目的は、キリスト者の成長と完成

であって、……(後略)

第二十九条(教会学校の対象)

教会学校は、その目的に従って、契約の子

らを訓育し、成人会員を教え、さらに未信

者と未信者の子らに教育的伝道を行うもの

である。J

長くなりますので、一部を引用するにとどめ

ました。これに示されましたように、「教会学

校j とは教会の教育的働きが行われる組織の全

体を指す名称、です。ですから、確認すべきこと

は、「教会学校Jという名称、が用いられていても、

これは決して独立したものではないということ

です。教会の教育的働きをあらわす名称、なので

す。ですから、「教会学校j を教会の生命的な

営みである礼拝から切り離された、何か独立し

た『学校Jのようにイメージすることはできま

せん。

詳し〈触れることはできませんが、「日曜学

校Jという営み、名称、は、ロパート・レイ 7ス

に始まるイギリスの日曜学校運動に由来してお

り、もともと教会の手を離れた、福祉的な傾向

の強いものでした。アメリカで、この日曜学校

運動は超教派運動として進展しました。日本に

おいても、教会を場としながらも教会全体の働

きとなるのではなく、子どもの伝道に熱心な一

部信徒によって担われることが多かったようで

す。内容的にも、徳育的な傾向が強いものでし

た(相馬伸郎、「日曜学校の歴史と日曜学校像」

を参照、本誌第 18号に掲載)。

礼拝指針が「教会学校」という名称、を用いる

背景には、一つには、そのような相対的に独立

していた日曜学校の営みを教会の働きとして位

置づけようとするねらいがあると思われます。

日曜学校だけでなく、教会全体に教育的な働き

があるのであり、教会全体で教育という課題に

取り組むのです。礼拝指針は、第 31条で小会

が教会学校を監督することを規定しています。

小会が校長を選任するのであり、教会学校教師

も小会が任命するのです。これも、教会学校の

営みを教会全体のものとするためです。

こうして、「教会学校Jという名称が冠せら

れているからといって、「学校Jなのではあり

ません。教会の教育的な働きが行われる場なの

であって、教会が礼拝共同体であることはいさ

さかも揺るぎません。教会とは礼拝共同体であ

り、御言葉の真理を学び、主を畏れ、賛美と祈

りをささげて生きる信仰者の群れなのです。

2.子どもの礼拝共同体として

礼拝指針は、先に紹介しましたように、「教

会学校」という名称、で教会全体の教育的営みを

包括し、日曜日に行われる子どもを対象とした

教育活動を「日曜学校Jと呼んでいます。今日、

この狭義の「日曜学校Jを意味して「教会学校j

と呼ばれることも多いのですが、ここでは「日

曜学校Jの名称を用いて進めます。
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私たちの思い描いて参りました日曜学校像は

「子どもの礼拝共同体Jにあります。「子どもの

礼拝共同体Jという表現は、誤解を招くかもし

れません。日曜学校を「子どもの教会Jと呼ぶ

教会もありますが、これも同様に、誤解を招き

やすい表現でしょう。教会は神の民、契約の民

であり、おとなと子どもも含まれます。その意

味では、「おとなの……Jr子どもの……Jとい

う区別はできない、 してはならないと言うべき

でしょう。しかし、これらの言葉には、おとな

だけではない、子どもにとっても教会とは礼拝

共同体であるという意味が込められています。

日曜学校は、この意味で、子どもの教会であり、

子どもの礼拝共同体なのです。

こう考えて参りますと、日曜学校の礼拝を礼

拝としてどのように整え、聖別してささげてい

るのか、このことが問われることになります。

ここに、本誌の日曜学校理解の特徴の一つがあ

ります。日曜学校の中心は礼拝であるというこ

とです。これは、すでに述べました教会理解の

必然的な結論なのです。

さて、本質的に礼拝は神の民、信仰者の営み

です。神の招きと恵みの御業が明らかにされ、

信仰による応答がささげられて、礼拝が成り立

ちます。そのために、まず必要とされるのは、

信仰者たちの存在です。それは、日曜学校の場

合、日曜学校教師です。信仰者である日曜学校

教師が神を礼拝する共同体を形成し、そこに子

どもたちが迎え入れられて、子どもたちの礼拝

共同体が成立します。子どもたちが招き入れら

れるのですから、もちろん、彼らに届〈式次第

(プログラム)と言葉(説教)を整えて、ささ

げられます。礼典(洗礼と聖餐)こそ行われま

せんが、神の御言葉が語られ、賛美と祈1)の応

答がささげられて、主イエス・キリストが鮮や

かに臨在してくださいます。いや、子どもの礼

拝も、洗礼と聖餐を目指しているということに

おいては同じです。日曜学校の目的は、主イエ

ス・キリストを信じて洗礼を受け、聖餐の食卓

に共にあずかることにあ IJます。そこに、主を

畏れて礼拝する信仰者の生があるのです。

ですから、私たちの常なる課題は礼拝を主イ

エス・キリストの臨在の場として整えることで

す。礼拝の説教者はもちろん、日曜学校教師は

礼拝のために祈 1)備えて集うことが求められま

す。そのために、日曜学校教師会の形成が大切

な課題となけます。祈 CJ合う共同体の形成です。

教師会の形成については、 ~IJ の機会に取り上げ

られることと思います。また、日曜学校の礼拝

を日曜学校教師だけにおまかせにするのではな

く、教師でない教会員の方々も積極的に出席し

てくださることが望まれます。とくに、教会学

校を監督する務めを負う小会のメンバー、牧師

はもちろんのこと長老もぜひとも出席すべきで

す。そのような信仰者の礼拝の姿によって導か

れ支えられて、子どもたちが主を畏れる信仰の

姿勢を学び、身に着けていくのです。

一つ難しいことは、契約の子の多くは、日曜

学校だけでなく、その後に行われる主日礼拝に

も出席するということです。また、日曜学校の

目的が洗礼を受け、聖餐の食卓にあずかること

にあると申しましたが、それも現実には、主日

礼拝に出席しなければ果たせません。

主日礼拝は「公同礼拝J と呼ばれるように、

契約の民の中心、まさに教会の生命と言うべき

礼拝です。改革派教会は、伝統的に、この公同

礼拝に子どもたちも出席するようにと求めてき

ました。家族みなでこの公同礼拝に出席するの

です。これは、礼拝が神の民の行為であるとい

う私たちの信仰理解に基づくならば、当然のこ

とです。ニ回の礼持に出席するとは、子どもに

余分な負担を強いていると考えるのではなく、

それだけ恵みも多〈与えられると考えるべきで

しょう。しかし、判断の難しいところです。い

ずれにせよ、公同礼拝として子どもの出席を求

めるのですから、子ともを迎え入れるための配
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慮が必要とさ.れます。

教会において、このように公同礼拝のみなら

ず、対象が特定された礼拝がささげられること

は、実のところ、たいへん大切なことです。普

通と特殊は決して対立しないことを心に留めま

しょう。神の民としての一致と平和をあらわす

公同礼拝がささげられ、また、対象を特定した、

たとえば子どもの礼拝がささげられ、あるいは

青年を中心にした礼拝、高齢者のための礼拝と

いうものも考えられるでしょう。年齢別ばかけ

でなく、早天礼拝(イースターなど)や週日の

礼拝(水曜礼拝など)がささげられている教会

もあります。それらは礼拝の多様性なのです。

教会の事情に応じたさまざまな礼拝の可能性が

あるのではないでしょうか。

3.礼拝と分級

日曜学校の働きを子どもの礼拝共同体の形成

という視点で位置づけますと、必然的に、日曜

学校の働きの中心は礼拝にあるということにな

ります。「教会の生命は、礼拝にあるJ(20周

年宣言)の言葉をそのまま日曜学校に当てはめ

ることができるのです。まさに礼拝によって、

信仰者としての命の息吹を養われるのです。

しかし、そのことは、分級の意義をいささか

でも減じるものではありません。む Lろ分級の

意味、目的が明確になるものと信じます。分級

どは、いわゆる「学校Jのようにして、掲げら

れている主題を教え、覚え込ませるという場で

はあけません。もちろん、学びの要素もあ IJま

すが、中心は、礼拝で与えられた御言葉の患み

を分かち合い、共に祈ることです。本誌は、分

級の目標を「共に祈るJこととしています。こ

れは、牧会のイメージであり、子どもと向き合

う姿勢です。

子どもにとりまして、礼拝は多少な IJとも窮

屈な思いがして、分級を待ち望むということに

なりがちです。その本質と Lて聞くことが中心

にならざるを得ない礼拝より、自らが発言し活

動的であることができる分級のほうが好ましい

ということは、だれもがよく分かることです。

だからこそ、分級の時間は、子どもに対して教

えることよ IJも、子どもから聞く、子どもの声

に耳を傾けることを大切にしたほうがよいで

しょう。分級で、分級の教師からもう一度説教

を聞くということにならないよう、配慮したい

ものです。そのような分級に、工作などの楽し

L 、要素が加わったなら、子どもたちにとって分

級はますます楽しいものとなるで Lょう。

ですから、分級は、準備 Lたものをすべてや

り終えたかどうかで善し悪しが判断されるもの

ではありません。本誌においても、日曜学校教

師の方々の執筆によって、たいへん豊かな分級

展開例が提供されています。 しかし、これのす

べてをそのまま行うことは、考えないほうがよ

いでしょう。子どもたちとの対話のヒントを得

て、祈リ備えることを大切にしましょう。

礼拝と分級について、詳 L<は、また次回の

学びに譲りたいと思います。皆さんの日曜学校

のお働きの上に、主よけの豊かな祝福があるよ

うお祈り申し上げます。「子どもたちを主の御

前にj と祈 IJ励んで参りま Lょう。

(高蔵寺教会牧師、中部中会教育委員)
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教師の声

名古屋岩の上伝道所日曜学校 5・6年女子クラス
弓矢容子(名古屋岩のよ伝道所日曜学校教師)

現在、このクラスは、教師2名〈志水姉と私)、

在籍生徒13名 (5年生 10名/6年生3名……教

会員のお孫さん一人を除いて、全て地域からの

子どもたち)で、母週5年生の子ども達が、平

均して5........7名、多いときは9名、主の日の朝教

会へ集まり、礼拝を捧げています。内3名は自

転車で、 6名は教師の送迎の車で 10分ほどかけ

て、集まります。

先日、受難週の主の日の分級の折、上級科分

級展開例(教案誌第21号 4/9 r葬られるキ

リスト J……時間の都合と、もろもろの恐れ(!?)

があり、工作は出来ませんでしたが)にならっ

て、死んだらどうなるか、少し踏み込んで哉さ

のこと、罪のこと、そしてその罪を担って身代

わりに死んでくださったイエスさまのこと、イ

エスさまの死は誰のためだったのか、を問うた

り、話したりしました。最後に、今日はイエス

さまに手紙を書いてみようとすすめました。手

紙を書けるかどうか半信半疑でしたが、礼拝式

において聖霊が働かれ、必ず一人一人に何か響

いていることを信じて、教師も一緒に手紙を書

きました。

一人の子どもは、お話しを聞いている回数も

少ないため、書けませんでしたが、「今言葉に

できなくても、神さまは00ちゃんのこと全部

長ロっていてくださるからね。J と伝えました。

他の子どもたちは、とても一生懸命書いていて、

想像をはるかに超えた子どもたちの信仰の言葉

を目にすることになりました。次のページに紹

介させていただきます。

それぞれに、自分の言葉でイエスさまに応答

出来、その言葉が本当に正直で、心からの喜び

をもって書かれていて、心打たれました。確実

に、この子どもたちに御言葉の種がまかれ、生

きていること、素直な心に、御言葉がどんどん

吸収されていること、何よ IJイエスさまご自身

が子どもたちに出会っていて下さり、生きて働

かれていることを目の当たりにして、本当に婚

し〈力づけられました。

この 7ラスは、 3年生の初めの時は、ほとん

ど生徒一人の分級でした。たまに、2人か3人で、

4月から 2ヶ月半ほどこの状況が続いたのでは

ないかと思います。今でもはっきりと、このたっ

たひとりの子どもと一緒に、この分級のクラス

に新しいお友達が与えられるようにお祈りした

ことを覚えています。(小さな声で、アーメン

と唱えてくれたこの子どもは、今家庭の事情も

あり、日曜学校から離れています。とても寂し

く思いますが、後に集められた子どもたちと共

に祈っています。)

そして、本当に、続々と子どもたちが集めら

れました。まず、朝の祈 I)会に集まる姉妹たち

の奉仕(教会から一番近い小学校で、下校中の

子どもたちにチラシ配布)によって、 この小学

校から 3名。 2004年サマーキャンプ、クリスマ

ス、 2005年サマーキャンプを通して6........7名が

集められました。(この中の中核となった、キャ

ンプにお友達を誘った子どもは、ビル時代から

お姉さんたちと一緒にキャンプに参加していま

した)

「子どもたちをわたしのところに来させなさ

い。妨げてはならない。j との御言葉は、様々

な状況の中で、具体的なことと Lて私に響いて

きます。そしてそこに一歩踏み出すとき、神様

の御業を仰ぎ見ることになります。あまりの神

様の御力に、本当に畏れを抱きます。もっと多
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〈の子どもたちを……と思う反面、こんなにた

くさんの尊いいのちをあずけられて、私は、本

当に真実にこの子どもたちと向かい合っていけ

るのか、お世話できるのか、本当に怖じ気づき

ました。しばしば、弱さに負けそうになります

が、ただ主イエス・キリストの恵みによって守

られ、教会の祈 1)に支えられ励まされて、教師

の兄姉と共にこの奉仕を捧げる幸いに与ってい

ます。準備が整わないまま(霊的にも、具体的

な準備も)、主の日の朝を迎えることもありま

すが、心がけていることは、礼拝式を子どもた

ちと真実に捧げること、そこで私自身もイエス

さまと出会うこと、子どもたちのために執 IJ成

し祈ること、イエスさまを紹介し続けることで

す。そして、イエスさまご自身がこの子どもた

ちを養い続けていて下さることを信じて委ね、

祈りつつ出来る限 IJのことを子どもたちにして

いくことです。(イエスさまが子どもたちを愛

していることを伝えること……週報を届けた

り、手紙を書いたり、訪問したり、いつもは見

れない子どもの素顔や、ご父兄にも会うことが

出来たりして(ちょっとドキドキです)楽 Lい

です。)

暑い日も寒い目も、時には雪の日も、子ども

たち同士で励まし合って、神様、の招きの声に応

えて教会に来る子どもたち、課題もありますが、

必ず、主が洗礼へと導いてくださると信じてこ

れからも祈 l人クラスの先生、教師方と共に、

また教会の兄弟姉妹と共に、この与えられた光

栄な奉仕を、神様の御前に忠実に捧げていける

よう願っています。

追記

課題のひとつは、初詣。今年の新年は、皆初

詣に行ってお参りしてしまったと、正直に話し

てくれて、とてもショックを受けました。けれ

ども、岩のよ教会の日曜学校の地域の子どもの

初穂の械な、 Aちゃん(今年高校1年生)が数

年前から、自分の意志で初詣には行方、ず、 1/

lの日曜学校にもひと IJで来ました。 5• 6年女

子クラスも後に続けるように、この愛する子ど

もたちに、ひとりひとりふさわしい成長が今年

も与えられるようにお祈りしています。
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『主l詳細tト中高生のための教理λ「ト』

価格

著 者

5∞円

木下裕也

(名古屋教会牧師・教会学校教案誌編集委員・神戸改革派神学校講師)

日本キリスト改革派教会は、難句の子たちへの信仰継承教育に心血を注いでいる教会です。

ところが、日曜学校での楽しい教会生活を経て、中高生の時期に、自覚的で明瞭な信仰を告白

を、と願いつつ、日曜学校教師はもとより、牧師たちも頭を悩ませつつも、真剣に告白準備の

ための学びのプログラムを整え、提供しています。

しかしながら、現実には、既成のテキストで、「これは使える!Jというものがなかなか見当

たらないのか実情です。ウエストミンスター小教理問答の解説を試みるか、牧師のオリジナル

なテキストを作成して用いるか、果ては他教派のものをアレンジしながら用いるということが

多いかと思いますo

このような現実の中で、ついに! 中部中会教育委員会『教会学校教案誌』の離部として、

中高生の信仰告白準備のためのテキスト、『主は羊飼い一中高生のための教混入門ー』を刊行す

ることと致しました。

すでに、国鼠体の『子どもカテキズム』は、ぉ∞部が子ども道主税市たちの手元に届けられ

ています。この r主は羊飼い一中高生のための教理入門一』も中高生、縦市たちの手に広〈行

き渡るなら、必ずや、よき実りを与えられるものと確信いたしております。

廉価に抑えております。子ども達のお小遣いで購入できます。しかし、教会としてお買い求

めいただき、難句の子らをはじめ地域の中高生にも、プレゼントできれ成なお、すばらしい

のではないでしょうか。

著者の木下裕也関市は、本誌編集委員であるばかりか、「創刊」の中心人物です。前任地の豊

明教会での実践のなかから、日本キリスト改革派教会としての「教案誌」の必要性を深く認識

さ払しかもつぶやいているだけでなく、実際に、同志たちとともに、今日まで挙管、編集

刊行の中心で奉仕しておられます。現在、神戸改革派神学校講師でもあり、日本教会史を講じ

ておられます。煮詰まった編集会議では、必ず、笑いのネタを提供して、場をなごませて下さ

る楽しい先生です。

教会学校教案誌編集出苛(相馬伸良助
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中部中会教育委員会からのお願い

『教会学校教案誌』発行のための

自由募金のお願い

教会のかしらなる主イエス・キリストの御名をあがめます。

中部中会教育委員会は、日本キリスト改革派教会をはじめとする改革・長老主

義諸教会の教会学校・日曜学校教育に資することを目的として、『教会学校教案

誌』を発行しています。 2001年4月に始まり、すでに満 5年となリ、第22号ま

で発行して参りました。中部中会では 7割ほどの教会により採用され、改革派教

会全体でもおよそ50教会で採用されています。大会教育委員会もご支持を表明

してくださっています。皆様のご支援に心からの感謝を申しょげます。

『教案誌』の発行は中部中会の事業として行われておりますが、中部中会教育

委員会では、あわせて皆様からの自由募金によってご支援いただきたいと願って

います (2006年4月中部中会第一回定期会にて自由募金願いを可決承認)。子ど

もたちの信仰教育のために、ぜひ皆様からのお祈 IJと募金のご支援をいただきた

〈、よろしくお願い申し上げます。教案誌を購入していただきやすくするために、

教案誌の頒布価格を印刷・製本単価ぎりぎりにおさえています。『教案誌』をご

購入くださることも発行のための支援となりますので、ご購入いただくことに

よってもご支援くださいますよう、お願いいたします。

30万円目標金額

送金先 郵便振替伊藤治郎

00890-2-148183 
※通信欄に『教案誌のための自由募金J と明記してください。
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聖書研究・説教展開例・分級展開例



7月2日 「ヨセフの苦難」

テキスト 創世記39章1-23節

(1) ヨセフの苦難

ヨセフはヤコプの12人の息子のうちの 11番目の

息子でした。彼はヤコプが年を取ってから、最愛

の曇ラケルの長い不妊の後に生まれた最初の子で

あったために、父ヤコプから溺愛ともいえる大変

な愛情を受け、それが10人の兄たちのねたみを買

うこととなりました。

さらに彼の見たふたつの夢一一畑の束の夢と、

太陽と月と 11個の星の夢が、やがて兄たちが自分

にひれ伏すという内容であったため、兄たちはさ

らに憤って彼を殺そうとはかりますが、結局彼を

通りすがりの商人に銀20枚で売リ、彼は奴隷とし

てエジプトに連れていかれることとなりました。

エジプトに連れて来られたヨセフは、ファラオ

の侍従長ポティファルの家に買い取られますが、

そこで主人の厚い信頼を得て、家の全財産を任さ

れるまでになります。

しかし、そこでもヨセフは試練にあいます。主

人ポティファルの妻が彼を誘惑しようとし、彼は

これを退けますが、恥をかかされたポティファル

の妻は逆に彼に.盆去の罪をさせて夫に訴えるので

す。ポティファルは怒って彼を投獄し、ヨセフは

以後の長い年月を囚人として過ごさなければなら

なかったのです。

(2) 主がヨセフと共におられたので

このようにヨセフがこうむった苦難は不当な、

不合理なものでした。信仰を持って生きる者たち

にも、ときにそうした不当な苦難がふりかかるこ

とがあります.たとえば義人ヨプの苦難もそうで

あったでしょう。

通常そのような苦難に遭遇したなら、人は神の

聖書研究

恵みを疑い、神をのろうのではないでしょうか。

けれどもヨセフはこの苦難を忍び通します。彼の

この姿勢は驚くべきものです。

なぜ彼はそうすることができたのでしょうか。

それを解〈かぎとなる言葉は「主がヨセフと共に

おられたのでJという言葉です。この言葉は39章

に繰リ返し 4度用いられています。これは39章の

キー・ワードであるのみならず、ヨセフ物語の全

体を貫〈主題と宮ってもよいと思います。

神はヨセフが兄たちに殺されそうになったとき

にも、奴隷として売り渡されたときにも、さらに

獄中でも、彼と共におられました。決して彼を見

放されたのではありませんでした。そのことを

知っていたからこそ、ヨセフはいかなるときにも

信仰による忍耐に生きることができたのです。そ

して主がヨセフと共におられたので、彼はこの後

数々の試練にもかかわらず、エジプトの宰相にま

でなるのです。

主が共におられる一一ーインマヌエルの事実は、

いついかなるときにも変わることはあリません。

いかに大きな苦難やわざわいのおりにも揺らぐこ

とはありません。インマヌエルの祝福はイエス・

キリストが世に来たけたもうたことによって、私

たちのものとなりました。地上の人生の日々の中

で、何が私たちを待ち受けているのか、私たちの

歩みがどのようなものとなるのか、それを私たち

はあらかじめ知ることはできません。けれども私

たちのために死んでよみがえってくださったお方

が共に歩んでくださること、世の終わりまで共に

いてくださることだけは確かです。これにまさる

慰 め 、 励 ま し は な い の で す 。 ( 木 下 裕 也 )
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7月2日 「ヨセフの苦難」 説教展開例

テキスト 創世記39章1.......23節

参照カテキズム 子どもカテキズム問34

(単元のねらい〕

長大なヨセフの物語であるが、一回ずつ独立し完結したエピソードとして扱う.今回の主題は、「困

難の中でも主が共にいることを覚えて誠実を求めることの大切さJを伝えることをねらう。主なる対象

を小学生と設定し、聖書の話をほとんど知らない子どもにもエピソードが理解できるようにすることを

ねらい、全体の最低限の設定を簡略化してに伝えることとする。

『苦しくて考忘れない之とJ

〈導入〉ヨセフについての基本的な情報を知らせる

今日も聖書のお話を一緒に見て参りたいと思い

ます。

今日のお話には、ヨセフさんという人が出て参

リます。ヨセフさんという人は、今からずっと

ずっと昔に、カナンの地にいた人です。ヨセフさ

んには、沢山の兄弟がおリました。お兄さんが十

人、弟も一人いたんです。全部で何人か分かリま

すよね。十二人兄弟でした。他にも女の姉妹もい

たんです。

ところが、ヨセフさんはお兄さんたちと仲が良

くなかったんですね。お兄さんたちは、ヨセフさ

んのことが嫌いで嫌いで、とうとうある目、ヨセ

フさんを奴緯に売ってしまったんです.今だった

ら、人聞を売ってしまうなんてことは出来っこな

いのですけれど、昔は、人間を売ってしまうとい

うことがあったんです。売られてしまった人聞は、

もうお父さんともお母さんとも兄弟とも離れて、

どこか違う固に連れていかれてしまうのです。ヨ

セフさんも遣いエジプトの固に売られてしまいま

した。売られていって、ある家、ポティファルと

いう人の家の召使にされてしまったのです。

〈展開 1)不条理な苦難の中でも誠実を貫いたヨ

セフの姿を確かめる

奴隷になってしまってもヨセフさんは、まじめ

でした。自分が売られていったその家で、きちん

とまじめに働きましたから、みんなヨセフさんの

ことを信じて、色々なことを頼むようになりま L

た。

ところが、ヨセフさんの働いていた主人、ポ

ティファルの奥さんが、ある目、患いことを考え

ます。御主人が留守でいない聞に、ヨセフさんと

浮気して遊ぼうとしたんです@結婚しているのに

他の男の人と遊ぶなんていうのは良〈ないことで

すね。ヨセフさんは、そんなことをするのは神様

がお嫌いになることだと知っておりましたから、

きっぱりと断りました。患いことは、誰に言われ

てもきっぱリと断るのが、本当に勇気のある正し

いことなんですね。ヨセフさんは本当に正しい人

でした。

ところが、御主人ポティファルの奥さんは、正

しいことをするヨセフさんを憎んで、嘘の告げロ

をして、ヨセフさんを牢屋に入れさせてしまうの

です。ひどいですね。わたしだったら、『まじめ

にしていても牢屋に入れられちゃうんだったら、

まじめにするのはもう止めよう Jとか思ってしま

うかもしれません。

けれども、ヨセフさんはそうではありませんで

した。奴隷に売られてもまじめだったヨセフさん

は、牢屋に入れられてもまだまだまじめでした.

あまりヨセフさんがまじめなので、牢屋の番人は

牢屋の中のことを全部ヨセフさんに任せるように

なったのです。本当にヨセフさんはどこにいって

も、どんなに苦しいときも、決して悪いことはせ

ずに、まじめでいたんですね。
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〈展開2)ヨセフの誠実さの背景には神様が共に

いて下さることの確信があること

どうしてそんなにまじめにしていたのでしょう

か。たとえば皆さんが学校で、先生がいない聞に

まじめに勉強していたのに、遊んでいた人が嘘を

ついて怒られないでいて、逆にまじめに勉強して

いたあなたが怒られたら、まじめにするのが馬鹿

らしくなってしまいますよね。

けれどもヨセフさんは、お兄さんに意地悪をさ

れても、御主人の奥さんにだまされても、まじめ

にまじめに嘘をつかずに一生懸命自分の仕事をし

ておりました。

ヨセフさんがそんなにまじめで正直だったのに

は理由があります。それは、ヨセフさんがどこに

いても、何をしていても、神様がヨセフさんとと

もにいて下さることを知っていたからなんです。

奴織として売られてしまって、大切な家族と別れ

別れになってしまったとしても、御主人の奥さん

に嘘をつかれて、患いこともしていないのに牢屋

に入れられてしまったとしても、それでも神様が

ヨセフさんと一緒にいて下さって、必ずヨセフさ

んのことを見ていて下さる.必ず助けて〈ださる

のです.ヨセフさんはそのことを知っていました。

だから、どんなに苦しいときでも、どんなに悲し

いときでも、必ず神様が助けて下ると安心してい

ました.

また、ヨセフさんが怠けたくなったとき、嘘を

付きたくなったとき、人に意地悪をしたり、いじ

めたり、患いことをしたくなったときに、やっぱ

り神様は、ヨセフさんのことを見ていてください

ました.だからヨセフさんは、がんばることが出

来たんですね。

〈展開3)神織は困難の中にあっても共にいて下

さることを知る

ヨセフさんのことを見ていて下さった神様は、

みなさんのことも見ていて下さいます。私たちは、

奴隷に売られてしまったり、牢屋に入れられてし

まったりなんてことはありませんけれども、私た

ちが家にいるときも、学校にいるときも、どこか

よそへでかけているときも、いつでもどこでも、

神様は私たちとともにいて下さいます。そしてい

つでもどこでも私たちを応援していて下さいます。

勉強をしているときも、遊んでいるときも、神様

は私たちと一緒にいます.もしかして私たちが患

いことをしそうになっているとき、人に意地患を

しそうなとき、嘘をつきそうなとき、けんかをし

そうなときも、神様は私たちのことを見ておられ

ます。

ぜひそのことを忘れないで、苦しいとき、悲し

いとき、イヤなことがあるときも、神様が応援し

ていて〈れることを思い出して下さい.

(長田詠喜)

〔今週の暗唱聖句〕 マタイによる福音書28章20節

あなたがたに命じておいたことをすべて守るように教えなさい。

わたしは世の終わりまで、いつもあなたがたと共にいる.



7月2日 「ヨセフの苦難J 幼稚科

〈一週間の準備:これで分級の90施は決まる〉
1) 6/25にお休みの子はいませんか?、どう

してお休みだったんでしょう。次回出席できるよ

うお祈りくださ~'0できたら、お手紙を出しま

しょう。 2)7/2の分級で何を話しますか。話す

内容を一週間じっくり考えましょう。当然、出席

する子供たちの顔を浮かべながら……、教案の準

備は祈りではじめましょう。 3)子供たちの成長

のために、教会に送り出してくれている家族のみ

なさんのために祈りましょう。

〈分級では〉

新しい幼稚科クラスが始まって、もう 3ヶ月で

すね。生徒のみなさん、ずいぶん成長したのでは

ないですか??

幼稚クラスの生徒さんは変化が早〈、一ヶ月も

会わないと、まるで大人になってしまいます。是

非、大切な神様が送ってくださっている子供たち

の変化を細か〈観察するようにしてください。ま

た、その変化を声に出して喜んであげることを忘

れないでくださ~'0大きくなったね……の一言で

いいと思うのです。また、その子の成長を感謝し

ていっしょに祈ってはどうでしょうか。誕生日な

どであれば、まさにそのタイミングで……。自分

の成長を先生はとっても喜んでいてくれる。自分

のことを注意して見てくれている。自分は大事に

思われている。そんな経験の積み重ねが、後に語

られる神様による平和にもつながってい〈大事な

ことだと思います。

〈分級のねらい〉

今週からヨセフさん・モーセさんのお話を始め

ます。脈々と流れる大きな神様の働きを学べる大

変いい機会です。週ごとの単独のお話になるので

はなく、前の週のお話と連続させながら進められ

るといいと思います。共通工作はそのつもりで連

続して作業ができるようにしました。活用くださ

L、。

@ 

〈祈り〉

ヨセフさんにそうだったように、神様は私たち

といつも一緒にいてくだる神様です。その神様に、

いろいろなことを祈り、感謝することをわすれま

せんように。

〈共通工作〉

g(Jg:みんなで紙芝居を作ろう!

族長時代から出エジプトまでの一連のストーリーを約2ヶ月という長期にわたって読んでいきます。聖

書ではモーセ五番を通読するようなかたちになるので、ストーリーが途切れ途切れになりやすいとこ

ろでもありますが、今回はカナン到着までの一連のお話がいっさに挽めるかたちに構成されていると

いうメリットを生かして、創世記から申命記までのお話の流れと神様の約束の実現をこどもたちと一

緒に理解していくことを目的とします。

事錯す.i):&の:紙、色鈴筆、 〈れよん(絵が描ける道具ならなんでもよい)

伊東ヲeli:その日のお話の終7後に一番印象に残ったところをそれぞれ絵に描いてもらう。描いた絵は

とっておきます。工作のない週はぬりえ例としてだされている絵を拡大し、とっておきます。最後の

“モーセの死"の単元が終わった時点で、描かれた絵とぬりえ例の絵をすべて集めて、並べると紙芝

居ができあがります。最後にみんなで作った紙芝居を使って、お話をしてもよいでしょう。

q
b
 



7月2日 「ヨセフの苦難」

〈子どもたちに伝えたいこと〉

ヨセフは神様がいっしょにいてくださることを

知っていたので、どんな状況の中でも『まっすぐJ

でいることができた。

〈展開例〉

礼拝で聞いたお話を思い出しましょう。

Oヨセフはお兄さんたちに売られてしまいました。

ヨセフは自分のお兄さんたちにうらまれて、奴

隷に売られてしまいました。ヨセフにもちょっ

といやなところはあったかもしれないけれど、

お兄さんたちがそんなことをするなんて、ヨセ

フにはとても信じられないことだったで Lょう。

それでも、ヨセフはエジプトの役人の家でいっ

しょうけんめい働いて、ご主人にとても大切に

してもらえました。ヨセフは、ひどい目にあっ

たのにどうしていじけてしまったリせず、まじ

めに働〈ことができたのでしょうか。

※『家族Jというのは子どもたちにとって無条件

で安心できる存在です。その「家族Jに売り飛

ばされてしまったヨセフはとても大きな絶望の

中にいたと思われます。しかし、この聖書箇所

にはくりかえし「主が共におられたJというこ

とが書かれています。なんでもできる神様が

いっしょにいて〈ださることが、家族に売り飛

ばされると言うこの世の中にはなにも信頼でき

小学科下級

るものが無いような状況の中でも、ヨセフを

まっすぐに立たせてくださったということを語

りましょう。

Oご主人の奥さんが、ヨセフのおぼえのないこと

でご主人にヨセフを愚〈宮い、ヨセフは牢屋に

入れられてしましました。でも、牢屋の中でも

ヨセフはまじめに働きま Lた.

※〈りかえし、主が共に居られるということが書

かれています。主が共に居られることが大きな

力になるのです。

0その神様は、私たちともいっしょにいて〈ださ

います(ローマ8:31)。神様が私たちの味方だ

から、私たちはどんなことがあっても負けるこ

とがないのです。

※教師にも「主が共におられたJということを信

じることで、はげましゃなぐさめを与えられた

ことがあると思います。その思い出を語りま

しょう。

〈ちいさなお祈り〉

Oヨセフどいつもいっしょにいて守って〈ださっ

た神様が、今、私たち一人一人ともいっしょに

いてくださるということに「ありがとうJとお

祈りしましょう。
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7月2日 「ヨセフの苦難J

〈ねらい〉

イエス様を信じている人は、どんなに苦しいこ

とがあっても神様が共にいてくださリ、助けてく

ださることを確信し、誘惑に負けないで、信仰の

中で正し〈生きることができるように指導する。

〈展開例〉

1.今日の話の中で、ヨセフはどんな人であったの

か、もう一度話を思い起こしながら話し合って

みましょう。

2.もし、自分がヨセフだったならば、どんな行動

をとったでしょうか。

3.ヨセフが誘惑に負けることな〈、苦しみを絶え

て、正し〈生きることができたのはなぜでしょ

うか。

4.今日の聖書の中で、「主が共におられJという

言葉は、何回出てくるのか探して見ましょう。

5.ヨセフは、神様を信じる信仰がありました。だ

から、彼は誘惑や苦しみに負けることなし正

しく真面白に生きて、いつでも、どこでも人に

認められる人になりました。あなたにも神様が

共におられるのでしょうか。

6.新約聖書マタイによる福音書28章19、20節を聞

いてみましょう。

r28 : 19だから、あなたがたは行って、すべて

の民をわたしの弟子にしなさい。彼らに父と子

と聖霊の名によって洗礼を授け、 20 あなたが

たに命じておいたことをすべて守るように教え

なさい。わたしは世の終わりまで、いつもあな

たがたと共にいるけ

7.イエス様は復活して、天に昇られる前に、お弟

小学科上級

子さんたちにこのような命令と約束をしてくだ

さいました。これは、お弟子さんたちだけの言

葉ではなく、イエス様を信じるすべての人に語

られた言葉であります。だから、わたしたちも

イエス様を信じる信仰を他の人々に伝える人に

なりたいと思います.そうすると、どんな苦し

いことがあっても、イエス様が共にいてくだ

さって助けてくださいます。

〈お祈り〉

神様。私たちにイエス様を送ってくださって、

私たちの罪を赦してくださったばかりではなく、

いつも私たちと共にいてくださることを感謝しま

す。イエス様を信じて、それを伝えるときに、試

練や苦しみや誘惑があるかも知れませんが、聖霊

によって守ってくださいますようにお願い致しま

す。

主が共におられる



7月2日 「ヨセフの苦難」 中学科

〈今日のカテキズム〉

古参照カテキズムとして、子どもカテキズム問34

が挙げられています。

問34 だれと歩むのですか。

答 私はひとりぼっちではありません。

私たち、神の民の祈りの家、キリストの体

なる教会とともに歩みます。

女そして、カリキュラムの中で当該カテキズムを

〈今週の聖書日課〉

日曜日 マタイ 28:20 

月曜日 コリントー12: 12-27 

火曜日 ヨハネー2:27-3: 3 

水曜日 エフェソ6:10-18 

木曜日 テモテー1: 18-2 : 2 

金曜日 テモテニ2:11-13 

土曜日 詩編23編

教える箇所で、ウ告白25章「教会についてJを "....・..........・.......・.........・.....・...・・....・.........、
参照するよう指示があります。 6項目あって、こ i 先生方へ

こでは引用しませんが、確認してください。 i 今年度の中学科では、カリキュラムの聖書

女ヨセフはエジプトに奴隷として売られたことに

より、家族から、そして自分の民からも引き離

され、ひとりぼっちの状態になりました。けれ

ども、そんなヨセフと神さまが共にあって〈だ

さったことを、 しっかりと，心に留めたいと思い

ます。今日で言えば、私たちはキリストの体な

る教会に属していて、聖霊なる神さまのお働き

によって主イエス・キリストが共にあってくだ

さいますから、そのことを告白している問答を

覚えたいと思います。そしてこの問答を読むと、

いろいろな罪や悪と戦L¥遂にはエジプト全国

を支配するに至ったヨセフにもあてはまること

が見て取れると思います.

ハイデルベルク信仰問答

問32 なぜあなたが fキリストJ者と呼ばれるの

ですか。

答 なぜなら、わたしは信仰によってキリスト

の一部となリ、その油注ぎにあずかってい

るからです。

それは、わたしもまた この方の御名を告

白し、生きた感謝の献げ物として自らをこ

の方に献げ、この世においては自由な良心

をもって罪や悪魔と戦い、ついには全被造

物をこの方と共にホ速に支配するためです。

※答の中の「油注ぎJの油とは聖堂のことです

(ヨハネー2: 27参照)。

物語の内容に則したカテキズムを、声に出し

て問答し、できれば暗記して、み言葉を心に

昔えていしということを目的にしています。

い〈つかの問答を挙げていますが、礼拝から

の流れをみながら、また生徒たちの様子を見

ながら選んでくださ~'0 (詳しくは、前号の中

学科のコラムをお読みくださ L、。) なお、今

号では、参照カテキズムとして挙げられてい

る子どもカテキズムの問答と、カルヴァンの

記したジュネーヴ教会信仰問答からの問答も

記しています。ジュネーヴ教会信仰問答は外

山八郎訳(新教新書版)を使用しましたが、

もしかしたら暗記向きの日本語ではないかも

しれません。そう思われた場合には、暗記に

は使わない方がよいでしょう。暗記を勧める

には日本語の善し悪しの吟味も必要です。三

か月なさってみて、いかがだったでしょうか。

暗記させる方はさほど準備はいらないのでは

ないか、という錯覚に陥りませんでしたか?

実は、暗記させるには、自分もある程度覚

えていなければやりに〈いこと、文言の内容

を説明できるまでにわかっていないと導けな

いことを実感されたのではないでしょうか。

i 祈りをもって準備して参りましょう。

、‘・‘・“‘・e・e・“““““‘・・・“‘・e・“・・・・・・‘・・・・・・・・・・ccc4.
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7月9日 「ヨセフの勝手IJJ

テキスト 創世記50章15--21節

(1)主のはからい

主がヨセフと共におられたので、彼はエジプ卜

の宰相の地位にまでのぼりつめます。そしてそこ

にはヨセフの家族と、神の選ぴの民イスラエル

(これは父ヤコプに神がお与えになった名です)の

歴史に対する、主なる神のくすしいおはからいが

あったのです。

おりしも全世界を深刻なききんが襲っていまし

たが、エジプトの国は宰相ヨセフの賢明な経済政

策によって、豊富な食糧を備蓄していました。

父ヤコプと 11人の兄弟たちの住む故郷カナンも

きさんに苦しんでいました。そこで兄たちはエジ

プトにおもむき、それが弟ヨセフだとも知らずに、

エジプトの宰相のもとにひれ伏して食糧を乞いま

す(ここで、少年時代にヨセフが見たふたつの夢

がそのとおりになります)。

ヨセフははじめは身元を隠して兄たちにつらく

当たりますが、それも計画があってのことでした。

それはこの機会をとらえてヤコプと 11人の兄弟た

ち全員をエジプトに呼び寄せ、なつかしい再会を

はたすとともに、ききんのカナンから豊かなエジ

プトに移住させることで、彼らの命と生活とを救

うという計画です。

当初エジプト行きをためらっていた老齢のヤコ

プも、これによってもう少年の頃に死んだと思い

込んでいた(兄たちはヨセフは獣に食い殺された

と父には報告していました)最愛の息子に会うこ

とができたのです。

(2) 悪を普にかえたもう主

ヨセフの 10人の兄たちは、昔自分たちが売り飛

ばした弟が今やエジプトの支配者となっているこ

聖書研究

とを知ると、彼が昔の罪の仕返しをするのではな

L 、かと恐れます。

しかしヨセフは彼らの罪を責めることもせず、

そのことで自分がどれほどの苦しみを受けたのか

を語ることもせず、彼らに語りかけるのです一一ー

確かにあなたがたは昔わたしに患をはかりました。

けれども神はそれを善にかえ、あなたがたと多〈

の民の命を救ってくださったのです。だから、ど

うか恐れないで〈ださい 09--21節)。

神は人のはかる患をも、人をその罪から救うよ

きみわざのためにお用いになるお方です。そのこ

とは主イエス・キリストの十字架のみわざに鮮や

かに示されています。主イエスを十字架に追い

やったのは私たち人聞の罪です。しかし神はひと

り子を十字架につけることによって、私たちの罪

を購い、水遣の命にいたらせるための道を聞いて

くださったのです。

神は私たち人聞の罪や患、苦しみや試練をもよ

きことにかえてくださいます。すべてのことが私

たちの救いに役立つように周到にはからって〈だ

さいます。パウロが神を愛する者たち、神の計画

に従って召された者たちには万事が益となって働

( (ローマの信徒への手紙8章28節)と語るとお

りです。

ヨセフの生涯は、神のこのくすしい、驚くべき

摂理のみわざをさやかに映し出しています。私た

ちの地上のいとなみもまたこの慈愛に満ちたお方、

イエス・キリストの父なる神の愛の配慮のもとに

置かれています。このお方のみ手にあって、私た

ちもすべての患に勝利することができるのです。

(木下裕也)



7月9日 「ヨセフの勝利」 説教展開例

テキスト 創世記50章15--21節

参照カテキズム 子どもカテキズム問33

(単元のねらい)

ヨセフの生涯を概観して、全ての出来事の上に神様の摂理の御手が働いていることを確かめる。小学

校高学年から中学生程度を対象とする。小学校低学年以下の場合であれば、単純なハッピーエンドとし

た方が分かりやすいが、もう少し理解カのある対象であるため、苦難を通して、ヨセフも兄達も変えら

れたことに触れ、神様の御旨がそこにあること、また私たちの苦難も同様の目的を持つことを指摘する。

『臨剖をおさめ定ヨ包フ」

〈導入〉ヨセフの生涯の変還を概観する

今日も聖書のお話を一緒に見て参りたいとおも

います。

今日は創世記の一番最後に近いところを読みま

Lた.創世記の中には、世界が作られた時から始

まって、イスラエルの最初の先祖達がどのように

神様に導かれ、患みをいただいてきたかというこ

とが語られています。その中でも37章からおしま

いの50章までは、族長ヨセフがどのような生涯を

送ったかということが語られています。

ヨセフは十二人兄弟の十番目の子どもで Lた。

お父さんがあまりにもヨセフをひいきして可愛が

り、ヨセフも、後から考えれば本当のことだった

のですが、両親や兄弟遣がみんな自分にひざまず

いて挨拶をする夢を見たなどと言い出しましたの

で、兄さん達に憎まれて、奴隷に売られてしまい

ました。奴隷として売られて行ったエジプトでも

色々と苦労をして、無実の罪で牢屋に入れられて

しまったリもいたしますが、そこから認められて、

最後には王様の次に偉い大臣にまで出世し、エジ

プトを大飢僅のピンチから救い出します。

そして、ちょうどエジプトに食料を買いにやっ

て来たお兄さん達を見つけ、お兄さん達が自分を

奴般に売ってしまったことを反省しているのを

知って、お父さんやお兄さん達、みんなを食料が

豊富なエジプトで暮らすことができるようにいた

しました。こうして、一皮離れ離れになった兄弟

遣は皆一緒に生活をし、飢僅の心配をしな〈てよ

くなったのでした。

〈展開1)ヨセフは、自らの運命が神織の御旨で

あることを確信している

それでめでたしめでたし、歳をとって息子と再

会できたお父さんも幸せに生涯を終えて天国に行

〈ことが出来たのですが、お父さんが亡くなって、

お葬式も済みますと、お兄さん速には心配が出来

てきました。というのも、弟のヨセフは、お父さ

んが生きている聞は、自分たちに親切にして〈れ

ていたけれど、お父さんが死んでしまったら、昔

意地患をして自分を奴隷に売ってしまった兄達に

復讐するのではないかという恐れでした。人に意

地患をしたり、患いことをしたりすると、後に

なってもこうやってピクピクドキドキしなくては

ならないので、止めておいたほうがよいですね。

ともか〈お兄さん達は、弟のヨセフのところに

行きますと、亡くなったお父さんがヨセフに「兄

達を赦してやって欲しい」と宮っていたと宮いま

す。すると、ヨセフは、涙を流して、兄達を赦し

たのです。

〈展開2)神織はヨセフ自身を変えて下さった

たぶん、昔はヨセフもお兄さん遣のことを恨ん

でいたに遣いありません。お兄さん遣に属されて、

奴隷に売られて、遣いエジプトまで連れてこられ

て、また嘘をつかれて牢屋に長い間入れられてい

たり、ずいぶん長い間苦労をしたからです.けれ

明

ω



ども、ヨセフは言います。「あなたがたはわたし

に患をた〈らみましたが、神はそれを善に変え、

多〈の民の命を救うために、今日のようにしてく

ださったのですh

ひどいこともj尺山ありました、イヤなことも;尺

山ありました。患いこともありました。けれども

実はそれらはみんな神様がヨセフもヨセフの親や

兄弟達もみんなを救うために、みんなが幸せにな

れるようにして〈ださったのです。全てのことは

良いことも悪いことも全て神様が私たちを幸せに

良くしてくださるために計画し実行して〈ださる

ことなのです。ヨセフも長い聞にそのことがよ〈

分かりました。昔はヨセフもそのことがわからな

かったでしょう。けれども、長い間にそのことが

わかるようになりました。神様が、神様の計画が

どんなものであるかを実際にヨセフに教えて〈れ

たからです。

神様の計画は、患によっても妨げられたりいた

しません。忌いことをたくらんで弟を売ってし

まったお兄さん達も反省して兄弟を愛するように

されました。そして、幸せに暮らしていたヨセフ

にも、その幸せも、また不幸も、全て神様からい

ただくものであることを教えてくださったのです。

〔今週の暗唱聖句〕 創世記50章20節

〈展開3)全てのことを決め、導いて下さるのは

神様である

神様は、私たちが生きていくうえで必要なもの

を全てご存じであり、それらを私たちに与えてく

ださいます。私たちが幸せに暮らしていくうえで

大切なものを全てご存じであり、それらを私たち

に与えてくださいます。そして、私たちが信仰を

もって暮らしてい〈うえで学ぱなければならない

ことを全てご存じであり、それらを私たちに与え

てくださいます。私たちの必要なもの、私たちが

欲しいものは全て神様から私たちに与えていただ

けるのです.

それだけではありません。私たちがあまり欲し

がらないものも、神様から私たちに与えられます。

それは、私たちが本当に神様を知り、本当に幸せ

になるために、必要なものなのです。嫌なことが

あったり、辛いことがあったりしたからといって、

神様が私たちを見捨ててしまったり、私たちのこ

とを嫌いになったりしているのではありません。

私たちのことが大切で、私たちをもっともっと

ずっと良くしてくださるために、辛いことや大変

なことも経験させてくださるのです。そんなこと

も経験できるから私たちは成長することができる

のですし、そんな辛いときでも、神様が私たちと

ともにいてくださることをしっているからこそ、

我慢して、頑張ることができるのです。

神様が私たちと共にいて〈ださることを、ぜひ

覚えてください。(長田詠喜)

あなたがたはわたしに患をたくらみましたが、神はそれを暑に変え、

多〈の民の命を救うために、今日のようにしてくださったのです。



7月9日 「ヨセフの勝利」 幼稚科

〈一週間の準備:乙れで分級の90覧は決まる〉

1) 7/2にお休みの子はいませんか? どうし

てお休みだったんでしょう。次回出席できるよう

お祈りください。できたら、お手紙を出しましょ

うo 2) 7/9の分級で何を話しますか。話す内容

を一週間じっくり考えましょう。当然、出席する

子供たちの頗を浮かべながら……、教案の準備は

祈りではじめましょう。 3)子供たちの成長のた

めに、教会に送り出してくれている家族のみなさ

んのために祈りましょう。

〈分級では〉

夏休みが近づいてきました。子供たちの中には、

長期にお休みする子もいるかもしれませんね。出

かける予定など早めに連絡してほしいと子供たち

に伝えましょう。幼稚科の子供にそんなこと無理、

無理と思うかもしれませんが、自分のことを注目

してくれていると思うと、意外ときちんと対応し

てくれますよ。ご両親に手紙を書くのでもいいで

すね。夏休みは、教会に来る習慣が途切れてしま

う時期です。その聞のフォローを今から準備しま

しょう。

〈分級のねらい〉

単純な成功物語ではなく、その背後に神様の働

きがあったこと、苦しみの中で神械がヨセフを変

え、兄弟たちも変わったこと、神様のf卸業のすご

さ、深さを強調して話しましょう。

〈展開例:共通工作を作りましょう〉

9月末までの教材は、歴史の流れの中で、脈々

と私たちに働いてくださる神様のことを理解する

大変いいチャンスです。是非、毎回、絵に残して、

9月にはヨセフさん、モーセさんの生涯がひとつ

の紙芝居になる作業をがんばってやってみません

か.また、完成した紙芝居を、クリスマス祝会や

礼拝などで、教会のみなさんやご両親に発表でき

たら、さらに子供たちの記憶の中に、このすばら

しい神様のお働きが心に刻まれるのではないかと

期待しています。

〈祈り〉

神様は、ヨセフさんをいつも見守ってくださっ

ていました。そして、私たちをも、同じように見

守ってくださっています。悲しい時も、苦しい時

も、いつでも私たちを見つめてくださっている神

様にお祈りすることをわすれませんように。

〈共通工作〉

/!!lfn:みんなで紙芝居を作ろう

族長時代から出エジプトまでの一連のストーリーを創世紀から申命記までのお話の流れと神様の約束

の実現をこどもたちと一緒に理解していくこと

.錯す15:5の:紙、色鈴筆、 〈れよん(絵が描ける道具ならなんでもよい)

伊11ヲE息苦:その日のお話の終7後に一番印象に残ったところをそれぞれ絵に描いてもらう。航、た絵は

とっておきます.最後の“モーセの死"の単元が終わった時点で、描かれた絵とぬリえ例の絵をすべ

て集めて、並べると紙芝居ができあがります。最後にみんなで作った紙芝居を使って、お話をしても

よいでしょう。

hu 



7月9日 「ヨセフの勝利」

〈子どもたちに伝えたいこと〉

神様が共にいてくださって守られ、エジプトの

大臣にまでなったヨセフは、自分を売ったお兄さ

んたちをゆるすことができた。それは、神様がす

べてのことを益にしてくださるという信仰による

ものだということ。

〈展開例〉

礼拝で聞いたお話を思い出しましょう。

0神様に守られているヨセフは、エジプトの大臣

にまでなることができました。大きな力をもっ

たヨセフは、昔、自分を奴隷に売ったお兄さん

たちをどうしたでしょうか?

※ (50: 19....... 21)ヨセフはエジプトの国で大臣と

して大きな力をもっていたので、自分をひどい

目にあわせたお兄さんたちに罰を与えることも

できました。しかし、ヨセフはお兄さんたちを

ゆるしました。なぜ、ヨセフは自分をひどい目

にあわせたお兄さんたちをゆるせたかというと、

ヨセフは自分といっしょにいて〈ださる神様が、

どんなことでも、一番よいことをしていてくだ

さるということを信じていたからです (50:20、

ローマ8: 28)。

小学科下級

0私たちは自分にひどいことをした人を、なかな

かゆるすことができません。できれば仕返しし

てやりたいし、相手が罰をうければいいのにと

思います。どうすれば、ヨセフのようにゆるし

てあげることができるでしょうか。

※私たちは自分の力では、ひどいことをした相手

をゆるすことはできません。ヨセフは、お兄さ

んたちが自分の所に来た時、お兄さんたちでは

なく、お兄さんたちをここに連れてきてくだ

さった神様の方を見ていたのです。ヨセフは、

お兄さんたちをエジプトに連れてきてくださっ

た神様が、自分といつもいっしょにいて、よい

ことをしてくださったことを知っていたので、

その神様が迫れてきてくれたお兄さんたちをう

らむことができなかったのです。私たちも、神

様の方を見ていることができるように、お祈り

をしましょう。

くちいさなお祈り〉

Oヨセフに一番よいことをしてくださった神様は、

私たちにもよいことをしてくださいます。そし

て、自分ではできない人を愛することをできる

ようにしてくださる神様に「ありがとう j とお

祈りしましょう。

-31-



7月9日 「ヨセフの勝手IJJ 小学科上級

くねらい〉

生きている中で、良いことであれ、患いことで

あれ、この世のすべてのことは神様の摂理の中に

あり、神様は、すべてのことが益となるように働

いておられることを認識させる。

〈展開倒〉

1.次の中からあって欲しいことと、あって欲しく

ないことを選んでみましょう。

①健療 ②事故③地震@合格⑤自由⑥戦争

⑦洪水③平和⑨愛

2.よの項目の中で、お許しのないまま、起って〈

ることはなんでしょうか。

3.この世に起ってくることは、すべて神様の許し

なしに、起ってくることは何一つありません。

では、なぜ神様は、事故や地震、戦争、洪水な

どのことをお許しになりますか。

答: それは、それを通して神様の御心がわた

したち人間に現れるからであります。

4.例話 ヨハネによる福音書9章「生まれつきの

目が見えない人J

イエス様の弟子さんたちが、生まれてからずっ

と目が見えない人指して「あの人が生まれてか

ら目が見えないのは、だれが罪を犯したからな

のでしょうか。あの人本人ですか、それとも、

あの人の親の罪ですかけ

その質問にイエス様は、「本人の罪や、親の罪

のせいでもありません。この人を通して神様が

大きな働きをするためです。」と語られました。

実際この人は、イエス様によって目が癒され、

イエス様の素晴らしさを伝える人になりました。

5.ヨセフさんも同じように、いろいろ苦労するこ

とがたくさんありましたが、神様はそのような

ヨセフさんを通して、ヨセフさんとその家族を

救ってくださったのであります。

6.私たちにも、これからいろいろ大変なことがた

くさん起るかも知れません。しかし、どんなこ

とがあっても、全てを良いことに導いて〈ださ

る神様を信じて、神様を信頼して歩みましょう。

〈お祈り〉

愛する神様。私たちといつも共にいて〈ださリ

ありがとうございます。これから、私たちにどん

なことが起るか分かりませんが、わたしたちが神

様を信頼して、慰謝して日々を過ごすことができ

るように、導き守ってください。

神はそれを暑に変え

q
d
 



7月9日 「ヨセフの勝利」

〈今日のカテキズム〉

古参照カテキズムとして、子どもカテキズム問33

が挙げられています。

問33 聖化の歩みとは何ですか。

答 神さまの子どもとして、罪に死に、神さま

の御子イエスさまのお姿に似せられてい〈

ことです。

神さまに愛されている喜びのうちに、私た

ちも神様を愛して歩みます。

食この流れで見ると、ヨセフの生涯の歩みを学ぶ

ことによって、クリスチャンの生き方・姿勢を

確認しようとする意図が見られます.つまり、

私たちは苦難を通して、神さまの子と呼ばれる

にふさわしい者に変えられていくのだ、という

ことを確認しようとしています。

女この意味では、既に以前、長いので暗唱までは

難しくとも紹介してくださいとお願いしたこと

がありますが、ハイデルベルク信仰問答問26を

もう一度、思い出してみるとよいでしょう。今

度は少しでも暗唱することに挑戦してみましょ

うか。一度に全部、と思わないで、生徒たちの

カに合わせてエ夫してみてください。例えば、

真ん中の部分 (rわたしはこの方により頼んで

いますので……信じて疑わないのですJの部分)

だけは覚える、という風に。

ハイデルペルク信仰問答

問26 r我は天地の造り主、全能の父なる神を信

中学科

ずJと唱える時、あなたは何を信じている

のですか。

答 天と地とその中にあるすべてのものを無か

ら創造され、それらを水遠の熟慮と摂理と

によって今も保ち支配しておられる、わ

たしたちの主イエス・キリストの永遠のお

んちち抑父が、御子キリストのゆえに、わ

たしの神またわたしの父であられる、とい

うことです。

わたしはこの方により頼んでいますので、

この方が体と魂に必要なものすべてをわた

しに備えて〈ださること、また、たとえこ

の涙の谷間へいかなる災いを下されたと

しても、それらをわたしのために益として

くださることを、信じて疑わないのです。

なぜなら、この方は、全能の神としてその

ことがおできになるばかりか、真実な父と

してそれを望んでもおられるからです。

食生き方の指針としては、ハイデルベルク信仰問

答の問1も参照してください。

〈今週の聖書日課〉

日曜日 創世記50:20 

月曜日 詩編55:23 

火曜日 マタイ 6:25・26

水曜日 ルカ 12: 22--34 

木曜日 ローマ8:28 

金曜日 ローマ8: 31--34 

土曜日 ローマ8: 35--39 



7月16日 「モーセの誕生」 聖書研究

テキスト 出エジプト記 1章22節-2章10節

〈救いの歴史における第二の展開〉

創世記3章15節で、神は罪を犯して堕落した人

類に原福音と呼ばれる救いの計画を約束された。

アダムの子孫の中から、神はアプラハムとその子

孫を選んで神の民とし、彼らの神となる契約を結

ばれ、救いの計画を明らかに示された(創12章、

15章)。アプラハムとの契約の実現のしるしとし

て、神が矛、す地を与えること、彼らが大いなる国

民となること、地上のすべての氏族の祝福の源と

なるという三つの祝福を約束された。その約束の

成就という点では、創世記は始まりに過ぎなかっ

た。民の数もまだ70名を超える小単位であり、約

束の土地も僅かマクベラの墓地を手に入れたに過

ぎず、飢僅に襲われ約束の地を離れエジプトに移

り住むこととなった。出エジプト記は神がその約

束を果たされる第二の展開が示されている。

〈エジプトの奴隷となる神の民〉

神の民は「おびただしく数を増し、ますます強

〈なって田中に溢れJ(I: 7)、神の祝福の約束が

実現に向かうかに見えた。しかし、「ヨセフのこ

とを知らない王が出てJと王朝交代が発生し、新

しいファラオは、神の約束の実現の敵対者として

振舞うこととなった。神の民の増大を阻止するた

め、男子の抹殺を計画した.このための第一の政

策は強制労働の命令 (1: 11)、第二の政策は過酷

を極める重労働の命令(I: 13-14)、第三の政策

は神の民の助産婦に男の子を殺すようにどの命令

であった(I: 16)。これらの政策が水泡に帰した

時、ファラオは第四の政策を命じた。「生まれた

男の子は、一人残らずナイル川に放り込めj とい

う全国民への命令であった。

〈絶滅から神の民を救う神の御手〉

出エジプト記2章は、ファラオの絶滅計画から

神の民イスラエルを生かすための神の摂理的働き

が特記されている。神の御手は神の民の指導者と

なるモーセの誕生と生育のよに働いた。イスラエ

ルの男子殺害をもくろむ厳しい命令の中で、一組

のレピ人の男女の聞に男の子が誕生した。父はア

ムラム、母はヨケベドであり、すでにアロン(兄)

とミリアム(姉)の子持ちの夫婦の第 3子として

モーセは誕生した(出6:20)。神は大人の英雄を

神の民の救出のために準備されず、幼子を誕生さ

せ、育て、英雄に導かれたのである。

〈幼子の生命を守る神の摂理的御手〉

まず、神は両親の愛を用いた。 2章2節に三ヶ

月間匿った母親の愛が指摘されているが、両親の

愛を用いて神は幼子を守られた(使徒7:20、へ

プライ 11: 23参照)。また、隠しきれなくなった

ときに両親の配慮を神は用いた。ナイル川沿いに

茂っているパピルス(葦)の茎をもって龍を作り、

アスフアルトとピッチによって防水処置を施して

幼子を入れ、葦の茂みの中に穏を置いた (2:3)。

これは、葦の茂みの中は流れも緩やかで川岸近く

にあり、その側にはファラオの娘たちが水浴びに

来る場所があることを両親は知っていた結果であ

ろう。助け出される可能性を考慮した彼らの知恵

であった。神聖なナイル川での水浴びは、肉体的

な清めをするだけではなし神の祝福を受けて寿

命を長〈すると信じられていた。この水浴びをす

る王女の目に留まったのが、へプライ人の男の子

モーセであった。次に、王女の心に幼子にたいす

る「ふびんJな心を神は起こさせた。さらに、幼

子の姉の愛と機敏な行動が、幼子の命を守る手段

とされた。彼女は母に代わって範の行方を見張り

続け、慌が王女に発見され、へプライ人の男の子

であるに遣いないとの対話を聞くや否や、恐れず

進み出て乳母の紹介を申し出て、王女の受け入れ

態勢を整えるのに貢献をした。

こうした摂理の下で、命を絶とうとしたファラ

オの懐にモーセは王女の息子として入り、 40年間

エジプトの最高の教養を積むと共に、乳母となっ

た母を通して信仰教育も受け、神の民のふさわし

い指導者の素養をもつものとなったo (杉山 明)
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7月16日 「モーセの誕生」 説教展開例

テキスト 出エジプト記 1章22節-2章10節

参照カテキズム 子どもカテキズム問 13

(単元のねらい)

神様は、ご自分の造られた世界を御手の中で支え、導いておられる御方です。神様の摂理の働きにつ

いて、『子どもカテキズム』問13には「嬉しいことも悲しいこともすべてのことが私たちに役立つよう

働くのですJとあります。子供たちが、毎日の生活の中に愛を持って深〈関わって下さる神様がいるこ

とをさらに理解できるよう導きたい。

『神臓の種き』

ヨセフさんの後の時代、神さまを信じているイ

スラエルの民はエジプトに住んでいました。イス

ラエルの民はエジプトでたくさん増えていき、と

ても大勢で住むようになりました。これも神さま

が与えて下さった祝福です。しかし、イスラエル

の民が増えていくことを良〈思わない人がいまし

た。それはエジプトの王様です。なぜ、エジプト

王はイスラエルの民が増えていくのを嫌ったので

しょう。それは、「イスラエルの民が多くなって

いくと、いつか自分たちに刃向かい、エジプトの

国を乗っ取るのではないかJと思ったからです。

そこでエジプト王はある方法を思いつきました。

それは、イスラエルの民にきつい仕事をさせると

いうことでした。きつい仕事をたくさんさせて、

エジプトの権力を振りかざし、イスラエルの民は

命令に従っていれば良いんだと教えようとしまし

た。それに、きつくて辛い仕事をたくさんさせれ

ば、イスラエルの民は増えないだろうとも考えま

した。しかし、それでもイスラエルの民は減りま

せんでした.減るどころかもっと増えていきまし

た。これを見たエジプト王は、さらにひどい命令

を宮います。それは、「イスラエル人が生んだ男

の子を一人残らず川に投げ入れて殺してしまえj

という命令です.

みんなはどう思いますか。とってもかわいそう

ですね。やっと生まれた赤ちゃん、家族みんなが

楽しみにしていた赤ちゃんが殺されてしまう。イ

スラエルの人々はとっても悲しかったと思います。

エジプト王の心はだんだんと患い方に傾き、イス

ラエルの民を苦しめるようになりました。

そんな時、あるイスラエル人の家に男の赤ちゃ

んが生まれました。とってもかわいい赤ちゃんで

す。両親は赤ちゃんを川に捨てることが出来ずに

隠れて育てました。でも、赤ちゃんは毎日ミルク

を飲んで大き〈なっていきます。お腹が減ったり

眠くなったりすると必ず泣きます。その泣き戸も

だんだんと大きくなり、 3ヶ月ぐらいした時には

隠せなくなってきました。もしエジプト人に見つ

かってしまえば、赤ちゃんを奪われ殺されてしま

います。そこでこの家の人は、生まれて間もない

赤ちゃんを慌の中に入れて川岸に置いたのです。

「誰かが拾って育てて〈れないか。そうすれば、生

まれたばかりの赤ちゃんが死なずにすむのにj と

必死になって思ったのでしょう。

さて、この男の赤ちゃんはどうなるのでしょう。

そのことがとても心配で、その子のお姉さんが速

くから見守っていました。するとどうでしょう。

何とそこにエジプト王の娘である王女が水浴びを

するためにやって来たのです。その時、韓に入れ

られた男の赤ちゃんが見っかりました。エジプト

の王女に見つかる。みんなは、それが大変なこと

だと思いませんか。イスラエル人の男の赤ちゃん

は川に投げ入れ殺すようにと命令したのはエジプ

ト王です.エジプト王は、この王女にとって自分

のお父さんです。そのお父さんが命じたことです



から、目の前にいる赤ちゃんを川に投げ捨てても

おかしくはありません。でも王女は、慌の中で泣

いているイスラエル人の赤ちゃんをかわいそうに

思い、何とかしてやリたいと考えていたのです。

その様子を隠れて見ていた赤ちゃんのお姉さん

は、王女の前に進み出て行き、「赤ちゃんにミル

クをあげることが出来るお母さんを連れてきま

しょうかJと言いました。するとこの王女は、「そ

うして欲しいJと答え、お姉さんは自分のお母さ

んを連れてきたのです。つまり、ここで拾われた

男の赤ちゃん、川に捨てられて死ぬかもしれな

かった赤ちゃんの本当のお母さんです。王女は、

このお母さんに向かつて、「この子を連れて行っ

て、わたしに代わって乳を飲ませておやり。手当

てはわたしが出しますからj と言いました。それ

で赤ちゃんは、誰かに捕まって殺されることな〈、

本当のお母さんの所で安心して育てられることに

なったのです。

これはとても不思議ですね。一人の名もない女

の人が王女の前に出て行って話しをするというの

は、とても勇気がいることでした.もしかしたら、

fあなたは無礼者だ」と言われて罰を受けたかも

知れません。また、エジプト王の娘がイスラエル

人の赤ちゃんをかわいそうに思い、エジプト王家

の子供として育てられることになったことも驚き

です。そして更に、この赤ちゃんが本当のお母さ

んのところで育てられることにもなったのです。

こうして育てられることになった赤ちゃんが、こ

れから先、神さまの大切なお働きをする人になっ

てい〈モーセさんでありました。

ここにはとても不思議で驚くことがたくさん出

て来ます。でもこれは、神さまが働いて下さって

いることの結果なのです。モーセさんだけにでは

あリません。神さまは私たちの目には見えません

が、いつも私たちのことを考えて働いて下さる方

です。どんなに悲し〈見えることがあっても、ど

んなに辛〈思えることがあっても、私たちのこと

を決して見放さない神さまがおられ、働いて下さ

り、全てのことを愛を持って導いて下さるのです。

毒自の生活の中に、いつも神さまは働いて下さい

ます。みんなの周りで起こること、みんなが心の

中で考えていること、その気持ちも全て神さまは

ご存知のよで、みんなにとって一番良いことをな

さろうと導いて下さいます.私たちが気づかなく

ても、いつでもどこでも、愛をもって毎日の生活

に深〈関わって下さる神さまがいることを、聖書

のみ言葉は私たちに教えて〈れています。今、そ

の神さまを信じられる幸せを心から感謝しましょ

う。(千ヶ崎基)

〔今週の暗唱聖句〕 ローマの信徒への手紙8章28節

神を愛する者たち、つまり、御計画に従って召された者たちには、

万事が益となるように共に働〈ということを、わたしたちは知っています。
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7月16日 「モーセの誕生」

〈一週間の準備:これで分級の90犯は決まる〉

1) 7/9にお休みの子はいませんか? どうし

てお休みだったんでしょう。次回出席できるよう

お祈りくださ L、。できたら、お手紙を出しましょ

う。 2)7/16の分級で何を話しますか。話す内容

を一週間じっくり考えましょう。当然、出席する

子供たちの顔を浮かべながら……、教案の準備は

祈りではじめましょう。 3)子供たちの成長のた

めに、教会に送り出してくれている家族のみなさ

んのために祈りましょう。

〈分級では夏期学校でちょっと脱線〉

みなさんの教会学校では、夏期学校があります

か? 平め、早めで、詳細な日程など分級でお

話し、参加してほしい旨話をしましょう。宿泊が

伴う夏期学校では保護者同伴でないと幼稚科さん

は参加できないところもあります。安全面を考え

ると確かに難しい問題ですね。でも、できたら参

加できる前提で計画を考えていただければと思い

ます。速くに行かなくていいんです。教会で布団

を借りてお治リでもいいではないですか。 30分く

らいの短い分級では味わえない多〈の経験は、幼

稚科の子供たちにとっても重要な経験です。

〈分級のねらい〉

さあ、いよいよモーセさんの登場です。ヨセフ

さん、モーセさん、そしてカナンへの旅。何と神

様の計画は壮大なのでしょうかo 9月までの分級

では、前後の話を特に関連付けながら、神様の大

きな時を越えた働きをイメージできるよう、子供

〈共通工作〉

f3J1tJ:みんなで紙芝居を作ろう!

幼稚科

たちに語っていただけたらと願っています。

モーセさん誕生の場面は、大変不思議なことの

連続です。時々、不思議だね……と言ってお話を

終わる先生がいらっしゃいます。でも、そうでは

な〈て、それが神様のお働きの結果なのだという

ことを強調することを忘れないでください。偶然

ではないのです。神様の御計画なの中で行われた

ことなのです。そして、そのご計画は今も、脈々

と続き、私たちにも関わっていることだとイメー

ジできればもう、最高なのですが……、でも難し

いかな・H ・o

〈祈り〉

神様、モーセさんを守って〈ださってありがと

うございました。しかし、モーセさんだけでな〈、

私たちをも、神様は大事に思ってくださっていて、

その歩みを守ってくださっています。ありがとう

ございます。

族長時代から出エジプトまでの一連のストーリーを創世記から申命記までのお話の流れと神様の約束

の実現をこどもたちと一緒に理解してい〈こと

指錯すg:Sの:紙、色鈴筆、〈れよん(絵が描ける道具ならなんでもよい)

伊.. 手原:その日のお話の終7後に一番印象に残ったところをそれぞれ絵に描いてもらう。描いた絵は

とっておきます.最後の“モーセの死"の単元が終わった時点で、描かれた絵とぬりえ例の絵をすべ

て集めて、並べると紙芝居ができあが IJます。最後にみんなで作った紙芝居を使って、お話をしても

よいでしょう.



7月16日 「モーセの誕生J

〈子どもたちに伝えたいこと〉

モーセの誕生において、神様はご自身の計画に

従って、いろいろな手段を用いてモーセを守られ

たこと。

今、教会に集められている私たちも神様のご計

画の中にあリ、守られているということ。

〈展開例〉

礼拝で聞いたお話を思い出しましょう。

Oあやう〈殺されえしまうところだった赤ちゃん、

モーセは、大きくなってからどんなことをした

人か知っていますか?

※すでに長〈日曜学校生活をしている子どもたち

は、モーセのことをよく知っているかもしれま

せんが、これから9月まで「出エジプトJの話

に入ってい〈前に、モーセのしたことをあらか

じめ要約しておきましょう。

・エジプトで奴隷生活をさせられていた神様に

選ばれた民:イスラエル人を解放し、民族の

故郷であるカナンの地まで導いたリーダーで

あること。

・私たちが神様に従うためのガイドラインであ

る「十戒Jを神様からいただいたこと。

Oそのような大きな仕事をするモーセは、生まれ

た時にいろいろなことによって、守られました。

どんなことがあったでしょうか?

※赤ちゃんモーセの身に起こったことをまとめま

しょう.

小学科下級

-王様から「男の子はナイル川にほうりこんで

しまえJという命令が出ていたのに、両親に

愛されてかくされていた。

・かごに入れられてナイル川に置かれたモーセ

が、エジプトの王様ファラオの娘にひろわれ

たこと。

・姉の機転に宮む勇気ある行動(ファラオの娘

の前に出て乳母を連れて〈ると宮ったこと)

によって、もう何の心配も無〈母親の手に

よって育てられたこと。

神様はモーセを選び、神様の考えた大きな仕事

をさせるために、いろいろなことをしてモーセを

助けられました。

同じように、こうして日曜学校に来ている皆さ

んも、神様がいろんなことによって守っていて〈

ださいます。私たちはモーセのように大きな仕事

はできないかもしれないけれど、こうして皆さん

が日曜学校に来ているのは、神様が選ぴ、なにか

神様の仕事をさせようとお考えになっているから

です.ですから、私たちもモーセのように、いろ

いろなことによって守られています(ローマ8: 

28)。

〈ちいさなお祈り〉

O私たちはモーセのようにすばらしい大きなこと

はできないかもしれませんが、そんな私たちで

も神様はモーセと同じように守っていて〈ださ

ることに「あリがとうJとお祈りしましょう。



7月16日 「モーセの誕生」

〈ねらい〉

歴史を支配しておられる方が神様であることを

信じて、神様の導きに従っていくことができるよ

うiこ。

〈展開例〉

1.今まで学校で習った歴史の中で、一番良〈覚え

ている歴史というのはどんなことであるのか話

し合いましょう。

2.歴史の中には、悲しい出来事や、面白いこと、

婚しいこともありますが、その歴史を支配して

おられる方がいることを知っていますか。

3.ヨーロッパの歴史の中で、宗教改革という歴史

の出来事があります。当時は、キリスト教が大

きなカをもっていた時代でした。国の王様も教

会の一番偉い人(教皇)に従わなければならな

かった時代です。

しかし、そのような大きな力を教会がもって

いたので、教会はサタンの誘惑に負けてしまい、

そのカをもって舟き放題にしていました。それ

は神様が喜んでおられないことでした。

神様は、それを変えるために、一人の教会の

指導者を用いてくださいました。その人は命か

けて教会の過ちを話しました。そのために彼を

非常に多〈の苦しみを受けましたが、しかし、

それを通して多〈の人々が自分遣の過ちを気付

くようになりました。そして、教会は新しい歩

みを始めるようになったのであります。

それはプロテスタント教会です。もし、あの

勇気ある信仰的な人がいなかったならば、教会

はどうなったでしょうか。神様はそのようにし

て、人を通して歴史を支配しておられます。

4.モーセのことを考えましょう。モーセは神様が

用いられるために選ばれた人です。もし、モー

セの両親が子供を愛する心がなかったならばど

小学科上級

うなったでしょうか.もし、赤ちゃんを入れた

寵が水に流されたり、ワニに食べられたりした

らどうなったのでしょうか.もし、エジプトの

王女が子供を育てる気がなかったならばどう

なったのでしょうか。もし、お姉さんミリアム

が、そこで王女に戸をかけられなかったならば

どうなったのでしょうか。

5.いろんな可能性がた〈さんありましたが、しか

し、神様はしっかりと歴史を支配しておられる

方ですから、用いられようとするモーセを守っ

てくださったのであります。私たちも信仰の中

で神様に用いられる人です。神様がどのように

私たちを用いてくださるかは分かリませんが、

神様を信頼して、神様の抑言葉に従って歩みま

しょう。

〈お祈り〉

神様、私たちは自分の心のままに生活している

と思っていますが、 しかし本当はすべてが神様の

導きであることを教えられました。今、教会に来

ているのも、神様の導きであることを信じます.

どうか、わたしたちがいつも神様を信頼して、神

様に従って歩むことができるように、助けてくだ

さL、。

マーシャー



7月16日 「モーセの誕生J 中学科

〈今日のカテキズム〉 御手が最も大きく働かれたのではないでしょう

食参照カテキズムとして、子どもカテキズム問13 か。母が乳を飲ませながらなした信仰教育を、

が挙げられています。 父なる神は有効として下さったようです。

問13 神さまの摂理のお働きとは何ですか。

答 今、私たちに働〈、神さまの善いお力のこ 八イデルペルク信仰問答

とです。 問27 神の摂理について、あなたは何を理解して

神さまのお許しがなければ髪の毛一本も落 いますか。

ちることができないほどに、神さまは私た 答 全能かつ現実の、神のカです。

ちの父として私たちを守っていてください

ます。

ですから、健康も病気も、婚しいことも悲

しいことも、すべてのことが私たちの役に

立つよう働くのです。

食ヨセフの死後、奴隷生活の苦しみの中にあるイ

スラエルの民を救い出すために、「モーセの誕

生Jの物語は、いろいろなところに神の摂理的

な御手が働いていることを知ることができます。

エジプトの王女に拾われて命拾いしたこと、乳

母として実の母が選ばれたことはもちろんです

が、乳離れ(当時は3歳くらい)までの時期を

突の母のもとで育てられたということは、ただ

自然な親子関係の中で育てられたというだけで

はなく、イスラエルの伝統の中で育てられたと

いう点で重要であることを見落としてはなりま

せん。乳離れ後はエジプトの王子として異教的

な教育を受けることになったのにも関わらず、

イスラエルの指導者として立つことができたの

は、実の母のもとでの、乳離れするまでの聞の

信仰教育にかかっていました。母親はただ授乳

していただけではないのです。このことになか

なか目が向きませんが、ここにこそ、神さまの

それによって神は天と地とすべての被造物

を、いわばそのみて御手をもって今なお

保ちまた支配しておられるので、木の葉も

草も、雨もひで 1)も、豊作の年も不作の年

も、食べ物も飲み物も、健康も病も、宮も

貧困も、すべてが備然によることな〈、父

親らしいみて脚手によってわたしたちに

もたらされるのです。

ウエストミンスター小教理問答

問11 神の摂理のみわざ御業とは、何ですか。

答 神の摂理のみわざ御業とは、神が、最もき

よく、賢〈、力強〈、すべての被造物とそ

のあらゆる動きを保ち、治めておられるこ

とです。

〈今週の聖書目標〉

日曜日 エレミヤ5:24・25

月曜日 使徒14:15......17 

火曜日 ヨハネ9:1......3 

水曜日 嬢宮16:33 

木曜日 ルカ21:10......19

金曜日 テサロニケニ3:3

土曜日 べトロー1: 5......7 
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7月23日 「モーセの召命」

テキスト 出エジプト記 3章1-14節

〈召命の時期〉

エジプトの王子として成長したモーセは自分の

カによってイスラエルの苦境を救おうとして失敗

し、ミディアンの地に逃れ、祭司エトロの婿とな

り、彼の羊を飼う生活を送っていた。「それから

長い年月がたち、エジプトの王は死んだJ(2:23)。

神はこのときを利用してモーセを救出のため召さ

れた。労働の苦しみにあえぎ、助けを求めたイス

ラエルの祈りに応じて神は彼らの祖先との契約を

覚えて契約の履行を計られたのである.

モーセの120年間の生涯(申命34: 27)は、 40

年ずつ三区分される.最初は王室における 40年

(使徒7:23)、 ミディアンの地での40年(使徒7: 

30)、そして荒れ野で救出の指導者としての40年

(民数14: 34)である。モーセの召命は80践の頃

である。神の顕現は、エジプトに下り、そこで大

いなる国民となり、必ず連れ帰るとヤコプに約束

された時(創46: 2-4)以来である。神はその約

束を果たすためにモーセを召した。

出エジプトがいつ起こったかについてはニ説が

ある。早期説では第18王朝のトゥトメスE世の後

を継いだアメンホテプE世の時代で BC.1450年

頃、後期説では第19玉朝セトス I世の後を継いだ

ラメセスE世の時代で、 BC.1250年頃となる。

〈召命の場所〉

モーセが召された場所は、シナイの荒れ野の奥

にある神の山ホレプである.シナイ山ども呼ばれ

(19 : 11)、シナイ半島南中央部にあるシナイ連山

の一つでジェベル・ムーサー (2285メートル)で

あろうと推測されている。羊を飼いながらこの地

に足を踏み入れたモーセは、そこで神の顕現を体

験し、召命を受けた。主のみ使いは、燃える柴の

中に、柴を燃え尽〈すことのない炎として現れて

モーセの関心を呼び起こし、更に聖なる土地だか

ら履物を脱ぐように命じた。不思議な光景は奇異

な自然現象ではなく、神の顕現であることを悟ら

せる超自然的現象であった。主のみ使い(神ご自

聖書研究

身)は、「わたしはあなたの父の神Jであり、ア

プラハム、イサク、ヤコプの神であることを告げ、

モーセとイスラエル人が神との特別な鮮で結ばれ

ていることを悟らせようとされた。「神を見るこ

とを恐れて顔を護ったJことによって、モーセは

主の使いを祖先の神として認識したことが分かる。

〈逆らうモーセと神の導き〉

神がモーセを呼び出した目的は、「わたしはあ

なたをファラオのもとに遣わす。わが民イスラエ

ルの人々をエジプトから連れ出すJ(3: 10)こと

であった。重労働に苦しむ神の民をファラオの手

から救い出す神の器として召し出されたモーセで

あったが、過去の失敗のゆえにこの栄誉の受け入

れを鴻跨した.①自分は召命に相応しくない (3:

11)、②モーセを遣わした神の名を知らない (3: 

13)、③イスラエルの不信任を解〈自信がない (4:

1)、④弁が立つ者ではない (4:-10)という 4つの

言い訳をして、召命を回避しようとした.神は、

モーセの言い逃れに対して、一つ一つ解決策を約

束し、召命遂行を促された.救出計画とともに、

遂行のカが神にあることを「わたしは必ずあなた

と共にいるJと示し、さらに彼を遣わした神を神

の民に証しするために、『わたしはある。わたし

はあるというものだjと神の名を告げられたo rわ
たしはあるJ(ハーヤー)というへプライ語は、

「存在するJという語の未完7態である。時間に

制限されずに継続して存続することを意味してい

る.ここから永遠なる神、契約を忘れず呆たした

もう神を表すヤハウェ(主)という神の名が由来

した。民がモーセに信任を求める時にはしるしを

行なうカを神は約束し、彼の納弁(とっぺん)に

は雄弁な兄アロンを備えると約束してモーセのた

めらいを取リ除かれた。このように、契約の主な

る神は主権的なカをもってモーセを召し、ご自分

の民イスラエルに真実を示す、救出の御業に備え

られた。(杉山明)
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7月23日 fモーセの召命」 説教展開例

テキスト 出エジプト記 3章1--14節

参照カテキズム 子どもカテキズム問 7、 8

(単元のねらい〕

神様は、御自分から結ぼれた約束を忠実に守られる御方です。『子どもカテキズム』問7では、「神さ

まは永遠で、変わらないお方ですJどあり、問8では「神さまは生きておられる真の神さまですj とあ

ります。子供たちが、最も信頼できる神様という存在を仰ぎ、神様の約束の言葉に希望を見出しながら

歩めるよう導きた~'0 

『神職の招き』

みんなは、お家の人やお友だちと約束をしたこ

とがありますか。多分ありますよね。これまで

色々な約束をしたことがあると思います。「明日

のお昼l時に遊ぼうねJと言ってその時間に集まっ

て遊ぶとき、約束を守ったことになります。約束

はきちんと守るのが普通ですが、でも約束を守れ

ない場合があります。先生は約束が守れなくて周

りの人に迷惑をかけてしまうことがたくさんあり

ます。だからいつも神さまに「周リの人との約束

を守れなくてごめんなさ Lリと謝ってばかりです。

みんなはどうですか。約束はきちんと守れますか。

それとも、あまり守れないほうですか.みんなの

中には「約束は全部きちんと守れるよJという人

もいるかもしれませんね。でも、お父さんやお母

さんとした約束、お友だちとの約束を守れなかっ

たことが一回はあるでしょう。私たちは完全では

ないので、ときどき約束を破ってしまい、人を備

付けたリ、悲しませたり、嫌な思いをさせてしま

うことがあります。

では、神さまはどうでしょう。神さまは約束を

破って、私たちを傷付けたり、悲しませたリする

ことがあるのでしょうか。いいえ。神さまはその

ようなお方では決してあリません。

神さまの不思議な導きによって生かされたモー

セさんは成長して大人になり、この時はエジプト

から逮〈離れたミディアンという地方に住んでい

ました.そして羊を育てる仕事をしていました。

ある目、モーセさんが羊を連れていた時、とても

驚〈ことが起こりました。燃える柴で神さまが現

れ、モーセさんに語られたのです。神さまはモー

セさんに次のように語られました。「わたしはあ

なたの父の神である。アプラハムの神、イサクの

神、ヤコプの神である」。更に次のようにも語ら

れました。 fわたしは、エジプトにいるイスラエ

ルの人々が苦しんで生活しているのを知っていま

す。わたしはエジプト人の手から彼らを救い出し、

すばらしい土地へ彼らを導〈。今、行きなさい。

わたしはあなたをエジプト王のもとに遣わします。

わたしの民イスラエルの人々をエジプトから連れ

出すのですよJど、このように語られたのです。

むかし神さまは、モーセさんの先祖であるアプ

ラハムさんに一つの約束をして下さいました。「わ

たしはあなたの子孫を増やし、あなたとあなたの

子孫に素晴らしい土地を与えますj という約束で

す。アプラハムさんの子孫にあたるのがモーセさ

んを含めたイスラエルの人々です。でも、この時

イスラエルの人々はどういう生活を送っていたの

でしょう.先週のお話を覚えていますか。エジプ

ト王の命令で、とってもきつい仕事をさせられ、

心も体も疲れ果てていました。エジプトで大変な

仕事を無理にさせられていたイスラエルの人々は、

『神さま、私たちはとても疲れていますJ、「神さ

ま、助けて下さ Lリと心から叫んでいました。そ

の声を、神さまはちゃんと聞いて下さっていたの

です。なぜでしょうか。神さまは、ご自分がイス

ラエルの人々を祝福して数を増やし、素晴らしい
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土地を与えると約束されたことを覚えておられ、

その約束を必ず守ろうとされるからです。神さま

は、「わたしは降って行き、エジプト人の手から

イスラエルの人々を救い出しますJと言われ、ご

自分から結ばれた約束を実現させるために、モー

セさんを召し出したのです。神さまは、ご自分の

約束に忠実であり、その約束を必ず実現されるお

方、嘘をつかないお方、裏切らないお方、最も信

頼できるお方なのです。

さあ、神さまからこのように召し出されたモー

セさんは、それをどう思ったでしょう。 f自分は

神さまに選ばれて、イスラエルの人々を救い出す

リーダーになれるぞJと思って威張リ始めたので

しょうか。いいえ遣います。モーセさんはとって

も不安になってしまったのです。なぜモーセさん

は、不安になったのでしょうか。一つの理由は、

エジプトで一番偉い王様、イスラエル人を良〈

思っていないエジプトの王様の前に出るのが怖

かったのです。もしかしたら、エジプトの王様に

嫌われて、重い罰を受けることになるかもしれな

いと思ったからです。もう一つの理由は、イスラ

エルの人々が自分みたいな人間をエジプトから救

い出すリーダーとして心から迎えてくれないので

はないかと思ったからです。だからモーセさんは、

「なぜ私が行かなければならないのですか」、「私

〔今週の暗唱聖句〕 マラキ書 3章6節前半

のことなど、誰も喜んで迎えて〈れませんJと神

さまに答えたのです。

このようにモーセさんが落ち込んでいる様子を

見て、神さまは何と言われたのでしょうか.神さ

まは、『わたしはあるという者だ」と言われまし

た。「わたしはある」という言葉は少し分かりづ

らい言葉ですが、意味は「神であるわたしは本当

に存在するのだJという意味です.ほかの神さま

は偽もので本当はいないのです。本当に信頼でき

る神さま、偽りのない本物の神さまは、聖書の御

言葉で教えられている神さまだけなのです.

だから私たちは、神さまの約束を心から信頼し

て良いのです。神さまが、聖書の御言葉を通して

約束して下さる祝福は、必ず実現すると信じて良

いのです。イエス様を信じることによって神さま

の愛に包まれ、希望と喜びを頂けるという救いの

約束を私たちは信じて良いのです。何故でしょう

か。それは、聖書の神さまが、嘘をついたり、私

たちのことを裏切ったりしない、生ける真の神様、

永遠に変わることのないお方だからです。神さま

が、みんなに豊かな恵みを与えようとして今日も

招いておられます。神さまを信頼して、神さまの

約束の言葉をしっかりと握りしめることができる

ようにお祈りしましょう。(千ヶ崎基)

まことに、主であるわたしは変わることがない。

-43ー



7月23日 「モーセの召命J

〈一週間の準備:これで分級の9舗は決まる〉

1) 7/16にお休みの子はいませんか? どう

してお休みだったんでしょう。次回出席できるよ

うお祈り〈ださい.できたら、お手紙を出しま

しょう。 2)7/23の分級で何を話しますか。話す

内容を一週間じっくり考えましょう。当然、出席

する子供たちの顔を浮かべながら……、教案の準

備は祈りではじめましょう。 3)子供たちの成長

のために、教会に送 1)出してくれている家族のみ

なさんのために祈りましょう。

〈分級では〉

いよいよ夏休みですね。家族で旅行やキャンプな

どのために何週も会うことができない生徒さんもい

ると思います。そのようなお子さんには、教会学校

の様子を伝える手紙を書くなど、いつもより注意を

払L¥ また祈りましょう。なかには、夏休み期間中

は教会学校もお休みになるところもあると聞いてい

ます。このような場合も特に注意が必要ヒ思います.

〈分級のねらい〉

神様のご計画、その計画を実現するリーダーとし

て、モーセさんが選ばれたこと。しかし、そんなす

んなりとした話ではなく・H ・o イスラエルのリー

ダーとなる決断をするまでのモーセの苦しみ、苦悩

を中心に語ってはいかがでしょうか。モーセが決し

て権力心からイスラエルのリーダーになっていない

こと(子供たちが時々誤解している)、自分がその

ような大きな働きができないと神様に語っているこ

と、そのモーセを変えたのは、やはり神様であった

〈共通工作〉

1fIJ1tJ:みんなで紙芝居を作ろう!

幼稚科

ことを子供たちがイメージできればと思います。

私たちはどうでしょうか。モーセがそうであっ

たように、日々苦悩し、もだえ苦しんでおり、神

様に、苦悩の言葉を投げかけ、そして神様に祈ら

ずにはいられない存在ではないでしょうか。

モーセさんがそうであったように、先生自身も

もがき、苦しんでいることを正直に告白すること

で、一気にお話がリアルに子供たちに迫るのでは

ないかと思います.

〈展開倒最初の部分だけ書きます〉

モーセさんは、立派な青年になったんだ.そし

て、そのモーセさんに神様は、神様の計画を説明

されました。イスラエルの人たちを約束の地、カ

ナンに連れて行〈、そのリーダーをしなさいって

いうんだ。どひや……。そんなことできるわけで

ないじゃないですか。イスラエルの人たちは何人

いるとおもっているんですか。その人たちは、だ

れもカナンを見たこともないし、みんなが行きた

いっていうかわかりませんよ。大体、私にそんな

力あるわけないじゃないですか。神様、やめてく

ださい。そんなこと私にはできませんよ……・。

モーセさんはありったけのカを使って、神様にで

きませんとお断りしました……

〈祈り〉

神様は、私たちをいつも見守って〈ださってい

ます。困ったことも、苦しいことも神様にお話

(お祈り)し、神様のお言葉を信頼して歩めるよ

うにしてくださ~'0 

族長時代から出エジプトまでの一連のストーリーを創世記から申命記までのお話の流れと神様の約束

の実現をこどもたちと一緒に理解してい〈こと

事錯す'l5eO:紙、色鈴筆、〈れよん(絵が描ける道具ならなんでもよい)

修業手I/l:その日のお話の終7後に一番印象に残ったところをそれぞれ絵に描いてもらう。描いた絵は

とっておきます。最後の“モーセの死"の単元が終わった時点で、描かれた絵とぬリえ例の絵をすべ

て集めて、並べると紙芝居ができあがります。最後にみんなで作った紙芝居を使って、お話をしても

よいでしょう.
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7月23日 「モーセの召命」

〈子どもたちに伝えたいこと〉

神様は、召命に従う自信が持てないモーセに、

いろいろな約束をして、従う道を備えて〈ださっ

たこと。

私たちにも、神様は確かな約束をして〈ださっ

て、私たちが神様に従うことができるようにして

くださること。

〈展開例〉

礼拝で聞いたお話を思い出しましょう。

O神様はモーセに、「エジプトで苦しんでいるイ

スラエルの人たちを救い出すリーダーになりな

さLリと言われました。その時、モーセはどう

したでしょうか。

※モーセは大きな務めに自信が無〈、いろいろな

理由をつけて (3:11、3:13、4:1、4:10)逃

げ出そうとします。しかし、神様はその一つ一

つにお答えになって、神様がいつも一緒にいて

くださる (3: 12) と約束して、大丈夫だとは

げまして〈ださいました。

私たちも、神様からいろんな務めを与えられま

す。それに最初から自信を持って奉仕すること

ができる方は少ないのではないでしょうか。み

なさんが、日曜学校の教師に召された時のこと

を思い出してくださ~'0最初から自信はありま

したか? それでも、神様は約束どおり、母

週毎週、みなさんに必要な助けを与えられて、

小学科下級

子どもたちの前に押し出してくださっているは

ずです。教師のそんな思いを語ってはいかがで

しょうか。

0神様がしてくださった約束を、モーセは信じて

イスラエルの人々のために立ち上がりました。

モーセが神様の約束を信じたのはどうしてだと

思いますか?

※今日読んだカテキズムの問7をもう一度読んで

みましょう。特に、答の後ろ半分『永遠で変わ

らないお方ですJというところです。モーセは、

このことを知っていたのです。

私たちは、友達と約束をしても、気が変わって

約束を破ることがあります.また、都合が変

わって約束を守れないことがあります。けれど

も、「ホ速に変わらな Lリ神様は、気が変わっ

たり、都合が患くなったりしないので、絶対に

約束を守って〈ださるのです。

私たちを助けて下さるという約束も、絶対に

守ってくださるのです。

〈ちいさなお祈り〉

O神様から宮われた務めをする自信の無いモーセ

に約束して〈ださったように、神様はいつも私

といっしょにいて、神様に従うことができるよ

うにカを下さることに「ありがとうJとお祈リ

しましょう。
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7月23日 「モーセの召命」

〈ねらい〉

神様は、抑言葉をとおしてわたしたちと約束し

てくださったことを、必ず守ってくださることを

信じて、神様の御言葉を信頼することができるよ

うに指導する。

〈展開例〉

1.モーセさんとアプラハムさんがどんな関係であ

るのか聖書から調べてみましょう。(出2:1、1: 

1、マタイ 1: 2) 

アプラハム一一一イサク一一一ヤコプ一一一12人の息

子(レピ)一一……モーセ

2.聖書を見るとアプラハムは、モーセの祖先であ

ることが確です。では、神様がモーセの祖先で

あるアプラハムと約束された言葉を探してみま

しょう。(創世記17: 4--8) 

r4これがあなたと結ぶわたしの契約である。あ

なたは多〈の国民の父となる。 5あなたは、も

はやアプラムではなく、アプラハムと名乗りな

さL、。あなたを多〈の国民の父とするからであ

るo 6 わたしは、あなたをますます繁栄させ、

諸国民の父とする。玉となる者たちがあなたか

ら出るであろう。 7わたしは、あなたとの聞に、

また後に続〈子孫どの聞に契約を立て、それを

ホ遣の契約とする。そして、あなたとあなたの

子孫の神となる。 8わたしは、あなたが滞在し

ているこのカナンのすべての土地を、あなたと

その子孫に、永久の所有地として与える。わた

しは彼らの神となる。J

3.神様がアプラハムの孫であるヤコプとなさった

約束の言葉も確認しましょう。(創世記46:3、4)

r3 わたしは神、あなたの父の神である.エジ

プトヘ下ることを恐れてはならな Po わたしは

あなたをそこで大いなる国民にする。 4わたし

があなたと共にエジプトヘ下り、わたしがあな

たを必ず連れ戻す。ヨセフがあなたのまぶたを

閉じてくれるであろう。J

小学科上級

4.神様はこのようなずっと普祖先の人々と約束し

て〈ださったことを、モーセをとおして約束し

てくださいました.神様の約束は変ることがあ

りません。

5.では、神様はわたしたちにどんな約束をして

〈ださったのか探してみしよう。

使徒言行録16: 31 r主イエスを信じなさい。そ

うすれば、あなたも家族も救われます。」

使徒吉行録1: 11 rガリラヤの人たち、なぜ天

を見上げて立っているのか。あなたがたから離

れて天によげられたイエスは、天に行かれるの

をあなたがたが見たのと同じ有様で、またおい

でになるけ

6.このような約束以外にも、また多〈の約束をし

て〈ださいました。どんな約束があるか知るた

めには、聖書をよ〈読む必要があります。そし

て、その約束を神様は必ず守ってくださる方で

あることを信じて、信頼していきましょう。

〈お祈り〉

愛する神様。神様は私たちに聖書をとおして多

〈の約束をして〈ださいました。神様の約束がわ

たしたちの中に実現されることを信じて、その信

仰の中で歩むことができるように導いて〈ださ~'0 

私はある
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7月23日 「モーセの召命」

〈今日のカテキズム〉

古参照カテキズムとして、子どもカテキズムの問

7 . 8が挙げられています。

問7 わたしたちの神さまはどのようなお方です

か。

答 神さまは宜なるお方です。

ですから、わたしたちを包み込んでくださ

り、永遠で変わらないお方マす。

問8 わたしたちの神さまの他に神々はいますか。

答 神さまはただお一人しかおられません。

わたしたちをお造りくださった神さま、生

きておられる真の神様です。

*今日の聖書の箇所は、神さまがご自分で「わた

しはあるJというご自分のお名前を名のられた、

という点で重要です。お名前の訳し方はいろい

ろあって、文語訳では「有リて在る者J、ロ語

訳では「有って有る者J、新改訳 rrわたしはあ

る。』という者J、ほかに r~、ま在すものJ(パ

ルパロ訳)というのもあります。このお名前は

神さまのご性質を表わしているわけですが、神

さまがご自分についておっしゃったことをわた

したちの言葉で言い表そうとすると、上記のカ

テキズムや次のカテキズムのような表現になる

わけです。神さまは全てであられるので、人間

の言葉ではなかなか言い表しきれません。例え

ば次に記すウエストミンスター小教理問4の答

になぜ「愛j が入っていないのだろうか、とい

う疑問はよく出されますが、書かれていないか

らといって否定しているわけではないのです。

神さまを言葉の中に押し込めてしまう誤りに注

意したいですね.岡田稔先生はこの 7つを少し

中学科

修正して「美Jを加えたいとおっしゃっていま

す。 (r岡田稔著作集 2J p. 620 rr改革派教理学

教本』第一編第四章の『神の本質と属性の教理J

の部分は 10べージほどですから、読まれること

をおすすめします。どうして愛が入っていない

のかについても言及されています。)カテキズ

ムとして、この通りに覚えますが、神さまをほ

めたたえる意味でこれに付け加えることについ

ては、わたしたちには自由が与えられていると

思います、岡田先生がなさっているように・・

ですから、カテキズムを覚える前に、自分なり

の答をみんなで作ってみて、発表し合うのもい

いかもしれませんね。

ウエストミシスター小数理問答

問4 神とは、こんなかたですか。

答 神は霊であられ、もの存在、知患、力、聖、

義、善、真実において、無限、永遠、不変

の方です。

問5 ひとりより多〈の神々がいますか。

答 ただひとりしかおられません。生きた、ま

ことの神です。

〈今週の亘書日課〉

日曜日 出エジプト 3:13・14

月曜日 黙示録4:8

火曜日 黙示録15:3・4

水曜日 出エジプト 34: 4-7 

木曜日 ヨプ11: 7-9 

金曜日 詩編90:1・2

土曜日 マラキ3:6
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7月30日 「主の過ぎ越し」

テキスト 出エジプト記12章 1-32節

エジプトにおいて奴隷とされていたイスラエル

に対して、主はモーセを立て、ここまで 9つの災

いをもって、エジプト王ファラオにイスラエルの

解放を迫ってきました。そしてついに主による最

後の災いが、モーセからファラオに対して警告さ

れます (11章)。しかしここで、聖書は、実際に

なされる最後の災い(12:29......)の前に、今回の

記事を挿入いたします.従って、この個所を取り

よげようとする時、一回限りなされた主の過越の

行為と、44-年繰り返し行われる様になる過越祭と

の関係を理解した上で、子供たちに教えてい〈必

要があリます.このことは、現在の私たちに当て

はめれば、一回限りのキリストの十字架における

救いの御業と、私たちが骨週行う礼拝行為との関

係性と重ね合わせることが出来ます。ただ子供た

ちに説明する場合、救済的に捉えるならば、エジ

プトにおいて初子の死と主の過越の御業がなされ

た事実を紹介しつつ、そこにおいてイスラエルに

与えられた救いへの喜びと感謝の思いを持って、

母年の過越祭が守られるべきであることが教えら

れていったことを語るとよいでしょう。

「この月をあなたたちの正月として、年の初め

の月にしなさ Lリ (2) と語られていることは、ニ

つの点で重要です。第一に、主が時間をも支配し

ておられ暦も定める権威を持っておられるという

ことです。第二に、これからなされようとしてい

る主の過越が、重要な意味を持っていることです。

ここで求められる主の命令は、正月の十四日に、

傷のないー魚の雄の小羊(もし〈は山羊)の血を

取って、家の入りロの二本の柱と鴨居に塗ること

です (7)。そして肉を火で焼いて食べることです

(8)0 これらがイスラエルの守るべき命令の中心

です。

「傷のなL、JIJ、羊でなければならなかったのは、

聖書研究

欠陥のないことを意味しており、全きお方である

神に完全にひれ伏し、従うことを意味しておりま

す。ですから、過越祭の時にイスラエルの人々が、

前もって主に献げるべき傷のない小羊を選んでお

くことにより、主への信仰を言い表すことにもな

るのです.

また、家の入 1)ロの二本の柱と鴨居に塗る血は、

命そのものを語っております。主の裁きの故に、

エジプトの国のすべての初子は、主によって撃た

れ死にます。本当ならば、同じ罪人としてイスラ

エルの初予も撃たれるのです。ただ主の一方的な

召しによって血の塗られた家のイスラエルの初予

は、過ぎ越され、救われたのです.これはまさに

主の賦いの御業であり、血はそのしるしでありま

す.そしてこの血の購いは、イエス・キリストの

死を象徴していることも忘れてはなりません(参

照:ヘプライ 9: 13.14、13: 12)。

主の過越を覚える時、血のしるしと同時に、忘

れてはならないことが、肉を食する事です。一匹

の小羊の肉を、家族が一つになり、互いに分け合

い食することは、主によって救われ、命が与えら

れた者としての、主の家族であることを、この晩

餐によって確認することができたのです。だから

こそ、主イエス・キリストが十字架を前にして、

弟子たちと持たれた最後の晩餐に繋がり、それが、

新約の礼典としての主の晩餐へと引き継がれてい

くこととなります。

しかしここを学ぶにあたっては、旧約の人たち

がこの主の約束を守り続けなければならなかった

ことを強調するのではな〈、罪人であるイスラエ

ルを、血のしるしの故に、主が過ぎ越し、救いを

お与え下さった患みにあることを強調して頂きた

いです。(辻幸宏)
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7月30日 「主の過ぎ越しJ 説教展開例

テキスト

参照カテキズム

出エジプト記12章1'" 32節

子どもカテキズム問 14

{単元のねらい)

私たちが信じている神様は、主イエスにあって罪人の友となって下さった方です。そして、この方は

同時に、高ぶる者を罰する、正しい哉さを行われる神様です。この方の前に膝を折ることの重大さをま

ず覚えましょう。そして次に、力ある主を見上げるならば、希望は失望に終わらないことを覚えたいと

思います。

『記念すべき日』

『あ一、もういやだJ。イスラエルの人々は皆そ

う思っていました。なぜなら、威張ったエジプト

の王様ファラオによって奴織にされていたからで

す.

来る日も来る日も、朝から晩まで土をこね、煉

瓦を作らなくてはなりません。しかも、定められ

た通り、一日 75個を作りよげなければ酷〈鞭打た

れてしまいます。もちろん、王様の言い付けに背

くことは許されません。死をもって罰せられてし

まうからです。それに、この固から逃げ出そうに

もエジプトの軍隊が目を光らせていますから、そ

れも出来ません。

もしも、皆がこのイスラエルの民の一人だった

らどうでしょう。本当に生きるのがいやになって

しまいますよね。

けれども、この望みなさみ民にたった一つだけ

希望がありました。「神様の助けjがそれです。主

なる神様がみ業をなして下さるのならば、私たち

は救い出していただける、というこの希望です.

ですから、主がモーセを遣わして下さった時、彼

らは大いに喜んだのでした (4: 27-31)0 

さて、モーセはファラオのもとへ行き、そして

告げました。『イスラエルの神、主がこう言われ

ました。『わたしの民を去らせて、荒れ野でわた

しのために祭りを行わせなさ Lリと。j

すると、ファラオはこんな風に答えました。『こ

の俺様に向かつて何とたわけたことを.私は主な

ど知らぬ。奴隷のお前たちを去らせなどするもの

か!J。

皆の回りにも、人の言うことを全〈聞かないい

ばりん坊がいるかもしれません。

実は、このフ.ァラオは人類最強のいばりん坊の

一人だったの込す。 fこの固では私が神である。私

に背〈者は皆処刑するぞ!Jといった具合です。

なるほど、王様ですから人に指図することはあっ

ても、誰からも指図されることはありません.そ

れでは、いぱリん坊ファラオは神様の言い付けを

拒み続けることが出来たのでしょうか。いいえ、

出来なかったのです。

主なる神様は、言うことを聞かないファラオと

エジプトに次々と災いを臨ませ、これを打たれま

した。

ナイルの川の水を血に変え、蛙とぶよとあふ:の

群れを圏中に送り込み、さらに恐ろしい疫病を臨

ませ、臓の出るはれ物を人と家富に生じさせまし

た。もちろん、神様がなされるみ業です.塵に過

ぎない人間(詩篇 103: 14)にこれを防ぐ手立て

はありません。自分のカで取り去ることも全〈出

来ません。

遭い上がって来た娃が圏中を疲った時、ファラ

オはモーセを呼んで宮いました。「主に祈願して、

娃が私と私の民のもとから退くようにしてもらい

たい。そうすれば、民を去らせ、主に犠牲を捧げ

させよう Jo ところが、モーセが主に祈って娃が

死に絶え、災いが過ぎるとファラオは民を去らせ
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はしませんでした (8: 4-11)。

こうして、彼は何度も約束してはこれを破り、

民を行かせません。主の前に身を低くすることを

拒み続けます(10: 3)。

続いて、主は激しい雪を降らせ、作物も草も食

い尽〈すいなごの大群を送り、エジプト全土を

真っ暗闇で覆われました。ついに、家臣たちも

黙ってはいられず玉に進言したのです。 r~ 、つま

で、この男は私たちを陥れる畏となるのでしょう

か。即刻あの者たちを去らせ、彼らの神、主に仕

えさせて下さい。エジプトが滅びかかっているの

が、まだお分かIjにならないのでしょうかJ(10: 

7)0 
それでも、ファラオは身を低〈しません。する

と、主は 10番目の最後の災いを臨ませると、モー

セを通してファラオに予告し警告を与えられまし

た。その災いとは、エジプトの圏中の初子が一夜

の内に皆死ぬ、という重い災いです@

これまでの積み重ねられた体験を通して、モー

セを通して語られる主の言葉が恐ろしいまでに確

かであることはファラオにもよく分かっていたは

ずです。それでも、彼はこの警告に従おうとしま

せん。そしてその夜、子供を突然亡<Lた親たち

の泣き叫ぴの戸がエジプト全土にあがったのでし

た。ファラオもその一人です。彼はその夜の内に

モーセを呼んで、ついに言いました。「さあ、出

て行〈が ~'~'o お前たちが願っていた通り主に仕

えよJ(12:31)0 

そうです。どんなに思いよがった権力者であっ

ても、主のみ業の前では膝を折る以外にありませ

ん。主のみ前に身を低〈すること、これこそ知患

の初めです(飯吉1: 7)。

さてこうして、イスラエルは望みがかない、つ

いに、主によって救いの時を迎えたのでした.そ

して、エジプトに対する決定的な哉さが下される

この時、主はみ民に一つのことを命じられたので

した。それは、小羊を屠リ、その血をもって過ぎ

越しのための印を付けるというものでした。これ

は、エジプト全土に臨もうとしていた災いからみ

民を守るためのものでした。つまり、主はこう約

束して下さったのです。「この夜、わたしは滅ぼ

す者を遣わす。彼はエジプトの国を行き巡り、あ

らゆる家の初子を残らず撃つ。しかし、鴨居と入

りロの二本の柱に小羊の血が塗られている家には、

決して入らない。その家を過ぎ越して行くりそ

う約束して下さったのでした。

これまでも、主はみ民を特別に守ってこられま

した。恐ろしい疫病によってエジプト人の家畜が

すべて死んだ時も、イスラエルの人々の家富は一

頭も死にませんでした (9: 6)。激しい電もイス

ラエルが住む地には降りません (9: 26)。エジプ

ト全土を暗閣が覆った時も、イスラエルの住む所

には光があったのです(10: 23)。

最後の災いが下されようとしていたこの時、み

民は主の言葉を信じ、喜んでこれに従いました。

こうして、イスラエルからは泣き叫ぴの戸は一つ

も聞かれなかったのです。

今を生きる私たちも同じです。

神様はご自分の民を、すなわち主を待ち望む者

たちを、特別に守って下さいます。確かに、イス

ラエルが長い間奴隷であったように、私たちも辛

い状況が長〈続くことがあります。しかし、暗聞

に閉ざされることはありません。そして、小羊の

血に印付けられた家にいたみ民が、大人も子供も

雄一人として裁きにあわなかったように、主イエ

ス様を信じ、十字架の陰に隠れる者は誰一人とし

て裁きにあうことがありません.

主なる神様は、エジプトの地でなさったのと同

じみ業を、何時でもどこでも直ぐにでも行うこと

の出来るカあるお方です。

主を待ち望みつつ進んで行きましょう。

(小野田雄ニ)

〔今週の暗唱聖句〕 出エジプト記12章14節

この目は、あなたたちにとって記念すべき日となる。

あなたたちは、この目を主の祭リとして祝い、

代々にわたって守るべき不変の定めとして祝わねばならない.

nu 



7月30日 「主の過ぎ越しJ

〈一週間の準備:これで分級の90覧は決まる〉

1) 7/23にお休みの子はいませんか? どう

してお休みだったんでしょう。次回出席できるよ

うお祈り〈ださ Po できたら、お手紙を出しま

しょう o 2) 7/30の分級で何を話しますか。話す

内容を一週間じっ〈り考えましょう。当然、出席

する子供たちの顔を浮かべながら……、教案の準

備は祈りではじめましょう。 3)子供たちの成長

のために、教会に送り出してくれている家族のみ

なさんのために祈りましょう。

〈分級では〉

夏休みは子供たちが大き〈成長する時期だと思

います。普段体験できない様々な経験をするから

なのでしょうか?

子供たちは、その成長の結果を先生に見せたく

てしょうがありません。どうぞ、子供たちの成長

した部分に注意をはら L¥成長をほめてあげ、と

もによろこび、ともに祈りましょう。

何度も、何度も書きますが、先生がしっかり自

分のことに注目してくれているということは、何

にもまして子供たちにとって重要で、励ましにな

ることだと思います。

今、まさに、私たちは、モーセ、ヨセフの話を

通して、私たちを見守り続けてくださっている神

様の話をしています。どんな時も、見守り続けて

いて〈ださる神様の存在が、どれほど私たちを励

まし、前に進めてくれていることでしょう。同じ

ように、自分が如何に愛され、祈られているか、

〈共通工作〉

/!!1stJ:みんなで紙芝居を作ろう

幼稚科

注目されているかは、子供たちにとってとっても

重要で、勇気を持って前に進めるべースとなると

思うのです。

〈分級のねらい〉

どんなに勢いのある権力者も、主の御業にはか

なわないということをまず強調した L凡そして、

イスラエルの民がだれも具体的にイメージするこ

とができなかったであろう、エジプトからの脱出

がいよいよ始まることを通じて、どんなに無理に

思えることも、神様が守リ導いて可能にしてくだ

さることを伝えたい。

もう一点強調したいのは、神様は、今の私たち

にも働いてくださっていることです。イスラエル

の物語が、単に昔のお話でなく、今の自分の問題

なのだとイメージしてもらえたら大成功なのです

がH ・H ・そこまで幼稚科さんに伝わるのは難しいか

もしれませんが、がんばって〈ださ~'0祈ってい

ます。

〈祈り〉

どんなに強い王様も、神様に勝つことはできず、

まった〈予想もつかない方法を通して、イスラエ

ルの民をエジプトから脱出させて〈ださったこと

を知りました。ありがとうございます。今の私た

ちにも、神様はいつもいっしょにいてくださり、

私たちを導いてくださいます。いつも神様がいっ

しょにいてくださることを忘れることがありませ

んように……

族長時代から出エジプトまでの一連のストーリーを創世記から申命記までのお話の流れと神様の約束

の実現をこどもたちと一緒に理解していくこと..すdt.の:紙、色鉛筆、 〈れよん(絵が描ける道具ならなんでもよい)

伊東手....:その日のお話の終7後に一番印象に残ったところをそれぞれ絵に描いてもらう。描いた絵は

とっておきます。最後の“モーセの死"の単元が終わった時点で、描かれた絵とぬりえ例の絵をすべ

て集めて、並べると紙芝居ができあがります。最後にみんなで作った紙芝居を使って、お話をしても

よいでしょう。
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7月30日 「主の過ぎ越しJ

〈子どもたちに伝えたいとと〉

エジプトに最後の災い(初子の死=将来への

希望の喪失)がおそった時、神様は選ばれたイ

スラエルの民の家には「しるしJをして災いが

来ないようにしてくださったこと。

私たちも、神様に選ばれてこうして教会に来

ることができているので、神様は私たちの「希望j

を守ってくださる.

〈展開例〉

礼拝で聞いたお話を思い出しましょう。

Oなかなかモーセの言うことを聞いてイスラエル

の人たちを自由にしようとしないファラオに対

して、神様は最後の災いを下されました。それ

は何だったでしょうか?

※それは、神様の言うことを聞こうとしないエジ

プトの人たちの初子(最初の子ども)が死んで

しまう(12: 12)という大きな災いでした。

その家の子どもというのは、その家族がこれか

らも栄えていくだろうという、大きな希望でも

あります。日曜学校に集まっている子どもたち

も、それぞれのお父さんお母さんの大きな希望

です。その子どもが死んでしまうというのは、

親にとって大きな悲しみ、苦しみであり、希望

を失ってしまうようなできごとです。

0その大きな最後の災いがきたとき、イスラエル

の人たちはどうしていたでしょうか?

※イスラエルの人たちは、神様の指示に従って小

小学科下級

羊をささげ、門に血を塗ってイスラエルの人の

家だという「しるしJにしました。その血のし

るしのある家を神様は「過ぎ越」され、イスラ

エルの家の子どもは死ぬことはありませんでし

た。イスラエルの希望は守られたのです。

イスラエルの人たちも『神様の宮うことを聞

こうとしないJこと(罪)については、エジプ

トの人たちと変わりはありません。しかし、神

様はイスラエルの人たちを、ご自分で『神様の

民Jとして選ぴ、災いが来ないようにして〈だ

さいました。

私たちも、神様の言うことをなかなか聞こう

としません。しかし、神様は私を『神様の民J

としてお選びになっています。こうして、教会

に来て神様の言葉(聖書)のお話を聞いている

こと(信仰が与えられていること)がそのしる

しです。神様は、私たちが神様の国でイエス様

といっしょにいることができるという『希望J

がなくなってしまうようなことは、決してなさ

いません。

〈ちいさなお祈り〉

O神様のいうことをなかなか聞くことができない

私たちですが、神様が私を選んで教会に来るこ

とができるようにしてくださり、イエス様と一

緒にいることができるという「希望j を守って

〈ださることに、「ありがとう j とお祈りしま

しょう。



7月30日 「主の過ぎ越し」

〈ねらい〉

イスラエルの最初の過ぎ越しの出来事をとおし

て、イエス・キリストの血と我々の救いとの関係

が確実に理解できるように指導する。

〈展開例〉

1.今日の話の中で、エジプトに下された神様の十

の災いはどんなことだったのか、聖書を読みな

がらもう一度整理してみましょう。

第一の災い 血の災い(出7:14-24) 

第二の災い 娃の災い(出7: 25-8 : 11) 

第三の災い ぶよの災い(出8:12-15) 

第四の災い あぶの災い(出8: 16-28) 

第五の災い 疫病の災い(出9:1-7) 

第六の災い はれ物の災い(出9:8......12) 

第七の災い 電(ひょう)の災い(出9: 13 

-35) 

第八の災い いなごの災い(出 10: 1......20) 

第九の災い 暗閣の災い(出 10: 21-29) 

第十の災い 初子の死の災い(出 11:1-10、

29-36) 

2.なぜ、このような多〈の災いが与えられながら、

エジプトの王はイスラエルの民を行かせなかっ

たのでしょうか。(ファラオの心が頑な心であっ

たので)

3.十の災いの中で、イスラエルの人々がその災い

を避けられる方法は、どんなことだったので

しょうか。

それは、傷のな L、小羊の血を家の入ロのニ本

小学科上級

の柱と鴨居に縫ったからです。神様の裁きはそ

の印のついた所には下されることがありません

でした。

4.イエス様の血を考えて〈ださい。イエス様は多

〈の人々の罪を背負って十字架にかけられ、尊

い血を流してくださいました。人は、その血に

よって罪が赦されます。しかし、すべての人で

はなく、「イエス様がわたしの罪のために死ん

で〈ださったんだJと信じる人だけであります。

わたしたち皆、そのようなイエス様の働きを信

じて、神様の裁きから免れ、神様のおられる天

国に生きたいと思います。

〈お祈り〉

神様。わたしたちの心も頑なになりないでイエ

ス様を素章に信じることができるように、柔らか

い心をお与え下さ Po

その入ロを過ぎ越される



7月30日 「主の過ぎ越し」

〈今日のカテキズム〉

食参照カテキズムとして、子どもカテキズム問14

が挙げられています。

問14 運が患いと言ったり、占いを気にしたり、

たたりを気にすることはできますか。

答 私たちにはできません。

神さまより大き〈強いものはないからです。

父なる神さまは私たちを愛して〈ださるの

です。ですから、たとえひとりぼっちでい

てもこわくはありません。そんなとき、私

たちは、「天のお父さまJとお名前をお呼

びします。お祈りすると、神さまがいっ

しょにいて〈ださることがわかるのです。

合エジプトに対して 10の災いが下されました。思

しき力と神さまとの関係について教えてくれる

カテキズムをご紹介します。

ジュネーヴ教会信仰問答

問28 患魔や悪しき人々も、やはり神の主権に服

しますか。

答 神は彼らを聖堂をもってはお導きになりま

せんけれども、神が彼らに許された限度で

なければ、彼らは活動することができない

ように、神はその手綱を握っておられるの

であります。そのよに、たとえ彼らの意図

や決意に反してでも、みこころを実行する

ように彼らを強制されるのであリます。

問29 それを知ることは、あなたに何か益があり

ますか。

答 多〈の益があります。なぜならば、もし患

魔共や不義な人々が神の意思に反して何事

か行なうカがあるとするならば、非常にわ

ざわ禍いであります。そしてまた、彼らか

らおびやかされている限りは、われわれは

決して心に安らぎを得ることはできないで

ありましょう。しかし神が彼らの手綱を引

中学科

き締めて、神の許しによらなければ、何事

もできないようにしておられることをわれ

われが知るとき、そのことによって、われ

われは心を休め喜ぶことができるのであり

ます。それは神がわれわれの保護者であり、

またわれわれをまも護って下さることを約

束しておられるからであります。

女過ぎ越しの記事を通してわたしたちは、信じる

べきは唯一の生ける真の神のみであることを知

ります。十戒の第一戒についてのカテキズムか

らもそれを確認しましょう。

ハイデルベルク信仰問答

問94 第一戒で、主は何を求めておられますか。

答 わたしが自分の魂の救いと祝福とを失わな

いために、あらゆる偶像崇拝、魔術、迷信

的な教え、諸聖人や他の被造物への呼びか

けを避けて逃れるべきこと。

唯一のまことの神を正し〈知 IJ、この方に

のみ信頼し、謙遜と忍耐の限りを尽して、

この方にのみすべてのよきものを期待し、

まごころ真心からこの方を愛し、畏れ敬う

ことです。

すなわち、わたしが、ほんのわずかでも神

のみむね御旨に反して何かをするくらいな

らば、むしろすべての被造物の方を放棄す

る、ということです。

〈今週の聖書目標〉

日曜日 エレミヤ17:5......8 

月曜日 ヨハネ 17:3 

火曜日 べトロー5:5......7 

水曜日 コロサイ 1: 9......14 

木曜日 コリントー6:9・10(以下は偶像礼拝)

金曜日 申命記18: 9......14 を避けるべきこと

土曜日 黙示録22:8・9 についての聖句)
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8月6日 「葦の海を渡るJ

テキスト 出エジプト記14章 1-31節

イスラエルがスコトから旅立ちエタムに宿営し

ていた時(13: 20-21)、主は、引き返してミグド

ルと海との聞のパアル・ツェフォンの前に、海辺

に面して宿営するように命じます(1-2)。エジプ

トを脱出しようとするイスラエルにとっては、自

らの逃げ道を失い、エジプト軍が追って来て、捕

らえさせようとするような命令です。事実、エジ

プト王ファラオは、イスラエルが逃亡したことを

後悔して、自らが先頭に立ち、すべての戦車を動

員して、イスラエルを追いかけ (5-7)、間近に迫

ります(10)。イスラエルの人々は、当初は意気

揚々と出て行くのですが (8)、エジプト軍が背後

に襲いかかろうとしているのを見るや、非常に恐

れ(10)、モーセに不平を語ります(11-12)。つ

まり、初子の死と主の過越という(12章)、主の

大いなる御業をもってイスラエルがエジプ卜を脱

出することが出来たことを知った今でも、ファラ

オもイスラエルの人々も、エジプトを脱出する前

と考えは全〈変わっていないことを示しています。

言い換えれば、主の存在を受け入れ信じている者

にとっては主の偉大なるカある御業であることが

示されたとしても、主の存在を受け入れない人々

にとっては、信仰の目が聞かれておらず、偶発的

に奇跡が起こっただけであり、そこに主の介入を

知ることは出来ないのです.

しかし主は、御自身がカある御業を行うことが

出来る方であることをお示しになるために、これ

聖書研究

までのエジプトにおける奇跡同様に、モーセにこ

れから行う主の御業を説明いたします(15-18)。

そして次に、主は、今まで部隊の前にあった雲の

柱を移動させて、エジプト軍との聞に置き、真っ

黒な雲が立ちこめる事により、両軍が近づくこと

が出来なくさせます(19-20)。今にも襲いかかろ

うとする程接近していた(10) にも関わらず、エ

ジプト軍はイスラエルに攻撃をすることが出来な

い状態にされたのです。この一つのことをもって

しても、イスラエルは主の加護を覚えることがで

きたのです。

しかし主は御自身の御力を示すと同時に、イス

ラエルを完全に逃がすために、モーセの手を海に

向けて差し伸ばすことによリ、海の水を分け、イ

スラエルの人々が、海の中の乾いた所を進むこと

が出来るように導いて下さいます (21-22，29)。そ

れと同時にイスラエルを追ってくるエジプト軍に

対しては、水を元に戻すことにより全軍を覆い、

一人も残すことなく滅ぼされます (23-28)。

主の神業は、前もって預言され、それが完全な

形となって実現することにより成就いたします。

従って、この個所を学ぶにあたっては、決して、

正義が勝ち患が滅びると言ったニ元論で考えては

ならず、主が全てを成し遂げる御力を有しておら

れることと、主がイスラエルに対する一方的な愛

により救って下さったことを覚えることが必要で

あります。(辻幸宏)



8月6日 「葦の海を渡る」 説教展開例

テキスト

参照カテキズム

出エジプ卜記14章 1-31節

子どもカテキズム問13

(単元のねらい〕

主の助けは大き〈、信頼するならば失望させられることがない。このみ言葉の約束への信頼を強めた

い.子供たちの日常の中にも、追い詰められるようなことが時に起こることでしょう。そうした時の拠

り所、励ましとなることをねらいとした~'0 

『稽ぢ着いて、主の報いを貝よJ

天の神様は、聖書を通して沢山の約束を私たち

に与えて下さっています。何か、思い出せるもの

はありますか?

そう、「イエス様を信じるなら、誰でも救われ

る。」これも与えられている貴い約束の一つですね。

実は、コリントー10:13で神様はこのように約

束して下さっていますo r神は真実な方ですから、

あなたがたを耐えることの出来ないような試練に

あわせるようなことはなさいません。むしろ、試

練と共に、それに耐えられるよう、逃れる道をも

備えて下さいますj。神様は、私たちを教え育て

るために、時に試練(とても辛いところ)を通さ

せられます。皆も、病気や事故、あるいは友だち

からのいじめなどにあうことがあるかもしれませ

ん(参照へプライ 12:1-13、べテロー1:5-7)。

「もう、とても耐えられないよ。どうしたらいい

んだろう……j ど、涙こぼれる日を、ある時には

迎えることでしょう。けれども、神様は約束して

おられますo rわたしはあなたを耐えられないよ

うな試練にはあわせないけさらに「逃れの道を

備える』と。何と頼もしいことでしょうか。

実は、み民イスラエルもこの神様の約束が本当

に確かであると教えられて歩み出したのでした。

今日の出エジプト記14章は、それを教えています。

頗に見て行きましょう。

み民イスラエルは、エジプトの国で長い長い問、

奴隷にされていました.けれども、時至って神様

は御力を現して彼らを救い出して下さいました。

最後は、追い立てられるようにして、み民はエジ

プトの地から脱出出来たのでした。もうニ度ヒエ

ジプトに戻ることはないと誰もが思ったことで

しょう。

ところがです。脱出して間もなく、神様はモー

セを通してみ民に命じられました。「引き返しな

さい。引き返してエジプトの可近〈に戻り、海辺

に宿営しなさ Lリヒ。ある者は、なぜ、そんな危

険な所に行かなくてはならないんだと耳を疑った

ことでしょう。それでも、エジプト脱出における

主の力強いみ業を繰り返し繰り返し体験してきた

み民です.彼らは意気揚々と海岸へ向かったので

した.その場所で栄光を現そうと約束された主の

命令に従ったのです。

一方のファラオは考え、言いました。「奴隷の

イスラエルを去らせてしまうとは、我々は一体何

ということをしたのだ。奴等を連れ戻さなくては

ならない・H ・"0 何? 奴等が引き返して来ただ

と。 777、道に迷っているのだろう。ちょうど

良い.今直〈・出陣だ、全部隊に号令を掛けよ!J 

海辺で、のんびり宿営していたイスラエルが妙

な物音に気付いたのは、それから数時間後のこと

でLた。「何だろう? この地響きのような物音

は……Jrどんどん近付いて来るぞ……J。不安に

顔を見合わせていると、一人の若者が駆け戻って

来て叫びました「エジプトだ。砂煙を上げて騎兵

に戦車、エジプトの全軍勢がやって来る!J 

何ということでしょう.後ろからはエジプト全



軍が押し迫って来ているというのに、自の前は海。

まさに袋のねずみ、逃げ場がありません。しかも、

この場所には、主に従ったからこそ来ているので

す。

ある者はモーセに食って掛かりました。「我々

を連れ出したのは、エジプトに墓がないからです

か。荒れ野で死なせるためですか。一体、何をす

るためにエジプトから導き出したのですかJ。無

理もありません。状況は最悪、絶体絶命であるか

らです。

なるほど、もう少し、これまでの体験が生かさ

れても良いように思われます.つまり、彼らは主

の大いなるみカを体験してきたばかリなのですか

ら、今度も、主はきっと守って下さると、そう考

えてもよいはずです。しかし、それが出来ません。

どんなにみ業を体験して来ても、脅威が目の前

に迫ると、途端にオタオ夕、オロオロ・H ・o さら

には八つ当たり。「なぜ、こんな所に連れて来た

んだ!J。このみ民の姿は私たち自身の姿と変わ

ることがありません。

それにしても、『試練と共に逃れの道を備えるJ

というあの約束はどうなったのでしょうか。

モーセは答えて宮いました。『恐れてはならな

い.落ち着いて、今回、あなたたちのために行わ

れる主の救いを見なさ L、。あなたたちは今回、エ

ジプト人を見ているが、もう二度と、永久に彼ら

を見ることはない。主があなたたちのために戦わ

れる。あなたたちは静かにしていなさ Lリ。オタ

オタせず、ロを閉じろと命じます。

そして、主は大いなるみ業をもって、逃れの道

を備えて下さったのでした。モーセが主に命じら

れた通リに、杖を持った手を海のよに差し伸ばす

と、主は強い東風をもって海を退かせて、水を分

けられたのです。こうして、み民は陸地となった

海の底を歩いて渡り、後を追って来たエジプト軍

は戻された水にのまれて全滅したのです。

ついさつきまでわめいていたみ民でしたが、今

や、確信を持って言うことが出来ました。「我々

は救い出された。Jr海辺に導き入れられたのは、

まさしく主の栄光の現れのためであった。Jそし

て、「試練と共に逃れの道を備えるという主の約

束はまことである 1J。

こうして、悟りの遅いみ民も、ついに主とその

僕モーセを信じたのでした。

この時、この海が割れて、海底を歩いて渡リ、

対岸へ逃れ行けると、そう思いついた人がいたで

しょうか。きっと、一人もいなかったことでしょ

う。誰一人思いつきもしなかったことです。

しかし主はそれをして下さったのです。

この劇的な出来事は、神の救いの歴史的実例と

して、旧約聖書の中で、繰り返し言及されます。

申命記11章、ネヘミヤ記 9章、詩編106，136絹な

どです。

どうか、皆も忘れないで下さ~'0どんなにか追

い詰められ逃げ場がないと思っても、私たちの主

は、そこに逃れの道を備えることが出来る方であ

ることを、そして、信じる者たちのためには喜ん

で海をも分けて下さる方であることを、どうか忘

れないで下さ L、
「葦の海をニつに分けた方に感謝せよ.

慈しみはとこしえに。

イスラエルにその中を通らせた方に感謝せよ。

慈しみはとこしえに。j

詩編136:13-14 

(，ト野田雄ニ)

〔今週の暗唱聖句〕 コリントの信徒への手紙一10章13節後半

神は真実な方です。

あなたがたを耐えられないような試練に遭わせることはなさらず、

試練ピ共に、それに耐えられるよう、逃れる道をも備えていてくださいます。



8月6日 「葦の海を渡る」 幼稚科

〈一週間の準備:これで分級の90覧は決まる〉
1) 7/30にお休みの子はいませんか? どう

してお休みだったんでしょう。次回出席できるよ

うお祈りくださ~'0できたら、お手紙を出しま

しょう。 2)8/6の分級で何を話しますか。話す

内容を一過閉じっ<1)考えましょう。当然、出席

する子供たちの顔を浮かべながら……、教案の準

備は祈りではじめましょう。 3)子供たちの成長

のために、教会に送り出してくれている家族のみ

なさんのために祈リましょう。

〈分級では〉

本日の「葦の海をわたるJの部分は、子供たち

に説明するのに大変苦労する部分ではないでしょ

うか。海が割れる??? とってもイメージできま

せんよね。「十戒Jは大変古い映画ですが、その

シーンを大変劇的に表現していると思います.私

も教会に行っていなかった小学低学年のころ見て

いるのですが、このシーンだけはなぜか鮮明に覚

えていました。一連のモーセさんのお話を理解す

るうえでも役に立ちます。教会学校全体でまと

まって見ることができるといいですね。(幼稚科

さんにはちと長いかな??)夏期学校の夜などいか

がでしょうか.

〈分級のねらい〉

あまりにも劇的な、だれも予想もつかない出来

事です.どんなに逃げ場がなくなったと私たちに

見えることでも、神様は必ず進むべき道を準備し

て下さっていることを伝えられればと思っていま

す。

みなさんの中でも、もう自分ではどうしようも

な〈なって、神様に、本当にひたすら神様に祈っ

た経験はないでしょうか。そのような経験を(幼

稚科の子供にわかるように話すのは難しいが)話

すことができると、さらに具体的なイメージをも

てるのではないかと思います。

〈祈り〉

イスラエルの人たちは、絶体絶命のピンチに立

たされましたが、神様は予想もしない方法でイス

ラエルの人たちを救ってくださいました。

私たちも、もうだめ……と思うことがあるかも

しれません。でも、神様はその逃げ道をきちんと

準備してくださっています。どうぞ、神様に信頼

し、歩むことのできる者としてくださ L、
〈共通工作〉

13J1tJ:みんなで紙芝居を作ろう!

族長時代から出エジプトまでの一連のストーリーを創世記から申命記までのお話の流れと神様の約束

の実現をこどもたちと一緒に理解してい〈こと

謝書館すi5i;の:紙、色鉛筆、 〈れよん(絵が描ける道具ならなんでもよい)

伊S苦手息苦:その日のお話の終7後に一番印象に残ったところをそれぞれ絵に描いてもらう。相、た絵は

とっておきます。最後の“モーセの死"の単元が終わった時点で、描かれた絵とぬりえ例の絵をすべ

て集めて、並べると紙芝居ができあがります.最後にみんなで作った紙芝居を使って、お話を Lても

よいでしょう。

。。



8月6日 「葦の海を渡る」

〈子どもたちに伝えたいこと〉

イスラエルの民が、ファラオの軍隊に追い詰め

られて絶体絶命の危機にさらされた時、神様は大

きな奇跡をもちいて、彼らを救い出された。

神様はご自分が選んだものに対しては、何があ

ろうと守り通して〈ださるということ。

〈展開例〉

礼拝で聞いたお話を思い出しましょう。

O多〈の災いにあって、とうとうエジプトの王様

は、イスラエルの人たちを自由にすることにし

ました。ところが、実際にイスラエルの人たち

がエジプトを出て行ってしまうと、王様は急に

心が変わって、軍隊にイスラエルの人たちを追

いかけさせました。

エジプトでの最後の夜、子どもが殺されると

いう大きな災いから守られていたイスラエルの

人たちは、エジプトの軍隊に追いつめられた時

にどうしたでしょうか?

※イスラエルの民は、海に追いつめられると、つ

いこの問、大きな災いから守られたばかりなの

に、神様ヒモーセに文句を宮いました(14:10・

11)。イスラエルの人たちには、神様がいつも

守っていてくださる、ということが心から信じ

小学科下級

を行なって、イスラエルの民を救い出して〈だ

さいました(14: 21・22)。しかも、イスラエ

ルの人たちが通った後は、またその道を海に戻

して、追いかけるエジプト軍を全滅させてくだ

さいました。

イスラエルの人たちは、神様が守ってくださ

るということをすぐに忘れてしまうのですが、

神様はそんなイスラエルの人々を守られます。

それは、イスラエルの人たちが、神様に喜ばれ

るようなことをしたので、そのご'1うびという

わけではなくて、神様がイスラエルの人たちを、

ご自分のものだと選んでくださったからです。

神様に選ばれて教会に来ている私たちも、神様

にいつも(神様に喜ばれないようなことをして

しまった時でも)守られています。

教師が、神様に守られていると実感した時の

ことを子どもたちに語ってください。そして、

自分の中で、「神様は耐えられないような試練

にあわすような事はなさらず、逃げ道をいつも

そなえていてくださるJ(1コリント 10:13) と

いう御言葉に対する確信を再確認し、神様に守

られているという喜びを子どもたちに語りま

しょう。

られていなか ったのです。(ちいさなお祈り〉

0絶体絶命のイスラエルの人たちを助けてくだ

Oそんなイスラエルの人たちに、神様がしてくだ さった神様が、私たちにもどんな時でも助かる

さったことは何だったでしょうか? 道を準備していて〈ださることを「あリがとう j

※神様は海をニつに分けて、その聞を通って逃げ とおいのりしましょう。

ることができるようにするという、大きな奇跡



8月6日 「葦の海を渡る」 小学科上級

〈ねらい〉

神様は神様を信じる人々をどんなことがあって

も必ず守って〈ださる方であることを確信し、抑

言葉を信頼することができるように指導する。

〈展開例〉

1.今日は凄い話を聞きました。海がニつに分かれ

て道が出る何てとてもダイナミックで凄いこと

ですね。

皆の頭の中にはその聞いた話がまだ映像のよ

うに頭に残っているかも知れません。では、そ

の場面は皆でスケッチして見ましょうか。

(作業) 皆で、分かれた葦の海を渡るイスラエ

ルの民の姿を、スケッチブックで描いてみます。

2.作業後、絵の中で特徴のある部分について、な

ぜそう書いたのか話し合いましょう。

旬、

3.皆は不安になったり、どうしようもなく困った

IJ、怖くなった時はどうします。

4.神様の約束の言葉をもう一度読みましょう。

「あなた方を酎えられないような試練に遭わ

せることはなさらず、試練と共に、それに耐え

られるよう、逃れる道をも備えていてください

ますり

いつも、この約束の言葉を思い出しながら、

神様にお祈りしましょう。

〈お祈り〉

神様。いつもわたしたちを守り、助けて下さり

感謝します。わたしたちが生きる聞に、たとえど

んな辛いことがあっても、それを耐えるようにカ

と慰めを与えてくださる神様を信じて、生きるこ

とができるようにお願い致します.

主が彼らのためエジプトと戦っておられる

nu 



8月6日 「葦の海を渡る」

〈今日のカテキズム〉

古参照カテキズムとして、子どもカテキズム問13

が挙げられていますが、これは7月16日のペー

ジを参照してくださ L、
育大きな海を前にして、民は「もうダメだJと思っ

たかもしれません。それでもなお信じ続ける信

仰を、;欠のカテキズムによって養われたいと思

います.主の祈り第六の祈願についての問答で

す。

ハイデルペルク信仰問答

問127第六の願いは何ですか。

答 「われらをこころみにあわせず、患より救

い出したまえJです。

すなわち、わたしたちは自分自身あまりに

弱〈、ほんのひととき一時立っていること

さえできません。そのよわたしたちの恐ろ

しい敵である悪魔やこの世、また自分自身

の肉が、絶え間な〈攻隼をしかけてまいり

ます。

ですから、どうかあなたの聖堂の力によっ

て、わたしたちを保ち、強めてくださり、

わたしたちがそれらに激しく抵抗し、この

霊の戦いに敗れることな〈、ついには完全

な勝利を収められるようにしてください、

ということです。

-k;欠のカテキズムも、主の祈り第六の祈願につい

ての問答です。問287......293までありますが、ス

ペースの関係で 2つだけにしました。暗唱用と

いうよリは、理解を深めるための参考力テキズ

ムとしてご紹介します。「どういうこと ?J ピ、

尽きない疑問をもっ中学生のような人たちに

しっかり答えてくれるカテキズムだと思います。

中学科

さすが、カルヴァン先生ですね。

ジュネーヴ教会信仰問答

問289その祈りの要点は何ですか。

答 神がわれわれを患につまず蹟くままに放置

し、またわれわれが患魔やわれわれと戦う

肉にある悪しきむさぼ貧りの情に、打ち負

かされるのをお許しにならないと言うこと、

反対に、われわれを神のみ手をもって支え、

またわれわれを竣 1)導くために神の保護の

下におくことによって、抵抗するカをわれ

われにお与えくださるようにということで

あります。

問293しかし、何ゆえあなたは神に向かつて、決

して患へお導きにならないように求めるの

ですか。それは患魔独特の仕事なのですか

ら。

答 神はその憐れみによって彼の信徒たちを護

り、患魔が彼らをそそのかすことも、罪が

彼らを征服することもお許しになりません。

そのように、神が罰しようとされる人々に

対しては、単に彼らをすてて、その患を取

リよげなさるばかりでなく、彼らを忌魔共

にわたして、その暴虐にまかせ、彼らを無

知にし、のろわるべき感覚の中に彼らをお

とされるのであります。

〈今週の盟書日課〉

日曜日 コリントー 10: 13 

月曜日 ヨハネ 15: 1......5 

火曜日 エフェソ6:10......13 

水曜日 べトロー5:8......11 

木曜日 ヨハネ 15: 18......21 

金曜日 ガラテヤ5:16.......21

土曜日 マタイ 10: 16......22 
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8月13日 「平和を創り出す」 聖書研究

テキスト エフェソの信徒への手紙2章14-22節

骨年、敗戦記念日を控える主目を平和主日とし

て、子ども達と戦争と平和について考えるときを

設けております。新しい時代を生き、使命を担う

子どもたちに、聖書の平和の教えを身に着けさせ

ることは、教会(学校)の大切な務めです。

ここでは、直接、政治的な平和問題、戦争問題

が語られているわけではありません。『キリスト

の体なる教会の形成Jが主題です。このキリスト

の体は、キリスト者一人ひとリによって構成され

ます。つまり、キリスト者とは、一つの体(全体)

の肢体(部分)を意味します (5: 30)。

しかしもともと、私どもは、相互に、異なる存

在でした。何より、ここで取り上げられているの

は、ユダヤ人と異邦人との問題です。ユダヤ人と

異邦人とは、なんら接点がなく、ユダヤ人にとっ

ては、接点を設けてはならない存在に他なりませ

んでした。異邦人を「割札のない者J(11) と呼

ぶことのなかに、彼らへの侮蔑、敵意が込められ

ています。異邦人は、神と無関係な人問、「神を

知らず、遠〈離れてJ(12・13)いたという意味

です。そして実際に、異邦人は、割礼のない者に

他なりませんでした。

ところが、「今やJ(13) と、パウロのいわば叫

びにも似たような驚きを込めて、キリストの福音

が明らかにされます.つまり、まった〈水と油で

あったお互いを、一人の人間となられた御子キリ

ストが、十字架についてくださったことに「よっ

てJ、「双方をご自分において、一人の新しい人に

造り上げて、平和を実現し、十字架を通して、両

者を一つの体として神と和解させ、十字架によっ

て敵意を滅ぼされJ(15・16)たのです。今や、キ

リストご自身が著者であるユダヤ人と読者である

異邦人と、さらには異邦人同士をも和解させ、一

つの体のなかに結び合わせて下さったのです。こ

のようにして、平和が樹立されたのです。キリス

トこそ、平和そのものであり、平和の幹 (4:3) 

です。

「私どもの平和であるキリスト J(14)が、すで

に、この戦い(神との戦闘とそれゆえに人間同士

の戦闘)の只中にある地上に「キリストの体なる

教会」を創出してくださり、存続させてください

ました。つまり、人類の究極の憧れ、とりわけ戦

争の惨禍に苦 Lめられている人聞の究極の望みで

ある平和を、キリストの教会は、先取 IJしている

わけです。このような聖書に基づく自己理解を深

めてゆく教会であれば、平和を創り出すために働

くこと、結果的に政治的になる発言と取り組みへ

の参加を避けて通ることなどは不可能であること

も明らか過ぎるはずです。この教会が、この世界

に存在させられていることの意義を思うなら、教

会こそ、「世界の平和・地上の平和Jの鍵を握っ

ていることも分かるのではないでしょうか。ちな

みに、筆者の仕える伝道所は、教会の業として、

地域に向けて「伝道新聞J(25，000部)を発行し、

その中で、 f教会は平和憲法を守リますJなどと

メッセージを発信しています。

大江健三郎氏は、 rU'新しい人』の方へJ(03年、

朝日新聞社)というエッセイにおいて、子ども達

に、 fあなたたちには、新しい人になってもらい

たいし、なる以外に平和や希望をもって生きるこ

とはできな Lリと、呼びかけておられます。『新

しい人Jとは、ここで語られている抑言葉の引用

に他なリません。しかし肝心の、どうしたら「新

しい人Jになれるのかは、記されていません。私

どもは、知っています。そのために、キリストの

犠牲の御血が必要なこと、しかもすでに御血は流

され、すでに私どもは神の平和を与えられ、新し

い人にされていることをです。教師方は、子ども

遣に、「平和に生きる倫理」を語ると同時にそれ

以上に、福音の勧告、つまり、主イエスを信じ、

従うように呼びかけなければなりません。

(相馬伸郎)



8月13日 「平和を創り出す」 カテキズム研究

カテキズム 子どものための平和カテキズム

子どものための平和カテキズム

問 私たちが平和に生きるために、神様はどのような道をそなえてくださるのですか。

答 すべての争いは、まず人の心にやどリます。

ですから、まず人々の心に平和の砦(とりで)が築かれなければなりません。

神は、キリストによって、敵対する者たちの聞に、まことの平和をもたらし、

キリストの平和のなかへ、すべての人を招いておられます。

信仰によって、神様とのあいだに、まことの和解(平和)を得た私たちは、

隣人とのあいだにも、平和のまじわりをつくるよう召されます。

その平和が、固と園、民族と民族、

たがいにことなった人々のあいだにも広げられるよう、祈りもとめます。

(1) 主イエス・キリストは、山上の説教のなか

で祝福の言葉を語られました。

「平和を実現する人々は、幸いである、

その人たちは神の子と呼ばれるJo

平和は、神の固に生きるキリストの弟子たちが、

日々これを追い求めて生きるべき、生の規範です.

その意味で、キリストの教え(教会の教理)のな

かに、「平和Jの招きを正し〈位置づけることは、

すべての時代のキリスト者にとって、欠くことの

できないキリストの要求なのです。

(2) キリスト・イエスによってもたらされる平

和。それは、なによりも神と私たちのあいだに打

ち立てられた、和解の福音です。

「こうしてキリストは、双方を御自分において

一人の新しい人に造り上げて平和を実現し、十字

架において、両者を一つの体として神と和解させ、

十字架によって敵意を滅ぼされました。キリスト

はおいでになり、遠〈離れているあなたがたにも、

また、近くにいる人々にも、平和の福音を告げ知

らせられましたJ(エフェソ 2章15......17節)。

(3) 神が、主イエス・キリストによって始め、

完成してくださった平和。それは、徹頭徹尾、神

ご自身のみわざです。そのようにして、神との平

和に招かれたキリスト者と教会は、平和をめぐる、

種々の新しい次元についても、祈りと使命を受け

とめる、『新しい人Jに変えられます。

聖書のなかで語られる平和は、さまざまな次元

を含んでいます。武力や暴力で相手をおびやかす

ことは、最も平和から遣いことです。とくに、現

代における戦争が、なにか良いものを生み出すこ

とは決してあリません。

(4) けれども表向き戦争が行われていない、と

いうだけで、平和が実現しているといえるでしょ

うか。人間らしく生きる希望や可能性を摘み取っ

てしまうような『平和j は、戦争と同じほどに耐

えられないものになります。

「平和を実現する幸Lリに至る道が、いったい

いつ聞かれるのか、途方にくれるばかりです.け

れども、キリストにある新しい人は、平和の実現

にたいして、諦めない人間です。諦めないために

必要な、希望の道を、まず最初に歩いてくださっ

たのは、主イエス・キリストです。

(5) キリストが切り聞かれた平和の道を、主と

共に歩む人々を、神は求めておられます。決して

平坦ではな L、。しかし、すでにキリストは、この

道を歩みぬいてくださリ、教会と世界を、まこと

の平和へと招いておられます。

日本の国もまた、平和への道からさらに遠ざか

る選択に身をゆだねようとしています。和解の福

音を、現代のこの状況とこの次元に、現実的に適

用し、平和を求める決断に固〈立つことが、わた

したちに求められています。教会は、平和に向か

う新しい人として、子どもたちを教育すべき任務

を負っているのです。(小野静雄)



8月13日 「平和を創り出す」 説教展開例

テキスト

参照カテキズム

エフェソの信徒への手紙2章14-22節

子どものための平和カテキズム

(単元のねらい〕

クリスチャンにとって、平和のために祈リ、働くということは、この時期だけでなく、いつも求めら

れていることです。しかし、 8月15日は、わたしたちの国が「天皇」の名によって行ったアジアへの侵

略戦争が敗戦によって終わった日です。また、日本の教会は戦前、日本の国が無謀な戦争へと突き進ん

で行〈時、見張りの務めを呆たすことができず、かえって、戦争に協力するという罪を犯しました。だ

からこそ、教会はそのことを特に悔い改め、平和への責任を自覚する月として、この8月を覚えること

が大切です。

わたしたちクリスチャンは、そして教会は、わたしたちの国が再び戦争の過ちを犯すことが無いよう

に見張って行かなければなりません。そのためにも、わたしたちは礼拝を通して、イエス・キリストこ

そが、「わたしたちの平和Jそのものであるということを、子どもたちと共に確認し、神様への悔い改

めど、平和への祈りを共に献げたいと思います。

『キリスト之を、わ定し芝ちの平岡』

みんなは 8月15日が何の目か知っていますか。

8月15日は日本の国の敗戦記念日です。今から61

年前、日本が戦争に負けて、戦争が終わった目で

す。

その時の戦争では約二千万人のアジアに住んで

いる人たちが殺されました。日本人もたくさんの

人が戦争で死にました。もちろん、みんなは戦争

を直接は知らないと思います。しかし、あの戦争

でた〈さんの子どもたちが死んだのです。子ども

たちのお父さん、お母さん、おじいちゃんやおば

あちゃんも死にました。本当に戦争は恐ろしいも

のです。

たまに漫画や映画で、戦争がカッコイイこどの

ように書かれていることがありますが、それはウ

ソです。戦争は全然かっこ良くありません。戦争

はみんなの楽しい生活をめちゃ〈ちゃにし、家族

をバラバラにしてしまいます。自然が壊され、動

物たちも殺されてしまいます。戦争はみんなを不

幸にし、みんなを悲しくさせるのです。

でも、どうして人聞はそんな恐ろしい、パカな

戦争をするのでしょう。神様がわたしたち人聞を

遣ってくださったのは、戦争をするためですか。

遣いますね。神様はみんなが仲良〈愛し合って、

平和に生きるために、人聞を造ってくださったの

です。それなのに、どうして人聞は人を殺したり

戦争をするのでしょうか。それは人間に罪がある

からです。

みんなはお菓子大好きですね。でも、そのお菓

子が一つしかない時、どうしますか。 f僕が欲し

いJ、『わたしが欲し Lリ、と言って、ケンカをす

ることはないですか.相手が自分より強い場合は

黙っているけど、心の中では相手のことを憎んだ

リ、相手が自分より弱い場合は、自分が取ってし

まう、ということはありませんか。たぶん、ある

と思います。わたしたちの心の中には『人を憎ん

だり Jr自分さえ良ければいいJという気持ちが

あります。しかし、それが罪なのです.そして、

みんなの心の中にあるそういう罪が集まって、だ

んだん大きくなって戦争になるのです。

それなら、わたしたちは戦争ではな〈、みんな

と平和に生きるためにはどうしたらよいのでしょ
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うか。そのためには、今お話したように、みんな

の心の中にある相手を憎んだリ、自分さえ良けれ

ばいいと考えてしまう、その心を変える必要があ

ります。そして、イエス様がマタイによる福音書

の5章44節でおっしゃっているように、敵を愛し、

自分を迫害する者のために祈ることが大切です。

しかし、それはとても難しいことですね。自分の

カでできるでしょうか。できません。それなら一

体どうしたらよいのでしょうか。

実は今日の聖書の御言葉は、そのために大切な

ことを教えています。 2章14節.....，16節を見てくだ

さい。そこで、パウロさんは「実に、キリストは

わたしたちの平和であります。ニつのものを一つ

にし、御自分の肉において敵意という隔ての壁を

取り壊し……Jと語っています。ここで言われて

いることを簡単に説明すると次ぎのようなことで

す.

イエス様はわたしたちを愛して十字架におかか

りになってくださった。それによって、わたした

ちの心の中にある、自分さえ良ければいいと思う

心、相手を憎んだりする心を取り去ってくださっ

た。だからこそ、イエス様によって、今までケン

カしたり、憎しみ合っていた者たちの聞にも平和

が与えられるのだ、ということなのです.

でも、なぜそんなことが起ったのでしょうか。

それはイエス様の十字架には、わたしたちの罪を

赦し、わたしたちに平和をもたらす、素晴らしい

神様の愛があるからです。そして、この神様の愛

だけが、わたしたちの世界に本当の平和を創り出

すことができるのです。だからこそ、パウロさん

はここで、「実に、キリストはわたしたちの平和

でありますj と言うことができたのです。

わたしたちはイエス様を信じていても、つい自

分のことだけを考えたり、お友達のことを悪〈

思ったり、ケンカをしてしまうことがあります。

でも、そんな時こそ、わたしたちを愛して十字架

にかかってくださったイエス様の愛、神様の愛を

思い出して〈ださ~'0そして、そんなイエス様を

みんなの心の中にしっかりとお迎えして〈ださ~'0 
そうすれば、必ずイエス様の平和がみんなの中に

広がって行きます。

どうか、イエス様の平和がこの世界の中で大き

く広がって、一日も早〈世界中から戦争や武器が

なくなって、平和な世界が実現するようお祈りし

て行きましょう。(弓矢健児)

〔今週の暗唱聖句〕 エフェソの信徒への手紙2章14節前半

実に、キリストはわたしたちの平和であります。



8月13日 「平和を創り出す」 幼稚科

〈一週間の準備:乙れで分級の90掲は決まる〉

1) 8/6にお休みの子はいませんか? どうし

てお休みだったんでしょう。次回出席できるよう

お祈りください。できたら、お手紙を出しましょ

う。 2)8/13の分級で何を話しますか。話す内容

を一週間じっくり考えましょう。当然、出席する

子供たちの顔を浮かべながら……、教案の準備は

祈 I}ではじめましょう o 3)子供たちの成長のた

めに、教会に送り出してくれている家族のみなさ

んのために祈りましょう。

〈分級では〉

お盆休みの週です。正月の休みとあわせて、教

会学校の子供たちの出席状況が一番変化する週で

す。いつも出席している子供たちが、帰省で欠席

したり、反対に帰省先の教会では新しい出席者が

与えられます。子供たちはそんな環境の変化で

ちょっとそわそわします。欠席している子供たち

のために祈ることを忘れないでください。また新

しくさて〈れた子供たちも、喜んで向かえ、お名

前を伺い、一緒に分級を進めましょう。一回だけ

で次回から来ないとわかっている子供に関心を持

たない先生を見かけます。大間違いです。神様が

せっかく与えて〈ださった大事な出会いです。喜

んで向かえ、ともに祈 I}、貴重な時間をすごして

くださ~'0 

〈分級のねらい〉

「平和Jというテーマから、無理をして、戦争

〈み九なでお祈り〉

131Jt.J:平和をつ<I}だすものとしてくださ L、

と積極的に結ひ.つけて話す必要はないと思います.

受け止める子供たちの様子を考えながら、展開方

法を準備しましょう。絶対にはずしていけないの

は、「キリストこそ私たちの平和の源なのだJと

いうことです。

人間は本当に小さな些細なことから、殺しあL¥

憎みあい、傷つけあう存在です。その醜さの最た

るものは戦争なのかもしれません。名前も知らな

い、憎んでもいない相手を戦争という根拠のもと

で、殺しあうのですから。

いつの時代にも消えることのない、人と人の聞

の憎しみ、それを解決する方法は無いのでしょう

か.私たちはその答えを知っています。イエスに

よる平和です。しかし、それを知っていても、な

お憎みあう存在なのです。先生の苦悩を正直に子

供たちに話してはいかがでしょか。幼稚科の子供

たちにどのくらい伝わるでしょうか?? みなさん

不安になるかもしれません。でも、私はあんまり

心配していません。彼らは幼いかもしれませんが、

幼いなりに友達や家族の中で、憎しみの気持ちが

わき悩んでいる存在だからです。したがって、あ

る程度イメージできるはずです。

〈祈り〉

神様、私たちは、友達をわざといじめたり、意

地悪することがあります。でも、それはぜんぜん

楽しいことではありません。周 1}の困っている人

たちのためにお祈りしたり、助けてあげることの

できる人にしてくださいa

神さまが私たちを平和の使者として遣わしてくださった患みに感謝しましょう。でも、私たちの力で

は平和をつくりだすことはできません。ですから、みんなで平和をつくりだすものとしてくださいと

いうことを素直に祈っていきましょう。「人を憎む心を取り去ってくださ Lリとか、「お友達にいじわ

るすることがないように」とか「お父さん、お母さんにうそをつ〈ことがないようにJなど、子ども

にとって日常の身近な『罪Jをそれぞれにあげてもらい、それぞれが声にだして祈っていくという、

祈祷会スタイルをとっていきます。平和は日常のなかで作られていくものであるということを知り、

それを求めてお祈りすることができるように、大人も一緒に心をあわせて祈って生きましょう。



8月13日 「平和を創り出す」 小学科下級

〈子どもたちに伝えたいこと〉

私たちの教会は、戦争の反省から、まことの神

様にしたがって、まことの平和をつくりだすこと

を願った先輩たちによってつくられたこと。

私たちは、主イエスによって示された「愛Jに

生きることによって、まことの平和を手に入れる

ことができると L、うこと。

〈展開例〉

08月は私たちの国:日本にとってたいせつな月

です。それは、今から 70年ほど前に、私たちの

国が、お隣の中国や、アメリカや、イギリスな

どの固と始めた戦争に負けた月だからです (8

月15日)。

負けたことがくやしいから、 8月を大切に思

うのでしょうか? そうではありません。私

たちの国は、昔、本当の神様ではない、ただの

人を「神様Jにして、その神様が治める国が他

の国よりも優れているといって、戦争を始めま

した。その戦争に負けたことで、ただの人を神

様にしていた間違いに、私たちの国が気がつく

ことができたからです。

※敗戦の意義を「現人神Jの支配を利用しようと

した「大日本帝国Jが、真の神の前に打ち砕か

れたことに置いて考えてみました。

O皆さんが来ているこの教会の、皆さんのひいお

じいさんにあたるくらいの先輩たちは、私たち

の国が戦争に負けた時、本当の神様とともにい

ようとすることが、本当の平和のために大切な

ことだと気がついて、私たちの教会を本当の神

様に従う教会になるようにしようと考えました。

私たちの教会は、「日本キリスト改革派教会Jと

いうグループの教会です。むつかしい言葉です

が、「改革Jというのは「新しいものに変わっ

てい(Jということです。私たちは、どんな

「新しいものJになろうというのでしょうか。

それは、神様の言葉である聖書に書かれてい

るような、イエス様といっしょにいることをよ

ろこぶ「新しい人Jになることです。

※教師は、改革派教舎の創立者である先輩たちの

思いを、創立宣言を挽んで再確認したいと思い

ます。

Oイエス様は、一番大切な神様の命令は、神様と

人とを愛することだと教えてくださいました

(マタイ 22:37)。私たちは、神様の言うことを

聞こうとしない私たちをも大切に思って、天国

に行くことができるようにイエス様を送ってく

ださった神様の大きな愛を知って、同じように

神様に大切の思われている私たちの周りの人た

ちを、大切にしていきましょう。いつも一緒に

遊んでいる友だちばかりではなく、他の国の人

たちも、同じように神様に大切に思われている

人として、大切に思いましょう。そこから、本

当の戦争の無い平和な世界が生まれるのです。

※真の平和は、主にあって互いに愛し合うことか

ら始まリます。そのことを、自分が神様に愛さ

れているから、自分の内に有る平和を再確認し

て、確信を持って語りましょう!
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8月13日 「平和を創り出す」 小学科上級

〈ねらい〉

神様が人聞を創造して〈ださったのは、お互い

に愛し合い平和に生きるためであることを知って、

平和に生きるためにどんなことをしたら良いのか

考えてみる。

〈展開倒〉

1.今日の話はとても大切な話でありました。皆さ

んは平和のことをどれだけ思ったことがあるで

しょうか。どんな時、「平和だなJと思いますか。

2.反対に、皆は戦争のことをどう思いますか。

3.固と国が戦うことも戦争ですが、一人の人が一

人の人と喧嘩することも小さな戦争です。皆が

仲良〈暮すためには、どんなことが必要ですか.

4.以前、日本は韓国や中園、アジアの多〈の国を

苦しめました。そのアジアの人々に対して、わ

たしたちができることはどんなことがあるで

しょう.

5.人々がまことの平和に生きるためには、イエス

様の愛が必要です。日本の人だけではな〈、世

界の人々にイエス様を伝えて、皆がイエス様を

信じるようになると平和に暮すことができます。

だから、わたしたちも皆がイエス様を信じるこ

とができるように祈っていきましょう。

〈お祈り〉

愛する神様。わたしたち日本は以前、戦争を起

こして、アジアの多〈の人々を苦しめました。こ

のような罪の多い国ですが、イエス様の十字架の

御業によって、わたしたちを赦してください。そ

して、多〈の人々にキリストの愛を伝えることが

できるようにして〈ださい。

そのかなめ右1;1イエス・キリスト押自身
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8月13日 「平和を創り出す」 中学科

〈今日のカテキズム〉

カテキズム研究のべージを参照して〈ださ L、。

〈一緒に読んでみよう!) 

今日は、平和を考える日です。世の中の動きを

見る時、神さまが庁、して〈ださっている愛が忘れ

られてしまっている、と思わされます。それは有

名なコリントー13章の愛の讃歌をじっくりと読ん

でみると、わかってきます.

次にご紹介する方法は、南アフリカからの宣教

師、デベット先生に教わったものです.

(1)まず、コリントー13:4-7を、聖書に書いてあ

る通 IJに声に出して読む。

「愛は~耐強 L、。愛は情け深い。ねたまな~'0愛

は自慢せず、高ぶらない。礼を失せず、自分の利

益を求めず、いらだたず、恨みを抱かない。不義

を喜ばず、真実を喜ぶ。すべてを忍び、すべてを

信じ、すべてを望み、すべてに耐えるoJ

(2)次に、同じテキストを、「愛Jを「キリストj に

置き換えて、声に出して読む。

「キリストは忍酎強い。キリストは情け深い。ね

たまな L、。キリストは自慢せず、高ぶらない。礼

を失せず、自分の利益を求めず、いらだたず、恨

みを抱かない。不義を喜ばず、真実を喜ぶ。すべ

てを忍び、すべてを信じ、すべてを望み、すべて

に耐えるけ

(3)次は、もとのテキストを、「愛j を「私j に置

き換えて、声に出して読む。

(3)の置き換えた文章は記しません。惨めな思い

で告白しますが、それはウソだからです.わたし

は、このように読むよう言われ、その通りにした

時、「それはウソだ、わたしはそうではないJと

いう思いで胸がしめつけられ、あとからあとから

涙がこぼれて仕方がありませんでしたo (2)をした

時は f本当にそうだJと思い、感謝の気持ちで

いっぱいになったのに、続いて(3)をしたら、惨め

な自分の姿を思い知らされることになったのです.

平和を考える時、そうではない現実をみて、ま

ず世の中を批判してしまうものですが、本当に反

省すべきは、自分自身の中の愛の欠如なのではな

いでしょうか。

また、このように読んでみることによって、キ

リストが愛であることがわかり、それゆえにキリ

ストが平和をもたらす方(平和そのものと言って

もいいかもしれません)であることがわかります。

まず、ご自分で同じようにコリントー13:4-

7 を読んでみてくださ ~'o もし何も変わらないの

なら、分級でこの方法をなさることはおすすめし

ません。

御言葉のカを感じてくだされば、と思います。

〈今週の聖書目標〉

日曜日 ローマ 12: 9-21 

月曜日 ローマ 14:17-19

火曜日 コリントー1: 10 

水曜日 ガラテヤ6:10 

木曜日 ヨハネー2:7-17

金曜日 フィリピ2:1........11 

土曜日 マタイ 22:37........40

n
ヨ



8月20日 「天からの食べ物」 聖書研究

テキス卜 出エジプト記16章1-36節

我々のテキストは、「民が不平を言う Jという

モチーフから始まる (2，3節}。それは民数記にも

見られるものであるが、我々のそれとは、民に対

する神の反応が明らかに遣う。民数記では、神は

民の反逆に対して激しく怒り罰したもう。そして

マナの物語、メリパの泉の物語は、今度は神の患

みを忘れた民の反逆を際立たせる意図を持って語

りなおされる(民数記11: 1 -34， 20 : 1 -13)。

我々のテキストにはそのような意図はまだない。

それゆえ、ここでの「民の不平」は、むしろこの

前の出エジ14:10-12と似ている。あの海渡りの

時ど同様に、神は彼らの不平を飲み込んで救いを

与え、その恵みの大きさを彼らの記憶に刻み付け

られる。契約締結直前にして、ぶつぶっと文句ば

かり言う極めて人聞くさいイスラエルを愛し〈守

り続ける神の姿がここにも見られる.やがてその

ような恵みも忘れて、反逆を企てる民の愚かさを

知りながらも、神はこの物語によって、患みの記

憶を残してくださるのである (32-34)。

ここでは「天から与えられたパンJとしてのマ

ナの異常性に目が向けられがちだが、むしろ注目

すべきはその自然性であるだろう。マナとは何か

については諸説あるが、ギョリュウ科の低木の果

実から樹液を吸うアプラムシの一種が排出する、

黄白色の薄片や球状の分泌物だとする見解が有力

である。それはでんぷん質や糖分が豊富であり、

シナイ半島に住む人々は今でもそれを集めて一種

のパンに焼き上げる(また、それをマナヒ呼ぶ)

どのことである。またうずらについても、アフリ

カや地中海からの渡リ鳥は、飛ぶのに疲れている

ために、人が手でっかめることがしばしばある.

このように、この物語において示された神の患み

は単に異常な出来事ではなく、むしろ普通ありう

ることであり、日常生活の中で十分に見出しうる

ものであったという認識が重要であろう。神は日

常生活において繰り返し祝福を与えられる方であ

る。神の奇跡の御手は、我々が見出しうるところ

にある。神は世界を創造された大いなるカと同じ

力を持って日々摂理され、 r~、つもと変わらない

今日Jを用意し、我々を養ってくださる。イスラ

エルもまたそのようにして、荒野での40年の成月

を養われたのである。

そしてここでは、一日に必要な分だけの食料を

神が確かに与えて〈ださるという患みが豊かに示

される。我々は日毎のパンを求めればよい(マタ

イ6:11)。有り余るほど宮を積んでも神の前に豊

かになることはない(ルカ 12: 13-21)、また明

日は何を食べるか思いわずらう必要もない(ルカ

12: 22-30)。この恵みに裏付けられてこそ、「む

さぼることなかれJという第十戒もまた説得力を

持つ。そしてこのテキストで実は最も問題になっ

ているのは、白骨の必要を神に委ねる信頼にたて

るかどうかであると言うこともできるだろう。神

はまさにそのことを試すために、この出来事を起

こされるのである (4節)。

またこのテキストに示された安息日の祝福につ

いても触れねばなるまい。神は安息日の前日だけ

は、食料の貯奮をよしとされた。それは我々を安

息日に休ませるためである (29節)。神はエジプ

トでの休みなしの隷属生活からイスラエルを解放

し、「休むJことを要求されている。その意味で

安息日の休息の恵与は、この世界のあらゆる抑圧

に対する神の宣戦布告であり、神の民の身体的・

精神的平安を奪わせはしないという、慈しみ深い

神の御意志の先鋭化だと言うことすらできょう。

それゆえ我々はこのテキストから「休むJことを

教えられるべきである。安息日を神と共に休み、

神のもとに憩う日として聖別することへと招かれ

た幸いを思い、この祝福された神の民のリズムへ

と幼な子たちを招きたいものである。(坂井孝宏)
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8月20日 「天からの食べ物J 説教展開例

テキスト 出エジプト記16章1-.， 36節

参照カテキズム 子どもカテキズム問82

{単元のねらい)

イスラエルの民は奴隷状態だったエジプトを脱出し、救いを体験した。さらにイスラエルの民は何も

ない荒野で肉の糧を必要としていた。彼らは神が神の民を養われることを忘れ、神に対して疑いを持ち、

不信仰をあらわにした.しかし憐れみに富む神はイスラエルの民を、天からの食物であるマナをもって

養われ、神様は彼らに一日一日の分を与えられ、安息日の前にはニ日分を与えられ、安息日には食物の

心配をせずに神のみを礼拝できるよう配慮された。この神からの食物こそ霊の糧、キリストをさしてい

る。

『宍からの食べ物』

皆さんはお腹がすいた経験をしたことが何度も

あるでしょう。食べるものが何もない、どこにも

ないとしたらどうでしょう。こんなにつらいこと

はあリませんね。

奴隷状態だったエジプトを脱出したイスラエル

の民も、荒野でこのような経験をしました。この

とき、彼らは何をしたのでしょうか。自分たちを

救ってくださった神様に信頼して祈り、願い求め

ればよかったのでした。しかし彼らはそうせずに、

なんと『エジプトで腹いっぱいの食事をして死ん

だほうがましだったJと、文句を言い出したので

した。こんな不信仰をあらわにした彼らでしたが、

神は彼らに憐れみをかけるのをお忘れになリませ

んでした。なんと、神は「見よ、わたしはあなた

たちのために、天からパンを降らせるけどお約

束されたのでした。神はイスラエルの人たちを、

この天からのパン、すなわちマナをもって養われ

たのでした。

彼らは神様の約束を信じてマナを集めに出かけ

ました。ある人々は沢山、あるものは少なく集め

ました。しかし、ここで不思議なことが起こって

いたのです。沢山集めた者も少ししか集められな

かった者も、ちょうど一人にーオメルずつの割合

で、家族の数に従って必要なだけありました.し

かも神様は、イスラエルの人々に一日一日の分を

あたえられただけで、決して一週間分を一度に与

えられることはなさいませんでした。もう一つ不

思議なことは、六日目にはニ自分のマナを集める

ことが出来、多〈も少なくもありませんでした。

こうして彼らは七日目に休むことが出来たのでし

た.

また、マナは、母日朝早〈拾い集めなければな

りませんでした。太陽が昇 IJ、日が熱くなるとマ

ナは溶けて消えてしまいました。ですから早朝に

マナを集める働きを怠ると、拾うことが出来ませ

んでした。

この箇所から教えられることがL、くつかありま

す。

その第一は、神は天からの食物をもって私たち

を養っていてくださるということです。このマナ

は確かに体を支える食物ですが、同時に私たちの

魂を養う食物でもあるということです。つまり

「霊の糧であるJということです。なぜならこの

マナは天から下ってきたパンだからです。イエス

様ご自身も「わたしは、天から降ってきた生きた

パンであるJ(ヨハネによる福音書16:51)と言っ

ておられます。使徒パウロも「霊的な食物J(コ

リントの信徒への手紙一10:3)と語っています。

第二の教えは、このマナは一目に一日分だけ与

えられたということです。これは、私たちにとっ

て、どういう意味があるのでしょうか。……神様
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が与えられる患みによって、今日一日を十分に生

きなさい、ということでしょう。この点、イエス

様は私たちにとってよい模範となるでしょう。イ

エス梯には絶えず迫害や試練が待ち受けており、

いつ、どんなことが待ち受けているかわかリませ

んでした。また、彼を捕まえ、命を奪おうとする

者に、絶えずつけねらわれておリました。しかし、

イエス様はいつも心の平静さを保っておられまし

た。弟子たちが心配したときも、「わたしのとき

はまだ来ていなLリと言われたように、一日一日

を生き抜いておられました。イエス様は、「明日

のことまで思い悩むな、明日のことは明日自らが

思い悩む。その日の苦労は、その日だけで十分で

あるけ(マタイによる福音書6:34) と語ってお

られます。

皆さんには昔の出来事、また反対に、これから

将来自分に何が起こるか心配でいっぱいの人もい

るでしょう。でも安心してくださ L、。神様にそれ

らを全てゆだねてくださ~'0 (マタイによる福音

者11: 28)。神様はその昔イスラエルの人たちを

天からのマナで養ってくださったように、皆様に

も今日を精一杯生きる天よ 1}のマナをもって養っ

ていてくださいます。

第三の教えです。マナは朝早〈集めることです.

皆さんは早起きですか。あわただしい朝ですが、

その目、一日生きるための魂の糧は、朝早〈起き

てキリストと交わるときに、御言葉から受けるこ

とができます。朝少し平〈起きて、イエス様と交

わる時間をとって〈ださ~'0きっとすばらしい一

日となるでしょう。

最後は、神様がイスラエルの人たちに六日目に

ニ自分のマナを備えてくださったことから教えら

れましょう。神様のほうから、七日自の休みのた

め必要な植を六日目にニ日分備えてくださったの

です。ですから、土曜日を主の日への備えの日と

して日曜日の分まで準備し、日曜日、主の目は全

ての業を休み、神様に出会い、本当の安息を実現

いたしましょう。(片岡正雄)

〔今週の暗唱聖句〕 ヨハネによる福音書6章35節

イエスは言われた。

fわたしが命のパンである。

わたしのもとに来る者は決して飢えることがな〈、

わたしを信じる者は決して渇〈ことがないけ
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8月20日 「天からの食べ物」 幼稚科

〈一週間の準備:これで分級の90見は決まる〉

1) 8/17にお休みの子はいませんか? どう

してお休みだったんでしょう。次回出席できるよ

うお祈りくださ~'0できたら、お手紙を出しま

しょう。 2)8/20の分級で何を話しますか。話す

内容を一週間じっ〈り考えましょう。当然、出席

する子供たちの顔を浮かべながら……、教案の準

備は祈りではじめましょう。 3)子供たちの成長

のために、教会に送り出してくれている家族のみ

なさんのために祈りましょう。

〈分級では〉

夏休みも、残り 2週間となりました。お盆休み

で帰省した子供たちも帰ってきて、分級ももとの

メンバー構成に戻ったのではないでしょうか。み

んな真っ黒な顔しているんでしょうね。子供たち

の健康を守ってくださった神様に感謝します。子

供たちは、欠席していた間に起きたことを話した

〈でしょうがあリません。何度も書きますが、準

備していた内容をすっ飛ばしてでも、子供たちの

話に耳を傾けてあげましょう。(でも、奇遇、こ

ればかりでは、雑談合になってしますので注意が

必要です)

〈分級のねらい〉

個人的な話をして申し訳ないのですが、私はこ

のマナの箇所が大変好きです.何度、この箇所か

ら救われたことでしょう.自分のカに頼ってしま

〈共通工作〉

/fJ11fJ:みんなで紙芝居を作ろう!

い、あれこれ悩む自分、いらだっ自分を、何度も、

何度も助けて〈れました。

神様は、マナを私たちにくださいました。それ

も絶妙な方法で、朝早〈取りにいかねばならず、

それぞれ必要なものを一日分くださいました.た

だし、安息日の前の目にはニ自分くださり、安息

日に集中できる環境を作って〈ださいました。神

様は、日々必要なものを私たちに与えて〈ださり、

私たちを豊かに養ってくださる方なのです。まず、

その部分が子供たちに伝わればと願っています.

しかし、私たちは、これで満足しない存在です。

神様の恵みを当たり前にように受け取るようにな

り、しまいには必要以上に宮を増やすことに熱中

し、自分中心的な行動に走ってしまう者です。そ

れぞれの神様からのマナに満足できな〈なった時、

平和がくずれ醜い争いが各所で生じるのです。自

分中心でな〈、神様にゆだねて、神に従って歩む

時、私たちは平和を得ることができるのではな.い

でしょうか。

〈祈り〉

神様は私たちに必要なもの、必要な量をご存知

なかたです。神様が与えてくださる食べ物、飲み

物、空気……、すべてに不満をいうことな〈感謝

することができますように.世界には、食べるこ

とができず困っている人がいます。その人たちを

助けることができますように。

族長時代から出エジプトまでの一連のストーリーを創世記から申命記までのお話の流れと神様の約泉

の実現をこどもたちと一緒に理解していくこと

4書館ずg:5の:紙、色鉛筆、 〈れよん(絵が描ける道具ならなんでもよ弘、)

伊束手....，:その日のお話の終7後に一番印象に残ったところをそれぞれ絵に描いてもらう.描いた絵は

とっておきます。最後の“モーセの死"の単元が終わった時点で、描かれた絵とぬりえ例の絵をすべ

て集めて、並べると紙芝居ができあがります.最後にみんなで作った紙芝居を使って、お話をしても

よいでしょう。



8月20日 「天からの食べ物」 小学科下級

〈子どもたちに伝えたいこと〉

神様は、私たちに必要なものを必ず準備してく

ださる、ということ。

それは、私たちの思いではなく、神様の御心に

よって決められることだが、それで私たちに不足

が生じることは無い、ということ。

〈展開倒〉

礼拝で聞いたお話を思い出しましょう。

O旅の途中で食べるものがなくなってきたイスラ

エルの人たちは、文句を言いはじめました。葦

の海で絶体絶命のところを、神様の大きなカで

助けられたというのに、ちょっとおなかがすい

ただけで、「あ~あ、奴隷でもエジプトにいた

方が、おなかいっぱい食べられたからよかった

なあ-Jと言うのです。エジプトにいたときは、

奴隷なんていやだと思っていたのにね.

神様は、そんな自分勝手なイスラエルの人た

ちをどうしたでしょうか?

※神様は、恩知らずなイスラエルの人々に腹を立

てることもなく、マナとうずらを与えて彼らを

満足させて〈ださいました。

神様は、私たちが神様の大きな患みを忘れて

しまった時でも、私たちに必要なものを確かに

与えて〈ださいます。それは、神様からの恵み

が、私たちのしたことのごほうびだからではな

く、神様が私たちを大切に思っていてくださる

ことのあらわれだからです。

教師の皆さんには、思わぬところで神様から

の助けを与えられた経験がありませんか?

あったら、そのことを子どもたちに話してあげ

て〈ださい。

Oイスラエルの人たちは、自分のほしいだけ、マ

ナを集めました。ところが、マナは多〈集めす

ぎた分は虫がわいたり臭〈なってしまいました。

そして、少ししか集めることができなかった人

にも、その人がおなかいっぱいになるだけのマ

ナはあったのです.

※マナの量は、イスラエルの人々の欲しい量では

な〈、神様の決めた量が与えられました。しか

し、それでみんなが満足できるだけの量はあっ

たのです。

神様からの恵みを、私たちは自分のほしいだ

けを求めますが、神様はいつもそれに応えてく

ださるわけではありません。しかし、私たちは、

自分の欲しいだけは与えられなくても、神様の

下さったもので確かに満足できるのです.それ

が、神様に信頼を置〈者の幸いでもあります。

〈ちいさなお祈り〉

O神様は、私たちのいるものをよく知っておられ

て、私たちのいるだけのものを与えてください

ます。そのことを「ありがとうJとお祈りしま

しょう。
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8月20日 「天からの食べ物」 小学科上級

〈ねらい〉

わたしたちが日々生きるのは、肉のパンだけで

はなく、神様が与えてくださる霊の糧(御言葉)

が必要であることを覚え、御言葉の大切さを認識

させる。

〈展開例〉

1.この世の中で私たち人聞が生きるのになくては

ならないものというのは、どんなことがあるか

話し合いましょう。

例)水、空気、食べ物、人(仲間)、お金

2.もちろん、そのようなことがなかったならば生

きることができない、あるいは難しいことで

しょう。しかし、もう一つ、イ エス様を信じ

るわたしたちに忘れてならないことがあります。

それは何でしょうか。

3.それは神様の抑言葉です。先生の話の中にあり

ましたように、私たちは毎日パンやご飯を食べ

ますが、それと同時に神様は私たちに霊の糧

(パン)である御言葉を与えて〈ださいました。

それは、天から降ってきたマナのように、天に

おられる神様が与えてくださったイエス様につ

いての話です。わたしたちが骨日食事をするよ

うに、御言葉を骨日食べる(読む)ためには、

どうすれば良いでしょうか。

4.家の人が皆教会に来ているならば、毒自家庭礼

持を持つことを勧めます。自分一人で教会に来

ている人であるならば、寝る前に聖書を少し読

んで、お祈リして護るようにしましょう。この

御言葉は必ずこれから生きるために役に立つこ

とになります。

〈お祈り〉

神様。イスラエルの人々に必要な食べ物を与え

て下さったように、わたしたちもつねに神様の御

言葉を必要に応じて与えてくださって、わたした

ちが神様の御心に生きることができるようにして

くださ L、
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8月20日 「天からの食べ物」 中学科

〈今日のカテキズム〉

古参照カテキズムとして子どもカテキズム問82が

挙げられています.

問82 r我らの日用の糧を今日も与えたまえJで

は、何を祈り願うのですか。

答 神さまこそが、私たちのすべての必要を備

えて、楽しませて〈ださるので、私たちの

骨日の食べ物を〈ださい、神さまにのみ頼

らせて〈ださい、ということです。

女ハイデルベルクとジュネーヴの、主の祈り第四

の祈願についての問答を抜粋しておきました。

ハイデルペルク信仰問答

問125第四の願いは何ですか。

答 『われらの日曜の糧をきょうも与えたまえj

です。

すなわち、わたしたちに肉体的に必要なす

べてのものを備えてください、それによっ

て、わたしたちが、あなたこそ良きものす

べての唯一の源であられること、また、あ

なたの祝福なしには、わたしたちの心配り

や労働、あなたの賜物でさえも、わたした

ちの益にならないことを知リ、そうしてわ

たしたちが、自分の信頼をあらゆる被造物

から取り去り、ただあなたのよにのみ置く

ようにさせて〈ださい、ということです。

ジュネーヴ教会信仰問答

問276神はわれわれに、われわれの手の働きに

よって糧をえることを命じておられるのに、

どうして、あなたの糧をお与え下さいと神

に求めるのですか。

答 たといわれわれは生きるために働かなけれ

ばならないとしても、われわれの労働やや

リくりや勤勉がわれわれを養うのではなく、

ただわれわれの手や労働のよにあってこれ

らを実らせる神の祝福のみによるのであり

ます。さらにまた、われわれがどんなに自

由にしうる食肉をもっていても、われわれ

を養うのは肉ではなく、それを手段として

お用いになる主のみ力のみであることを理

解しなければなりません。

問277あなたに与えられるように祈るのですから、

何ゆえそれを、あなたのと呼ぶのですか。

答 それがわれわれのものとされるのは全〈わ

れわれにもとづ〈ものではなし神のご好

意によるのであります。また岡崎にそこか

らわれわれは、他人のパンを求めずに、わ

れわれが神の命に従って、正当な手段でえ

るべきパンを求めることを知らされるので

あります。

問279この祈りがあらゆる人に共通であるとすれ

ば、貯蔵物や長年のための豊かな財産を

もっている宮める者たちが、どうして一日

分を求めることができますか。

答 宮める人々も貧しい人々も、彼らの所有し

ているものは、主が彼らにその使用を許し、

また主の恵みをもってそれが役立つように

なさらないならば、何の役にも立ちえない

ことを理解しなければならないのでありま

す。従ってわれわれが所有しているもので

も、神がそれをわれわれにお与えにならな

い限り、われわれは何も所有しないのであ

ります。

〈今週の聖書日課〉

日曜日 詩編145: 14--16 

月曜日 マタイ 6: 25--34 

火曜日 使徒14: 17 

水曜日 使徒17: 25 

木曜日 申命記8:3

金曜日 詩編37:16・17

土曜日 詩編55:23 
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8月27日 「十戒を与えられる」 聖書研究

テキスト 出エジプト記19章20節.......20章17節

いよいよ 19章から出エジプ卜記は後半に入り、

イスラエルの宗教制度の根本が記される。特に大

切なのはこの19.......24章までの契約締結、律法授与

の場面である。「ここはモーセ五番だけでなく、旧

約聖書全体の心臓部にあたるJ(フランシスコ会

訳脚注入そしてそれは神とイスラエルの結婚式

にも例えられる爆発的な喜びの出来事である。救

い、救われたという神とイスラエルの蜜月の関係

は、ただの恋人関係で終わることな〈、互いに責

任を分かち合う夫婦の関係へと移行する。エジプ

卜の手から救い出した種々雑多なイスラエルの民

を、名実共に神を礼拝する『神の民』とするため

に、神が民と契約をむすばれる。そのような崇高

な場面がシナイ山で展開される。その中心がこの

十戒授与の場面であろう。

言い尽くされたことではあるが、十戒を語る上

で欠かすことの出来ないのは序言である (20:2)。

我々にとって神の戒めに従うとは、;令ややかな律

法主義的生活の強制に服する冬を意味しない。そ

んなことは決してあリえない。そう宮い得る根拠

は唯一つ.この十戒が、解放という神の患みに

よって創り出された、喜びに溢れる出来事に基づ

いているからである。だから我々はそこに温度を

感じる。神の愛の温度である。申命記7:6--8，32:

10.......日、またエゼキエル書16:2.......6を必ず読ん

でいただきたい。この愛深き主に選ばれた神の民

が、この十戒にはじまる律法において、契約が要

求している神の意志を聞き取ることが許された。

これを受け取ることで、彼らは神との特別な関係、

に入る。「わたしJと「あなたJの浪密な関係で

ある。我々もまたこの人格的関係に自覚的に踏み

込んで、自覚と責任を伴った神の民のアイデン

ティティーを確保するべきである。「十戒は聖な

る国民のよく練られたプロフィール (B.チャイル

ズ)J である。「私たちはこの戒めを与えられた神

の民だJという自己紹介ができてしまうほどに、

我々にとって十戒に集約された神の意志に従うと

いうことは、本質的かっ生命的なことなのである。

また主イエスは律法の要約として、「神を愛す

ることJと「人を愛することj を挙げられた(マ

タイ 22:34.......40など)。十戒の構成を考える際に、

第一戒から第四戒を前者に、第五戒以降を後者に

結びつける見方が一般的であるが、また、前半の

五つの戒めが前者に、後半の五つが後者に関係す

るとする見方もある。その理解に基けば、「心を

尽くして神を愛するJとは、あらゆる領域におけ

る神の主権(第一戒)と、自由と超越性(第二、

三戒)を重んじ、時間・空間における宗教的秩序

(第四、五戒)を重んじることとされる。また「自

分を愛するように隣人を愛するj とは、個人主義

的・主観的な倫理を超えた、共同体形成を志向し

た社会倫理の領域の問題として捉えられるべきで

あり、それは隣人=共同体成員の生命(第六戒)、

結婚の権利(第七戒)、行動の自由(第八戒※近

年の研究では、この戒めは物を盗むことではなく、

誘拐の禁止を命じたものだと解されることがある)

を重んじ、他人の名誉と法的場での共同体の基本

秩序を維持し(第九戒)、共同体成員の財産の不

当な所得を慎む(第十戒)ことだと言うことがで

きる。いずれも f神を愛し、人を愛するJという

事柄の深さ・広さや、それを生活の中で具体化し

ていくための道筋が一層明瞭にされる点で、意義

深〈重要である。

また十戒のそれぞれの戒めについては、ウエス

トミンスター大教理問答(問91.......152)、同小教理

問答(問42--80に詳しいので、私が付言するま

でも無いだろう。(坂井孝宏)
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8月27日 説教展開例「十戒を与えられる」

テキスト 出エジプト記19章20節-20章17節

参照カテキズム 子どもカテキズム問39，40

(単元のねらい}

奴隷状態だったエジプトを脱出することが出来たイスラエルの民は、神の救いを体験した。彼らは、

さらに約束の地に向かつて荒れ野を進んだ.この旅においてイスラエルは救いの神をイスラエル民族の

神とし、自分たちは神の民として歩むようになる。この民は、これから神の民としてどのようにして間

違った道にそれずに正し〈歩むのかを示すおきてを与えられた。そのおきての中心的なものが十戒であ

る。このおきてを通してイスラエルの民は神様の御心を知り、神様にどのようにしてしたがって歩むか

を教えられた。神様は他のどの民でもなくイスラエルを救いの民として選ばれて、世界中の人々にご自

分の救いのお考えと道をこのおきてを通して示された。人間の幸せは神様の救いを炉り、この救いに感

謝と喜びをもって従うことである。このような歩みこそ神の子、神の民として恵みを得る唯一の歩みで

ある。

『人隠恵みと事也を宅定らす律箔』

皆さんは人から何かを命令されたり、指示され

たりすることをうれしいと思いますか。自分は人

に干渉されずにもっと自由に生きたい、行動した

いと思うでしょう。実は私もそうでした。でも

ちょっと考えて〈ださい。人からの助言を聞こう

とせず、それを無視して自分のわがままを通そう

として自由に行動したらどうでしょうか。とんで

もない失敗をしてしまうこともあります。たとえ

ばお母さんと一緒にデパートやスーパーに買い物

にいって、お母さんが「迷子になってはいけない

から、必ずお母さんと一緒にいて離れてはいけま

せんよj という約束をしたとします。けれども、

その約束を無視して勝手におもちゃ売り場やお菓

子売り場に興味がそそられて動き回ってしまった

とします。その結果はどうでしょうか.お母さん

を見失い迷子になって不安で悲しくなって泣いて

しまうことになるかもしれませんね.

実は私も人の勧めや約束を破って大失敗をした

ことがあるのです.体の健康のために規則正しい

生活をし、適度な運動、からだの健療のために良

いと思われる食事をとるようにいわれておりまし

た。さらにはみんなから人間ドックといわれるか

らだのための健康チェックのために健康診断をー

年に一回は受けるようにと言われておりました。

私も、そのときはみんなと約束をしながら、「自

分の体は自分が一番よ〈知っている。自分は他の

人よリも健鹿であるはずだ」とうぬぼれており、

約束をいつしか忘れてしまいました。このように

私を愛し健療を心配してすすめてくれた人の忠告

や助言を無視して生活してきた結果どうだったで

しょうか。……私のからだの中の見えない部分は

だんだんと患〈なってきて、ついには胸が急に痛

〈苦しくなリ、救急車で病院に運ばれるように

なってしまって、緊急手術、入院となってしまい、

しばらく不自由な生活が続〈ようになってしまっ

たのです。

神様も同じです。私たちがこれから歩む道を見

失い、人生の迷子にならないように、またいつも

心と魂の健康をそこなわずに健廉が守られ、幸せ

に暮らすことが出来るようにと望んでおられます。

そのために神様はおきてを与えられたのです。こ

のおきでは神様の私たちに対する愛と患みの表れ

なのです。ですから、このおきてを、神さまから

のすばらしいプレゼントとしてしっかりと受け取

リ守るとき私たちは安全であり幸せになれるので

す。

『，



昔、神様はシナイ山で指導者モーセを通してイ

スラエルの民にこのおきて与えられました。それ

は十の戒めからなっていたので十戒と呼ばれまし

た。戒めの内容は大き〈分けてニつです。一つ目

は、第一戒から第四戒までで、人はどのように神

様を愛しお従いして行くかということです。また

ニつ目は第五戒から第十戒までで、どのように隣

人を愛してゆ〈かということです。

新約聖書ではイエス様がこのニつのおきてをま

とめて次のように言っておられます。 rr心を尽〈

し、精神を尽くし、思いを尽〈して、あなたの神

である主を愛しなさい。』これが最も重要な第一

の戒めである.第二もこれと同様である。『隣人

を自分のように愛しなさ L、o.!lJ
昔、ある先生がこんなことを言われたのを今で

もはっきりと覚えています。『もしもあなたが不

幸になりたいと思うなら神様や隣人のことを考え

ずに一生懸命、自分の欲望を満たすために、自分

のためだけに生きなさ~'0必ずその先には不幸と

いう人生が待っていますoJ逆に「もしもあなた

が幸福になりたいと思うなら神様や隣人のことを

考えて一生懸命に生きなさい。結果的には必ずそ

の先には幸せという人生が待っていますけ・

〔今週の暗唱聖句〕 詩編119編 l節

何かこう聞くと妙な気持ちがしますね。神様や人

を愛し仕えて行くことがどうして自分の幸せにつ

ながるのか。不思議なことに、この世での幸せの

法則と、神様から与えられる幸せの法則は正反対

であるのです。この世では自分さえよければとい

う考えがはびこっており、その結果、隣人が犠牲

になっていることが多いのです。この神様の律法

に反した自分中心の心の思いや実際の行動を罪と

呼んでいます。この罪こそが人聞の不幸の原因な

のです。

でも、神様の願いは、みんなが神様からの救い

と患みに生き、幸せになることです。だから私た

ちも神様の愛のお心を知リ、この救いと患みを多

〈の人々に伝えなくてはならないのです。

イエス様は人を罪から救うために、幸せに暮ら

しておられた天から降られ、十字架において人間

の不幸の原因である罪から開放して〈ださり、救

いを与えてくださったのです。この患みに感謝し、

私たちもこれからは、感謝と救いの喜びを持って、

神様から律法、つまり神様を愛し仕え、神様が大

切にしておられる人々を愛し仕えてゆきましょう。

(片岡正雄)

いかに幸いなことでしょう。

まったき道を踏み、主の律法に歩む人は。
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8月27日 「十戒を与えられる」 幼稚科

〈一週間の準備:これで分級の90覧は決まる〉
1) 8/20にお休みの子はいませんか? どう

してお休みだったんでしょう。次回出席できるよ

うお祈りください。できたら、お手紙を出しま

しょう。 2)8/27の分級で何を話しますか。話す

内容を一週間じっくり考えましょう。当然、出席

する子供たちの顔を浮かべながら……、教案の準

備は祈りではじめましょう。 3)子供たちの成長

のために、教会に送り出してくれている家族のみ

なさんのために祈りましょう。

〈分級では〉

いよいよ今週で夏休みも終わりですね。早いと

ころでは、新学期が始まっているのではないで

しょうか。夏休みは本当に子供たちが大き〈成長

する時期と思います。前にも同様のことを書きま

したが、ロに出して、子供たちをほめることを忘

れないで〈ださい。

〈分級のねらい〉

私たちは十戒により明確に、これが神様の御心で

あると知ることができるのです。私たちには生き

る明確な道しるべがあるのです。なんと大きな患

みでしょう。道しるべがないで旅することを想像

してみてくださ~'0 
十戒は決して私たちを縛るものではありません。

私たちが神様の患みのもと豊かに、平和に生きて

行〈よでの道しるべ、神様の恵みなのです。

十戒とは私たちにとって何なのか。この部分を 〈祈り〉

子供たちと話せたらと思っています。 神様、神様は私たちに十戒を与えて〈ださいま

この際、十戒が私たちを縛る単なるルール・決 した。そうして、神様を愛すること、私たちの周

まりでないこと、むしろ十戒による患みを強調で りの人たちを愛することが、神様の抑心であるこ

きたらと思います。 とを教えて〈ださいました。大事なニつのことを

私たちは十戒を通じて、「心を尽くして、神を いつも忘れることがありませんように助けて〈だ

愛することJ、『自分のことのように隣人を愛する さい.

ことjのとても大事なふたつのテーマを学びます。

〈共通工作〉

1!!Jf1tJ:みんなで紙芝居を作ろう

族長時代から出エジプトまでの一連のストーリーを創世記から申命記までのお話の流れと神様の約束

の実現をこどもたちと一緒に理解していくこと

準錯すQ6の:紙、色鈴筆、 〈れよん(絵が描ける道具ならなんでもよい)

伊.. 手原:その日のお話の終7後に一番印象に残ったところをそれぞれ絵に描いてもらう。航、た絵は

とっておきます。最後の“モーセの死"の単元が終わった時点で、描かれた絵とぬりえ例の絵をすべ

て集めて、並べると紙芝居ができあがります。最後にみんなで作った紙芝居を使って、お話をしても

よいでしょう。

また、字が書ける生徒さんには、十戒を書いて作ってもらいましょう。
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8月27日 「十戒を与えられる」 小学科下級

〈子どもたちに伝えたいこと〉

十戒は、私たちをしばりつけるものではなく、

私たちが道に迷わないようにしてくださる「ガイ

ドラインJであるということ。

〈展開例〉

十戒をみんなで読んで見ましょう。

Oみなさんは、この十戒を読んでどんな気持ちが

するでしょうか。

「なんだか堅苦しいなあJと思ったかもしれ

ませんね。もっと好きなようにしていたいのに、

神様は決まりばっかり作って、面白くないと思

うかもしれません。

神様は何のために、この十戒を下さったので

しょうか。神様は私たちを規則でしばりつけて

しまいたいのでしょうか。

※私たちは「自由であることJが何よりも大切な

ことと思っています。確かに、人が他人の自由

を奪って奴隷のようにしてしまうことは許され

ることではありません。しかし、私たちは本当

にどこまでも自由であることができるので Lょ

うか。

0私たち人聞が神様に造られてからのことを、少

しおさらいしてみましょう。

・人聞は、神様から「地球を支配するJという

役目をいただいて、神様に従うように造られ

ました(教案誌21号4月30日参照)。

・しかし、人聞は、神様に従うより、自分が神

様みたいになって好きなようにしていたくて、

神様の言いつけを破ってしまいました (5月7

日参照)。

・けれど、神様はそんな人間を「もう知らな Lリ

ピ見捨てたりすること無〈、サタンに打ち

勝って守られる道を準備してくださいました

(同)。

※人聞が造られた時のことを見てみると、人聞と

いうものが神様に従うように造られていること

がわかります。従うように造られた人聞は、自

分の好きなようにできる完全な自由には耐えら

れないのです。神様に従わないなら、罪に従う

ことになってしまい、私たちは滅びへの道をた

どります。

O神様Ij、私たちが、また神様に従って神様のと

ころに行くことができるように、神様のところ

へ行〈道からそれないように、この十戒を〈だ

さったのです。

※十戒は私たちを縛り付けるものではなく、私た

ちが神様への道からそれないようにするための

ガイドラインです。

くちいさなお祈り〉

O神様に従うように造られた私たちが、神様のと

ころへ行〈道からそれないように、「十戒Jと

いうガイドラインを下さった神様に、『ありが

とう Jとお祈りしましょう。
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8月27日 「十戒を与えられるJ 小学科上級

〈ねらい〉

神様から与えられた十戒は、わたしたちの生活

を縛るための戒めではなく、私たちを愛し、わた

したちにまことの幸せを与えるための愛の記しで

あることを知り、神様に感謝することができるよ

うに指導する。

〈展開倒〉

1.皆の身の周りにある何か決まりや規則などをー

緒に話し合いましょう。

例) 学校の規則、家庭の決まり、部活の決ま

り、交通法規など

2.このような規則や、決ま 'Jを守らなければどう

なると思いますか。

3.規則や決まりなどは、皆が正しく生きるために

定めたものです。だから、ちゃんと守っていき

たいと思います.

4.十戒も同じように、わたしたちが幸せに暮すこ

とができるために、神様が与えてくださった戒

めです.

特にこれはすべての人々にではなく、神様の

信じる人々に特別に与えて〈ださった愛の戒め

です。

どんな戒めなのかもう一度書いて見ましょう.

第一戒 あなたには、わたしをおいてほかに

神があってはならない。

第二戒 あなたはいかなる像も造ってはなら

なL、。それに向かつてひれ伏したり、

それらに仕えたりしてはならない。

第三戒 あなたの神、主の名をみだりに唱え

てはならない。

第四戒 安息日を心に留め、これを聖別せよ.

第五戒 あなたの父母を敬え。

第六戒 殺してはならない。

第七戒 姦淫してはならない。

第八戒 盗んではならない。

第九戒 隣人に関して偽証してはならな L、
第十戒 隣人の家を欲してはならない。

5.この十の戒めが、どんな意味であるのか知らな

い人は、先生にその話を詳しく聞いてみましょ

う。そして、このような戒めを与えて{ださっ

た神様に描謝しましょう。

〈お祈り〉

神様。私たちが神様を正し〈信じて、神様の御

心に生きるために、私たちに十の戒めを与えてく

ださって感謝します。どうか、この戒めを感謝し

て守ってい〈ことができるようにしてくださ~'0 
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8月27日 中学科「十戒を与えられるJ

〈今日のカテキズム〉

合参照カテキズムとして、子どもカテキズム問39、

40が挙げられています。

問39 神さまの御心の、明らかにされた規準はど

こにありますか。

答 十戒の中にあります。

ためです。

第二に、わたしたちが絶えず励み、神に聖

霊の患みを請うようになり、そうしてわた

したちがこの生涯の後に、完成という目標

に達する時まで、次第次第に、いよいよ神

のかたちへと新しくされてゆくためです。

問40 イエスさまが教えて〈ださった十戒の要約

は何ですか。 脅ジュネーヴ教会信仰問答では、信徒とそうでな

答 「わたしたちの神である主は、唯一の主で

ある。

心を尽〈し、精神を尽〈し、思いを尽くし、

カを尽くして、貴方の神である主を愛しな

さいj と、

「隣人を自分のように愛しなさ Lリです。

神と人への愛、ニつで一つの愛に生きるこ

とです。

女子どもカテキズムでは十戒の要約が取り上げら

れていますが、中学生なので、まず、十戒その

ものを覚えているかを確認しましょう。簡易な

ものは子どもさんびかなどに載っていますが、

序宮(rわたしはあなたの神、主であって、あ

なたをエジプトの地、奴織の家から導き出した

ものであるJ) を含めた全文を、ウエストミン

スター小教理問答などを参照して、きちんと見

てみましょう。長いですが、こちらを覚えてお

きたいものです。

女そして、次のカテキズムによって、なぜ十戒が

与えられているのかを理解しましょう。

ハイデルペルク信仰問答

問115この世においては、だれも十戒を守ること

ができないのに、なぜ神はそれほどまで赦

し〈、わたしたちにそれらを説教させよう

となさるのですか.

答 第一に、わたしたちが、全生涯にわたって、

わたしたちの罪深い性質を次第次第により

深〈知り、それだけよリ熱心に、キリスト

にある罪の赦しと義どを求めるようになる

い人とニ種類の人聞が存在するため、律法にも

ニ重の役目があり、信じない人には責めるもの

だが、信徒には別の用途がある、と教えます。

次の問答はその信徒たちに対する律法の用途を

教えています。

ジュネーヴ教会信仰問答

問228どんな用途ですか。

答 第一に、律法は信者たちに、彼らは自己の

業によっては義とせられることができない

ことを彼らに示すゆえに、彼らを謙遜にし、

その救いをイエス・キリストの中に求める

者とならせます。次に、律法は彼らに、行

ないうる以よのことを要求することによっ

て、主が彼らにカと能力をお与えになるよ

う、主に祈ることを彼らに教えます。しか

しまた、決して散慢になることのないため

に、自らが罪ある者であることを常に認識

させるのであります。第三に、律法は信徒

にとって、彼らを神に対する畏れにひきと

めておくための手綱のようなものでありま

す。

〈今週の聖書目標〉

日曜日 出エジプト 20:1-17 

月曜日 申命記5:6-22 

火曜日 詩編32:5 

水曜日 ローマ3:19-26 

木曜日 ローマ5:20 

金曜日 ローマ7:7 

土曜日 ヨハネー3:1-3 

。。



9月3日 「金の子牛」

テキスト 出エジプト記32章1--14節

モーセは神様の命令でシナイ山により、神様か

ら十戒の板と様々な提を授けられた。この間イス

ラエルの民は山のふもとに残されることになった。

モーセの不在が四十日四十夜の長きに及んだこと

で(出エジプト 24: 18)、民は不安にかられ、つ

いには「我々に先立つて進む神々を造ってくださ

い。……モーセがどうなってしまったのかわから

ないからです。j とアロンに要求するに至る(I)D

この言葉から、イスラエルの人々は自に見えない

神様でなく、目に見えるモーセを頼っていたこと、

だからこそモーセが不在になると不安がつのり、

代わりとして目に見える f神々」を求めたことが

わかる。

アロンはモーセと共に主のために働いてきたが、

大勢の人々からの要求という目に見える脅威に圧

倒されて主の道からはずれてしまう。アロンは

人々から集めた金の耳輪を材料に、若い雄牛の像

を作り上げてしまった。若い雄牛の像は、古代近

東の各国において神として崇められ、エジプトで

も最高神アモン・ラーが雄牛の形で現された。イ

スラエルの人々がエジプ卜滞在中によく目にして

身に染みついていたものが、ここで顔を出したと

言えよう。

完成した金の雄牛の像に向かつて人々は「イス

ラエルよ、これこそあなたをエジプトの固から導

き出したあなたの神々だJという、本来はただお

一人の主なる神にのみ捧げるべき信仰告白の言葉

を、 u神Jの代わりに「神々Jと言って)捧げた。

アロンは像の前に祭壇を築き、像が崇拝対象であ

ることを明確にした。そして完成翌日には主の命

令がないにもかかわらず「主(ヤハウェ)の祭リJ

と称する礼拝を布告し、実行した。 6節のうち

「焼き尽くす献げ物J• r和解の献げ物Jは出エジ

プト 20:24で主が示されたものだが、その後の

『民は座って飲み食いし、立つては戯れたj 行為

は、普も今も、世界各地の異教の祭リに見られる

もので、人聞の楽しみを一番の目的とした行為で

聖書研究

ある。

こうしてみると、偶像礼拝どは偶像をつくるに

留まらず、礼拝の仕方に互るまで主なる神様の御

心に背き(十戒の第一戒、第二戒違反)、人聞の

感覚の方を優先させる、つまり人間自身を神とす

るところに生じる礼拝様式であることがわかる。

従って主なる神様は偶像礼拝に対して激し〈怒ら

れ、イスラエルの民を滅ぼし尽くすとまでおっ

しゃることになった (7-10)。

この時モーセは主なる神の怒りをなだめようと

必死に訴える。もしイスラエルを滅ぼせば、エジ

プト人に「あの神は、悪意をもって彼らを山で殺

し、地よから滅ぼすために導き出したJと主なる

神をそしる機会を与えてしまう(12)、またイス

ラエルの父祖であるアプラハム、イサ夕、ヤコプ

に神自ら誓われた、「わたしが与えると約束した

この土地をことごとくあなたの子孫に授け、永久

にそれを継がせるJとの約束(13) が果たされな

い、だから「どうか、燃える怒りをやめ、ご自分

の民に〈だす災いを思い直してくださ Lリとモー

セは懇願したのであった。

主はモーセの訴えを聞き、イスラエルの民に災

いを〈だすことを思い直された(14)。もっとも

この思い直しは、アロンが人々の要求に屈して信

仰の筋を曲げてしまったのとは性質が違う。神ご

自身が以前なさった約束に改めて竪〈立たれたこ

とが「思い直し」という形になったのである。ま

た「思い直すJと訳された言葉は、「憐れむJと

いう言葉と親戚の言葉である。(新聖書注解参照)

主なる神様はころころとご意志を変えられる方で

なしむしろ「憐れみ深〈患みに宮む神、忍耐強

〈、慈しみとまことに満ち、幾千代にも及ぶ越し

みを守リ、罪と背きと過ちを赦す。しかし罰すべ

きは罰せずにはおかj ない(出エジプト 34:6，7) 

ことで一貫しておられるお方である.このことを

私たちは、神の言であられるイエス・キリストに

おいて見いだす。(吉田 崇)
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9月3日 「金の子牛」 説教展開例

テキスト 出エジプト記32章1-14節

参照カテキズム 子どもカテキズム問45，46

(単元のねらい)

聖書の神はただお一人の神、唯一なるお方である.主なる神は、御自身が礼拝されることを喜ばれ、

ご自身以外に対してささげられる礼拝をすべてしりぞけられる。また、礼拝とは生けるまことの神との

霊的かつ人格的な交わリであり、神は言葉と霊によってきさげられる礼拝を喜ばれる。それゆえに、い

わゆる像を用いてささげられる礼拝は拒絶される。これは、十戒の第二戒の教えることである。聖書の

民は、十戒に代表される律法、神の言葉を与えられ、言葉による礼拝へと招かれている。言葉と霊によ

る神との生ける交わリにこそ、真実の礼拝がある.

『神巴喜{まれる礼揮を目指してJ

今朝の御言葉は、イスラエルの人たちが神さま

の御前に大きな罪を犯した出来事です。イスラエ

ルの人たちからすると、たいへん都合の患いこと

であり、イスラエルの歴史から消し去りたい、聖

書の中から削除してしまいたい出来事に違いない

でしょう。ですけれども、聖書はそれを隠すこと

をしていません。それは、この出来事から学ぶべ

きことがあるからでしょう。イスラエルの人たち

がどのような罪を犯したのか。そして、神さまは

何を求めたのでしょうか。

エジプトから導き出されたイスラエルの人たち

は、荒れ野の中にいました。そして、イスラエル

の人たちの指導者、リーダーであったモーセが、

このとき、彼らと一緒にいませんでした。留守に

していたのです。神さまが、モーセに、山の上に

来なさいと命じて、モーセは山のよに登っていま

した。四十日間、山の上にいて、神さまの御言葉

を聞いていたのです。

モーセがいない、その留守の聞に、イスラエル

の人たちは不安になりました。今までは、モーセ

が神さまのことを教えてくれました.神さまが何

を求めておられるのか、どうすれば神さまが喜ば

れるのか、モーセがみな教えてくれたのです。で

も、モーセが山に登って、なかなか帰って来ない.

それで不安になってしまいました。そうして、イ

スラエルの人たちは、神さまが一緒にいてくださ

るという、そのしるしが欲しくなったのです。そ

れは、目に見えるしるし、目で見て分かるしるし

です。それを見て、神さまが一緒におられないと

いう不安を少しでも取り除きたかったのです.

そのために、イスラエルの人たちは、金の子牛

の像を造リました。みんながエジプトから持って

来ていた金の飾り物を集めて、若い雄牛の像を

追ったのです。どうして子牛なのか、ですって。

それは分かりません。ひょっとすると、エジプト

で牛が拝まれていたのかもしれません。長い間エ

ジプトで生活していたので、エジプトで神さまと

言われていた動物の姿で、神さまを目に見えるか

たちにあらわそうとしたのかもしれません。そし

て、これもエジプトの人たちがしていたことなの

でしょう。その金の子牛を囲んでみんなで飲み食

いし、おどったのです。それは、神さまを礼拝す

ることから遣い、パカ騒ぎだったのです。神さま

を畏れるという気持ちから速い、自分たちが楽し

むことにしかならないものでした。

いったい、生けるまことの神さまは、このとき、

本当に、イスラエルの人たちから離れておられた

のでしょうか。モーセがいないからといって、神

さままで一緒におられなくなってしまったので

しょうか。いいえ。神さまはこのときもイスラエ

ルの人たちと一緒におられました。イスラエルの

人たちは、不安になってしまう必要などちっとも



なかったのです。そして、イスラエルの人たちは、

神さまの教えを知っていました。それは、十戒の

教えの一つ、「あなたはいかなる像も造ってはな

らな Lリ(出エジプト 20:4) という教えです。つ

いこの問、イスラエルの人たちは、この教えを聞

いたばかリでした。ところが、もうそれを忘れて

しまっていた。大切な教えを忘れて、自分たちの

不安から、神さまが禁止しておられた、像を用い

る礼拝をすることになってしまったのです.イス

ラエルの人たちは、このとき、まことの神さまが

見えな〈なってしまっていました。神さまを見

失っていました。神さまは、イスラエルの人たち

のその不信仰を嘆き、お怒りになったのです。

聖書の神さま、生けるまことの神さまは、いつ

もわたしたちと一緒にいて〈ださるお方です。私

たちの自には見えないのですが、私たちと一緒に

いてくださることを約束してくださいました。そ

の神さまを信頼いたしましょう。そして、神さま

は、像を造ることを禁止されました.それは、像

を用いて礼拝すること、かたちあるものを用いて

礼拝することの禁止です。絵を描いたり、彫刻を

したリ、そういうことみんなが禁止されるのでは

ありません。絵や像を使って礼拝することが禁止

されたのです。それは、神さまは目に見えないお

方で、かたちであらわすことができないからです。

かたちであらわすと、それは、神さまをおとしめ

ることになりかねないのです。

神さまは生きたお方で、動くことのない絵や像

であらわすことのできるお方ではありません。ま

た、神さまは、私たちとの交わり、人格的な交わ

り、霊的な交わりを求めるお方です。そのために、

御言葉を与え、私たちの讃美と祈リを求められま

す。礼拝とは、言葉による交わりなのです。像を

眺めていても、神さまの教えは私たちに響いてき

ません。神さまが何を求めておられるのか、それ

もはっきりとは分かりません。魂の救いというこ

とも実現しません。像によっては人格的な交わり

は成リ立たないのです。生ける神さまは、言葉に

よって、神さまがどんなお方なのか、何を喜ばれ

るのかを明らかにしてくださいました。言葉に

よって語りかけ、生きて働かれるお方です。です

から、その御言葉に耳を傾けて、私たちも言葉で

応答して、礼拝をいたします。言葉によって、何

がよいことで、何が患いことなのか、示されます

し、言葉によって、私たちの罪が指摘されて、打

ち砕かれることも起こります。だからこそ、魂の

救いが与えられるのです。

神さまの御言葉は、私たちの内に働き、真理を

教えます。私たちの内で芽生えて、私たちの血と

な&J肉となります。私たちの心を造リかえて、新

しくするのです。御言葉には、そのような命、人

を新しく生かす命があります。この御言葉の命に

養われて、私たちは、晴朗の中でも光の道を歩む

ことができます。

神さまは、そのためにこそ、イスラエルの人た

ちに、命の御言葉である十戒を与えられました.

私たちにも、その十戒が与えられています。さら

には、主イエス・キリストの御言葉も与えられて

います。礼拝とは、この命の御言葉に養われる患

みのときにほかなりません。この大切な礼拝を、

言葉と宣以外のものに売り渡してしまってはなら

ないのです。言葉と宜による礼拝を守り抜いて、

その幸いにとどまるよう、私たちは、神さまに

よって招かれているのです。(望月 信)

〔今週の暗唱聖句〕 出エジプト記20章4節前半

あなたはいかなる像も造ってはならない。
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9月3日 「金の子牛」

〈一週間の準備:これで分級の90首は決まる〉

1) 8/27にお休みの子はいませんか? どう

してお休みだったんでしょう。次回出席できるよ

うお祈り〈ださ~'0できたら、お手紙を出しま

しょう。 2)9/3の分級で何を話しますか。話す

内容を一週間じっくり考えましょう。当然、出席

する子供たちの顔を浮かべながら……、教案の準

備は祈 IJではじめましょう。 3)子供たちの成長

のために、教会に送り出してくれている家族のみ

なさんのために祈リましょう。

〈分級では〉

新学期が始まりました。夏休みを過ぎると、春

の最初の分級のころに比べて、個々の(身体的に

も、精神的にも)成長具合に随分差がでてきてい

るのではないでしょうか。子供たちの微妙な変化

に気をつけて、それぞれの子供たちに対応してい

きましょう。年長さんと年少さんが一緒になって

いるクラスは、年長さんがぐーんと大人になりま

すので、この時期から分級の運用をどこに合わせ

るのか結構大変になるケースがあるようです。場

合によっては、クラスを分けることも考えたほう

がいいかもしれません。

(でも先生が不足して大変なんですよね……)

〈分級のねらい〉

十戒というすばらしい神様の患みをモーセさん

〈共通工作〉

ffJJ1g:みんなで紙芝居を作ろう!

幼稚科

がいただいている最中に、イスラエルの人たちは、

決してしてはいけないことをしてしまいました。

子供たちになぜしてはいけなかったのか、その結

果、神様はどうされようとしたのかを伝えること

ができればと思っています。

私たちは、今回のイスラエルの人たちの患かな

行為を他人の話として片付けられる存在ではあり

ません。むしろ、私がイスラエルの民であり、指

導者なのです。神様に愚療をこぼし、神様に従う

どころか、神様をそむ〈行為をしてしまう。先生

のみなさんはどうですか。まさに自分の問題なの

だ……ということを切りロに子供たちに話をする

と、一段と具体的なイメージを持ってもらえるの

ではないかと思います。

では、そんな存在の私が、神様に滅ぼされても

仕方の無い私が、なぜ今神様に守られ、愛されて

いるのでしょうか。イエス様の十字架も語れると

いいのですが、欲張りでしょうか。

〈祈り〉

イスラエルの人たちは、モーセさんがいない問、

心配になって、金の子牛をつくって拝んだ話を聞

きました。私たちも、神様のことをすっかり忘れ

てしまうことがあります。いつも、神様のことを

忘れることな〈、神様にお祈りする人とならせて

ください。

族長時代から出エジプトまでの一連のストーリーを創世記から申命記までのお話の流れと神様の約束

の実現をこどもたちと一緒に理解していくこと

事書館ずd:eの:紙、色鈴筆、 〈れよん(絵が描ける道具ならなんでもよい)

伊業ヲ=.:その日のお話の終7後に一番印象に残ったところをそれぞれ絵に航、てもらう。航、た絵は

とっておきます。最後の“モーセの死"の単元が終わった時点で、描かれた絵とぬりえ例の絵をすべ

て集めて、並べると紙芝居ができあがります。最後にみんなで作った紙芝居を使って、お話をしても

よいでしょう。



9月3日 「金の子牛」

〈子どもたちに伝えたいこと〉

イスラエルの人たちは、リーダー・モーセがし

ばらくいなくなると、不安になって目に見える像

を作ってしまった。それは、自には見えな〈ても

いつも共にいてくださる神様に信頼を置〈事がで

きなかった、ということ。

〈展開倒〉

礼拝で聞いたお話を思い出しましょう。

Oイスラエルの人たちは、モーセが山のよで神様

から十戒をいただいている聞に、自分たちで金

の子牛の像を作って、勝手に拝み始めました。

モーセのいただいた十戒には「どんな像も作っ

てはならないj と教えられているのに、イスラ

エルの人たちは、どうして子牛の像を作ってし

まったのでしょうか。

※イスラエルの人たちは、リーダーとして今まで、

イスラエルの人たちを導いてきたモーセの姿が

見えなくなって、心細くなってきたのです。み

なさんも、どこか初めての所に家挨で行ったと

きに、お父さんやお母さんの姿が見えなくなっ

たら、とっても心細いでしょう。イスラエルの

人たちはそんな気持ちだったのです。

頼 IJになる人が見えな〈なることは大きな不

安ですe しかも、イスラエルの民にとっては初

めての土地ですから、不安はなおさらだったで

しょう。

0神様は、そんなイスラエルの人たちをどうしよ

うとなさいましたか。

※神様は、ご自分を信頼しようとしないイスラエ

ルの人たちを、一度は滅ぽしてしまおうとお思

小学科下級

いになりました (32: 10)。

イスラエルの民は、エジプトでの過越しゃ葦

の海での奇跡を通して、目には見えなくても確

かに一緒にいてくださる神様に守られているこ

とを、何度も実感しているはずでした。それな

のに、イスラエルの民は、神様を全面的に信頼

することができず、不安におそわれてしまった

のです.

Oイスラエルの人たちは、そのどおり、神様に滅

ぼされてしまったのでしょうか。

※神様は、モーセの訴えを聞き入れられて、イス

ラエルの人たちと結んだ約束を思い返して、人々

を滅ぽすことを思い直されました(32:11-14)0 

それは、モーセのとりなしの祈りが聞かれたと

いうことですが、神様は、アプラハムと結ばれ

た契約(創世記15章)、またモーセに告げられ

た約束(出エジプト 3:7-8)に従って不従順

なイスラエルの民をゆるされたのです。

神様は、罪をはげし〈憎む方ですが、ご自分

の民として選んだ人々には、約束を必ず果たさ

れます。神様のゆるしが、選ばれた者(イスラ

エルの民・教会に導かれている私たち)に対す

る確かな約束の結果であること、神様はそのよ

うに約束に対して真実な方なので、どこまでも

信頼できることを語リましょう。

〈ちいさなお祈り〉

O私たちが、神様の宮う事を聞かなくても、神様

はお怒りになっても、私たちを守ってくださる

ことに『ありがとうJとお祈りしましょう。

-88ー



9月3日 「金の子牛」

〈ねらい〉

わたしたちが信じている神様は唯一の神様であ

り、人聞が造った像を神として拝むことは、何の

カもないものを拝む無駄なことであり、さらに、

それは神様に喜ばれることではないことを認識さ

せる。

〈展開倒〉

1.先週教えられた十戒のことを覚えていますか。

第二戒はどんなことであったのか、聖書を聞い

てみまじよう。(出20:3-5) 

2.イスラエルの人々は、この第二の戒めを守るこ

とができませんでした。とても神様が怒ってお

られましたね。それは神様が一番嫌いになるこ

との一つであります。

3.私たちの周りにも何かの像に拝むことがありま

す。どんなことがあるのか話し合いましょう.

4.私たちの身近なところにもたくさんの人々が、

小学科上級

人聞が造った像を拝んでいます。また、わたし

たちの家族や親戚もそのように、人が造った像

にお祈りする人がいます。わたしたちはどうす

ればよいでしょうか。まず、わたしたちは、そ

のような人聞が造った像には祈らないようにし

ましょう。そして、像にお祈りをする家族や親

戚などがいるならば、その人のために神様に祈

リましょう。本当の神様を信じることができる

よう iこ.

〈お祈り〉

愛する神様。わたしたちの周リには多〈の人々

が、人が造った像にお祈りしたり、お守りにお願

いしたりする人がたくさんいます。しかし、それ

は何のカのないものにお願いする行為であること

を皆が知り、まことの神様にのみ礼拝することが

できるように、その人々の心を導いてください。

直ちに下山せよ
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9月3日 「金の子牛J 中学科

〈今日のカテキズム〉

古参照カテキズムとして、子どもカテキズム問45・

46が挙げられています。

問45 第二戒は何ですか。

答 「あなたはいかなる像も追ってはならなLリ

です。

問46 第二戒で神さまが願っておられることは、

何ですか。

拝とは何かを問うています。

八イデルペルク信仰問答

問95 偶像礼拝とは何ですか。

答 御言葉において御自身を啓示された、唯一

のまことの神に代えて、またはこの方と並

べて、人が自分の信頼を置く何か他のもの

を考え出したり、所有したりすることです。

答 私たちは、真の.神さまを忘れるときに、必

ず、自分のために神々を造り出します。私 合ジュネーヴ教会信仰問答では、第二戒の目的を

たちは、お守りや占いに頼ったり、自分を

喜ばせるために礼拝してはいけなL¥ とい

うことです。

女今日の箇所では偶像礼拝が問題になっています。

神さまは、十戒第二戒において、最も長い文言

をもってこれを禁じておられます.次のカテキ

ズムで確認しましょう。

ウエストミンスター小教理問答

問50 第二戒では、何が求められていますか。

答 第二戒が求めている事は、神が御言葉のう

ちに指定されたとおりの宗教的礼拝と規定

のすべてを、受け入れ、実行し、純正完全

に保つことです。

問51 第二戒では、何が禁じられていますか。

答 第二戒が禁じている事は、象による神礼拝、

または神の抑言葉に指定されていないあら

ゆる他の方法による神礼拝です。

問52 第二戒に加えられている理由は何で宇か。

答 第二戒に加えられている理由は、神が私た

ちに君臨する主権者であられること、神が

私たちの所有者であられること、神が御自

身への礼拝に熱心をもっておられることで

す。

合次のハイデルベルクの問答は、ずばり、儒像礼

問うています。

ジュネーヴ教会信仰問答

問149この戒めの目指すところを要約すれば何で

すか。

答 神は、彼が人の礼拝しなければならない唯

ーのお方であって、他にはないことを第一

の戒めで宣言なさったように、今度は、神

はわれわれを、あらゆる迷信と肉の犠式と

から救い出すために、どれが正しい礼拝形

式であるかをわれわれにお示しになるので

あります。

食ハイデルベルタ信仰問答やジュネーヴ教会信仰

問答では、カトリックや正教の聖像・聖画・聖

遺物を意識していると思われる問答があります.

ハ問80、98、ジュ問147、148など。

〈今週の聖書目課〉

日曜日 中命記4: 15--19 

月曜日 申命記12: 29--32 

火曜日 詩編95: 3--6 

水曜日 出エジプト 34:11--17

木曜日 ローマ6: 12--14 

金曜日使徒17:24・25

土曜日 出エジプト 32: 7--10 
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9月10日 「幕屋づくりと礼拝J 聖書研究

テキスト 出エジプト記40章17--38節

(1 )幕屋が主の臨在の場となる

主なる神様は出エジプト以来イスラエルと共に

おられた。しかし主は自に見えない宜でいらっ

しゃるため、そのままでは人聞には分からない。

そこで主はご自身の臨在を雲によって示された。

イスラエルの旅の先頭にたった婁の柱(出エジプ

ト13: 21)、シナイ山のふもとにイスラエルが到

着した時、山を覆った厚い雲(出エジプト 19:16) 

がその実例である。モーセは主の臨在の雲が包む

シナイ山の頂に登り、主から十戒など種々の提や

命令を受けた。

出エジプト記40章はシナイで受けた命令の一

つ、幕屋の建設について記している。 1-15節は

主がモーセに仰せになった命令を記し、 16-33節

は2-8節の命令の実行を記録する。(なお 9-

15節の命令の実行はレピ記8章で記される。)そ

の際命令を少しも違えず実行した事を示すため、

17-33節は 2--8節をなぞるように記され、建設

過程が一つ終わる度「主がモーセに命じられたと

おりであったJという言葉で締めくくる。なお建

設過程一つ一つは、 2-8節の各一節に対応する。

第一過程は 2節「第一の月の一日に幕屋、つまリ

臨在の幕屋を建てなさい。Jで、その実行が17-

19節「第二年の第一の月、その月の一日に、幕屋

が建てられた。……主がモーセに命じられたとお

りであった。j 第二過程は 3節の披の箱を幕屋の

奥に入れ、幕で区切って至聖所とすることで、実

行は20-21節。 4節のみニ過程となり、第三過程

が22-23節のパン机の設置、第四過程が24-25

節の燭台設置である。第五過程が香壇の設置 (26

-27)、第六過程が祭壇の設置 (28-29)、第七過

程が洗盤の設置 (30--31)である.最後に幕屋の

周囲に庭を設け、金過程が終7した (32-33)。

神様はイスラエルのそばに住むことを願われた

が、聖なる神は人の罪を目の当たりにされると怒

りを燃やされる。そこで外界と幕で隔てた場所を

設け、いけにえを献げるなどして身を清めた祭司

のみが近づくことが許された。

34--38節には幕屋完成後の事が記される。主の

臨在を示す雲が幕屋を覆い、主の栄光が幕屋に満

ちた (34)。雲が幕屋を離れない時には、イスラ

エルは留まった (37)。またイスラエルが旅立つ

時には、雲は幕屋を離れて昇るが (36)、なお幕

屋のよにあった (38)。この一連の出来事を通し、

幕屋完成以後、主は幕屋(中でも至聖所)を住ま

いとされることが示され、主が神の民のもとに臨

在されることの証となった。

(2) その後、現在までの神の臨在

幕屋が神の臨在の場であったのはダピデの時代

までであった。ソロモン王の時に神殿が作られ、

契約の箱(提の箱)が運び入れられると、神殿が

幕屋に取って代わる。

神の臨在のあり方は、神の御子イエス・キリス

トによって劇的に変化した。キリストは人となっ

てこの地ょに生まれられた。「宮は肉となって、わ

たしたちの聞に宿られた。わたしたちはこの方の

栄光を見た。それは父の独り子としての栄光で

あって、患みと真理に満ちていた。J(ヨハネ 1: 

14)キリストは、高い山で白〈輝〈栄光の姿とな

り、主の臨在の雲に包まれた。雲からは「これは

わたしの愛する子、これに聞けJという父なる神

の声が響いた(マルコ9:2-7)。キリストは十字

架にかかり、神様が人と共に住むよで妨げだった

人の罪を取り除かれた。そしてキリストが昇天さ

れた後、聖霊なる神様が降臨し、この世界に住ん

でくださった。そのため、神殿は不要となった。

キリストが十字架のよで息を引き取られた時に神

殿の垂れ幕がよから下まで真っニつに裂けたこと

がそれを示す(マタイ 27: 51)0 

またキリストは「ニ人または三人がわたしの名

によって集まるところには、わたしもその中にい

るのであるけ(マタイ 18:20) と約束された。こ

の約束に基づき、現在ではキリストを救い主と信

じるニ人、三人、またはそれ以よの人々が集う礼

拝の場に主は臨在される。 (吉田崇)
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9月10日 説教展開例「幕屋づくりと礼拝J

テキスト 出エジプト記40章17--38節

参照カテキズム 子どもカテキズム問65，66，68

{単元のねらい〕

出エジプト記は、幕屋建設の次第を詳細に書き留めている。 25章から31章までが幕屋建設を命じる神

の御言葉であり、 35章から40章にかけては、モーセが神の命令を民に告げ知らせ、幕屋建設が実行され

るというかたちで書き記される。神の命令をなぞるかたちで忠実に実行されたことが明らかにされる。

どうしてここまで詳細に書き留められなければならなかったのか、とも思う。実のところ、幕屋の建設

とは、イスラエルの民が礼拝共同体として建てよげられることにほかならない。金の子牛の像の事件に

より、神に背いた民であったが、罪放されて、幕屋を建設することによって神を礼拝する共同体として

整えられ、建てよげられるのである。その中心には、神礼拝が据えられなければならな~'0私たちも、

礼拝を中心にして、礼拝共同体を造り上げる神の民とされている。私たちの献げ物、奉仕が用いられて、

神の栄光に満たされる礼拝をささげる幸いに、また神の栄光をあらわす共同体とされる幸いに、共にあ

ずかるのである.

『神の娘先IZ満芝きれる枕揮』

イスラエルの人たちは、金の子牛を礼拝して、

神さまの大きな怒りを受けることになりました.

ですけれども、モーセが神さまにお祈りしました

し、神さまもイスラエルの人たちを愛しておられ

たので、神さまは、イスラエルの人たちを憐れん

で、赦して〈ださいました。イスラエルの人たち

に、もう一度チャンスを〈ださったのです。神さ

まは、神さまを礼拝することで失敗したイスラエ

ルの人たちに、神さまを礼拝するために奉仕して、

悔い改めと感謝をあらわす道を与えたのです.

イスラエルの人たちは、神さまに命じられて、

幕屋を建設することになりました。幕屋っていう

のは、テントのことです。神さまを礼拝するため

のテントです.今みんなは、教会に来て、教会の

建物の中で礼拝しています。イスラエルの人たち

も、同じようにして、神さまを礼拝したのですけ

れども、イスラエルの人たちは、荒れ野を旅して

いましたから、今の私たちのような建物を建てる

こと lまありませんでした。自分たちの住まいもテ

ントであり、だから、礼拝する場所もテントだっ

たのです。神さまは、生けるまことの神さまを礼

拝するにふさわしいテントを建てるようにと、イ

スラエルの人たちにお命じになりました。

どんな礼拝する場所、テントであったのか.今

日は、図があったほうがよいかもしれませんね。

ぜひ、分級のときに、幕屋の図を見てもらいたい

と思います。

神さまがイスラエルの人たちにお命じになった

幕屋、テントは、細長いテントなのですが、今日

は、テントそのものよりも、その敷地のことを少

しお話ししましょう。テントのある敷地は、正方

形をニつ並べてできた長方形のかたちをしていま

す。正方形がニつ並んでいるのです。そして、そ

の片方の正方形に、テント、幕屋が建てられます。

その幕屋、テントの一番臭、大切な場所に、契約

の箱が置かれ、その中に、十戒が刻み込まれた石

の板がおさめられました。その契約の箱の場所は、

実は、テントのある正方形の中央になるようにで

きているのです。それは、ですから、神さまがこ

うおっしゃっているということです。イスラエル

の皆さん、神さまを礼拝するというのは、神さま

の御言葉を中心にして生きるということですよ、

神さまの御言葉を大切にするということですよ.

神さまは、テントのかたちを通して、イスラエル
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の人たちにそうおっ Lゃったのです。

それが、ニつ並んだ正方形の片方のことです。

それでは、もう一つの正方形の中央には何がある

のでしょうか。

もう一つの正方形は、幕屋の前庭、テントの前

に広がる大きな庭なのですが、その中央には祭壇

が宜かれました。いけにえをささげる祭壇、いろ

いろな献げ物を焼いてささげる祭壇なのです。こ

の祭壇で献げ物をささげるとは、自分たちに罪が

あることを認めることです。神さまは、私たちの

罪をとがめて、罪を償うための献げ物、動物のい

けにえをお求めになりました.イスラエルの人た

ちは、神さまの憐れみによって罪を赦されたので

すが、その感謝のしるしとして、献げ物をささげ

るよう命じられたのです。もう一つの正方形の中

央にこのような祭壇が置かれたのは、自分の罪を

認め、罪放された幸いを知ることが礼拝なのであ

るということにほかなりません。神さまを礼拝す

るとは、罪赦された患みを味わい、神さまに感謝

することなのです.

イスラエルの人たちは、こうして、神の御言葉

を中心とする、そして、罪赦された息みを味わい

知る、そのようなテント、幕屋を建設することへ

と導かれました。神さまに対する罪を犯して、神

の怒りを身に受ける者であった彼らが、こうして、

今や罪の赦しに生かされて、神礼拝のために奉仕

できることは、どれ日ど大きな喜びだったでしょ

うか。彼らは、ですから、自分たちの持ち物も時

間もすべてささげて、この幕屋の建設のために働

きました.た〈さんの奉仕をささげたのです.

そして、そのことによって、ただ幕屋を建設す

るだけではない、イスラエルの民そのものが、神

を礼拝する礼拝共同体であることへと導かれまし

た。礼拝する民として整えられたのです。神の御

言葉に耳を傾け、罪の赦しに生きる共同体として

建て上げられたのです.今日の御言葉で大切なこ

との一つは、「主がモーセに命じられた通りであっ

たJという言葉が繰り返されることです。イスラ

エルの人たちは、御言葉に背いたところから、神

さまによって造りかえられて、神さまの御言葉に

忠実に歩むことへと変えられていたのです。

神さまは、神さまに背いて罪を犯す私たちを、

決して放り出したりされません。むしろ、私たち

を造りかえて、ご自身を礼拝する者として新しく

して〈ださるのです.そのために、抑言葉を与え

て励まし、また、さまざまな奉仕に召し、私たち

を用い、訓練し、整えて〈ださいます。私たちは、

自分をささげて奉仕することによって、神さまに

用いられ、喜ばれる者として成長することができ

ます。それは、テントが多〈の部品からでさてお

り、それが一つにされて幕屋が完成するように、

神さまは、私たちみなを組み合わせて、私たちを

一つにまとめて、神さまの民、礼拝する共同体を

造りよげてくださるのです。

そして、そのような礼拝する私たちを祝福して、

私たちの礼拝をご自身の栄光で満たして〈ださい

ます.イスラエルの人たちは、幕屋に栄光が満ち

た、その有リ:様を目にいたしました.それは、神

さまの栄光、光輝きを見て、神さまを信じる信仰

を強くされる出来事でした。私たちの礼拝にも、

そのような神の栄光があらわされ、神さまの御業

を見ることができるようにされます。神さまは、

私たちが心を込めてささげる礼拝を祝福し、私た

ちと共にいて〈ださると、確かに約束して〈だ

さっているのです望月 倍)

〔今週の暗唱聖句〕 出エジプト記40章34節

雲は臨在の幕屋を寝い、主の栄光が幕屋に満ちた。
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9月10日 「幕屋づくりと礼拝」 幼稚科

〈一週間の準備:これで分級の90覧は決まる〉

1) 9/3にお休みの子はいませんか? どうし

てお休みだったんでしょう。次回出席できるよう

お祈り〈ださい。できたら、お手紙を出しましょ

う。 2)9/10の分級で何を話しますか。話す内容

を一週間じっくり考えましょう。当然、出席する

子供たちの顔を浮かべながら……、教案の準備は

祈りではじめましょう。 3)子供たちの成長のた

めに、教会に送り出して〈れている家族のみなさ

んのために祈りましょう.

〈分級では〉

夏休みを境に教会学校に来なくなるお子さんが

います.中学生などに特にその傾向があるように

思います。幼稚斜の場合は、習いごとがあたらた

に入って、時間が合わな〈なるといったケースも

あるようです。いずれにしても、欠席する子供を

そのままには決してしないでください。手紙等で

ご両親、お子さんに教会の様子をお知らせするな

ど、教会学校が休んでいる予を待っていることを

伝えましょう。また、その子のために祈ることを

忘れないでください。(ただし、しつこく連絡す

神様は、先週の金の子牛の出来事で、イスラエ

ルの民を見放すこともできました。滅ぼすことも

できました。しかし、神様はそうなさいませんで

した。むしろ、驚くことに、イスラエルの人々を、

神様を礼拝する者として、幕屋建設に導いてくだ

さいました。ともに集まり神様を礼拝することで、

いかに多〈の恵みをいただいたことでしょう。ま

た、その準備の過程の中で、多〈の訓練を受けた

はずです。私たちも、神様を知るだけでなく、教

会に集まり、神様をともに礼拝することでより多

〈の患みをいただいています。

るのは注意要です。牧師ども相談しましょう(:祈り〉

神様、今日は幕屋のお話を聞きました。神様は、

〈分級のねらい〉 イスラエルの人たちを大切に守り、神様を礼拝す

幕屋は何をする所か、幕屋を作ることで、イス る場所を作って〈ださいました.私たちも教会に

ラエルの人々の何が変わるのかを子供たちにイ 集まって神様を礼拝します。みなさんとともに礼

メージしていただければと願っています。 拝できますことを感謝します.

〈共通工作〉

I3f1fJ:みんなで紙芝居を作ろう!

族長時代から出エジプトまでの一連のストーリーを創世紀から申命記までのお話の況れと神様の約束

の実現をこどもたちと一緒に理解してい〈こと

事館す'~:&(/) :紙、色鉛筆、〈れよん(絵が描ける道具ならなんでもよい)

俗調苦手.:その日のお話の終7後に一番印象に残ったところをそれぞれ絵に描いてもらう.描いた絵は

とっておきます。最後の“モーセの死"の単元が終わった時点で、描かれた絵とぬりえ例の絵をすべ

て集めて、並べると紙芝居ができあがります.最後にみんなで作った紙芝居を使って、お話をしても

よいでしょう。
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9月10日 小学科下級「幕屋づくりと礼拝J

〈子どもたちに伝えたいこと〉

イスラエルの人たちは、神様の命令どおりに神

様を礼拝する幕屋(テント)をつくったが、その

奥に置かれたのは、十戒(神様の言葉)を刻んだ

板だった。このテントは、私たちが今も集まる教

会の会堂のはじまりだけれど、今の私たちにとっ

ても、教会の礼拝の真ん中にあるのは「神様の言

葉j であること。

〈展開例〉

礼拝で聞いたお話を思い出しましょう。

O金の子牛の像を作って神様におこられたイスラ

エルの人たちに、神様はご自分を礼拝するため

のテントを作るように命令されました。イスラ

エルの人たちはその命令を守ったでしょうか?

※イスラエルの人たちは、テントを神様の言うと

おりに作りました。出エジプト 40:17--32の聞

に「主がモーセに命じられたとおりであったJ

という言葉が7回もくりかえされています。

イスラエルの人々は、金の子牛を作って本当

の神様のことを忘れたような礼拝をしたのです

が、神様はそんなイスラエルの人々を見捨てず、

本当の礼拝の仕方を教えようとされ、神様に導

かれたイスラエルの人たちはその導きにこたえ

ました.

0その神様を礼拝するためのテントの奥に置かれ

たのは何だったでしょうか?

※テントの臭、その中心部には「提の板Jを入れ

た箱が置かれました。「披の板j とは、モーセ

が神様からいただいた十戒、神様の言葉が刻ま

れた石の板です。

神様が、神様を礼拝する場所の真ん中に置く

ように命じられたのは、神様の言葉を刻んだ板

でした。神様は礼拝の中心に「御言葉Jを置〈

ように命じられたのです。

0私たちの教会は、私たちが神様を礼拝するため

に集まる場所、イスラエルの人たちが作ったテ

ントと閉じです。この教会の真ん中、会堂の前

の壇の上には神様の御言葉「聖書Jが、今も置

かれています。その教会は、イスラエルの人た

ちのテントと同じように、神様のすばらしさに

満ちているのです (40: 34)。

※私たちの教会にも、御言葉が中心にあり、神様

のすばらしさ(栄光)が満ちあふれています.

そのすばらしい場所に、私たちは毎週、神様か

らおいでと招かれているのです。

〈ちいさなお祈り〉

O今も神様のすばらしさがあふれているこの教会

に、今日も神様が連れてきて〈ださったことを

「ありがとうJとお祈リしましょう。

n
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9月10日 「幕屋づくりと礼拝」 小学科上級

〈ねらい〉

罪人にとって、神様に礼拝をささげることがい

かなる喜びであるのか、子供たちがそれをしっか

りと覚えて、礼拝を大切にしてい〈ように指導す

る。

〈展開例〉

1.もう一度今日の話を盤理してみましょう。

イスラエルの人々はどんな罪を犯していたので

しょうか。(偶像崇拝)

そのような人々に、幕屋建設を命じられた神

様の命令は何を意味しているのでしょうか。(赦

し)

2.幕屋は神様を礼拝する場所ですから、今のわた

したちの教会堂と同じであります。教会は神様

を礼拝する場所であリ、礼拝とは生きておられ

る神様と出会う場です。神様は私たちが神様と

出会う場として、教会を与えて〈ださったので

あります.

3.神様はどこにもおられる方だから、それぞれ家

で礼拝することもできるのですが、なぜ教会を

立てて〈ださったのでしょうか。それは、神様

を信じる人々は信仰共同体だからです.ただ、

個人で神様を信じて礼拝するばかりではなく、

集団になって同じ信仰を持つ人が神様を礼拝し、

互いに神様を偉大さを分かち合うことによって、

神様を信じる人々が同じ信仰を持っている兄弟

姉妹であることを確認することができます。

4.では、礼拝はなぜ喜ばしいことでしょうか。そ

れは、わたしたちは罪人であり、罪を持つ者は

神様と出会うことのできないが、イエス・キリ

ストの故にその罪が赦され、神様と和解し、神

様と交わることができるからであります。

5.罪人であるわたしたちの礼拝を快〈受け入れて

くださる神様に感謝し、喜びをもって礼拝をさ

さげるようにしましょう.

〈お祈り〉

神様。罪人である私たちを礼拝に与ってくださ

り感謝いたします。わたしたちがいつも、喜びと

感謝の心をもって神様を礼拝することができるよ

うに、わたしたちの心を導いて〈ださ L、

主がモーセに命じられたとおりであった



9月10日 「幕屋づくりと礼拝」 中学科

〈今日のカテキズム〉

古参照カテキズムとして、子どもカテキズム問65、

66、68が挙げられています。スベースの関係上、

問65のみを記します。

問65 神さまの戒めを守ることができない罪人が、

どうして十戒を喜んで生きることができる

のですか。

答 聖堂なる神さまが、私たちを造り変えて主

イエス・キリストと一つに結び合わせ、キ

リストの体なる教会として建てよげて〈

ださいます.

私たちには、教会において、罪から救い出

され、十戒を喜んで生きる道が与えられて

います。

育長年礼拝生活を送ってくると、誰もが自分たち

のしているように礼拝できるもの、と錯覚する

ようになってしまいます。教会に新しい子ども

たちが来た時、礼拝の流れに沿わせることのな

んと大変なこと!でも実は、今日の箇所でこ

れ日どまでに詳しく幕屋づくリヒ礼拝の仕方が

おられる事は、キリストがあがないの祝福

を私たちに伝えるのに用いられるすべての

外的手段を、忠実に用いて、イエス・キリ

ストを信じ、命に至る悔い改めをすること

です。

問86 イエス・キリストへの信仰とは、何ですか。

答 イエス・キリストへの信仰は、救いの恵み

です.それによって私たちは、救いのため

に福音において提供されているままにキリ

ストのみを受けいれ、彼にのみより頼むの

です.

問87 命に至る悔い改めどは、何ですか.

答 命に至る悔い改めも、救いの患みです.そ

れによって罪人は、自分の罪をほんとうに

自覚しキリストにある神のあわれみを理解

して、自分の罪を歎き憎みつつ、罪から神

へと立ち帰リ、新しい服従をはっきりと目

指し努力するようになるのです。

問88 キリストがあがないの祝福を私たちに伝え

るのに用いられる外的な手段とは、何です

か.

指示されていることや、新約聖書でイエスさま 答 キリストがあがないの祝福を私たちに伝え

が丁寧に、祈る時にはこう言いなさい、聖餐式 るのに用いられる外的な普通の手段とは、

はこのように行ないなさい、と教えて〈ださっ

ていることを思い起こすと、私たち人聞は、神

さまを礼拝するためには、細部にわたって丁寧

に、時に厳し< r教えられる必要があるJとい

うことです.罪人である私たちが神さまを礼拝

する民となるために、神さまが私たちに求めて

おられることを、子どもたちと一緒に確認しま

しょう.

ウzストミンスター小教理問答

問85 罪のため私たちに当然な神の怒りとのろい

とを免れるために、神は、私たちに何を求

めておられますか。

答 罪のため、私たちに当然な神の怒りとのろ

いとを免れるために、神が私たちに求めて

キリストの規定、特に御言葉、礼典、祈祷

です。このすべてが、選民にとって救いの

ために有効とされます。

※これらがどう救いに有効となるのか。問89以下

も参照してください。

〈今週の聖書日課〉

日曜日 簸言2:1-5 

月曜日 議官8:33-36 

火曜日 イザヤ55:3 

水曜日 使徒20:19-21 

木曜日 ヨエル2:12-14 

金曜日 エゼキエル36: 25-32 

土曜日 ローマ 10: 13--17 
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9月17日 「カナン偵察J

テキスト 民数記14章 1-10節

民数記には、その表題のようにイスラエルの民

を数えた表が二度出てくる。一度目は 1章のとこ

ろであり、二度目は26章においてである。全体の

人数や各部族の数に多少の変動はあるが、大きな

違いは、一回目はシナイを出発する時でありニ回

目はカナンを目前にしたモアプの野に於ける人口

調査であって、全〈世代が交代している事である.

その理由・原因は、カデシからのカナン偵察の悪

報とその結果としての38年に及ぶ荒野の放浪によ

る.つまリ民数記においてこのカナン偵察の失敗

とその裁きは、約束の地力ナンへの入植を果たす

神の約束の実現におけるイスラエルの民の大いな

る蹟きと試練の始まりと言える.

〈信仰の分岐点であるカデシ・パルネア〉

族長アプラハムへの神の約束は、モーセを用い

てイスラエルの民を奴識の地エジプトから脱出さ

れる「出エジプト」のみ業をもって具体性を現す。

エジプトを意気揚々と出発した彼らは、紅海の奇

跡やシナイ山での律法授与により、神の民として

盤えられてい〈。そしてカナンの南部、カデシ・

パルネアに遣した時、神は約束の地カナンを偵察

すべ〈斥候を送ることを命じられる。けれどもカ

レプとヨシュアを除〈他の斥候たちのもたらした

報告は、確かに良い地ではあるが可の城壁は堅固

で住民は大きく力強いとの不信仰なものであった

(13: 27 -33)。このカデシ・パルネアは、かつて

イスラエルの族長たちが住み、祭壇を建てて主を

礼拝した地でもある。この町は、カナンとエジプ

トを結ぶ交通の要所であり、分岐点でもあった。

ここからカナンへと前進することは、この時のイ

スラエルにとっては信仰の服従であり、再びエジ

プトへと引き返すことは約束への背反であった、

と言える。まさに信仰の分岐点に彼らは、神に

よって立たせられたのである。

聖書研究

〈エジプトをなつかしむ古き人〉

斥候の報告を聞いたイスラエルの民の応答は、

悲し〈もエジプトへの帰還であり、民の指導者モ

ーセやアロンへの不平、つぶやき、即ち神の導き

への拒否であった(14: 1 -4)。神の約束を竪〈

信じて前に進むよりも、古き罪の生活をいつまで

も懐かしみ、離れない不信仰が、彼らの心を強〈

支配していたのである。そのため主なる神は、彼

らに38年間の荒野の放浪を命じられ、又不信仰な

報告をもたらした斥候を裁き、更にその責任をと

らされてモーセとアロンのカナン入植拒否という

厳しい神の裁きがでることとなる。この38年の荒

野の旅は、イスラエルの民にとっては、試みの時

であり、その拭みに破れる不信仰とつまずきの連

続であったのである。その最も決定的な最大の裁

きが、このカデシ・パルネアからの偵察の出来事

であった.神の約束を竪〈信じ、神に従って前進

する者にのみ、神の約束の実現という大いなる祝

福がもたらされるのである。

〈始めの痩としての荒野の旅〉

確かにイスラエルの民にとって38年間の荒野の

放浪・妨笹は、神による裁きであり、不信仰への

大いなる警告であった(ヘプライ 3:7-12、 Iコ

リント 10:5-11)0 けれども預言者ホセアは、こ

の荒野の旅を「始めの愛Jと呼んで、イスラエル

の民の神への従頗と愛とみなしている(ホセア 11:

1-4)。神はイスラエルの民を大いに憤られたが、

しかしモーセの執り成しによリ、彼らを全〈根絶

することはなさらず、エジプトを出た最初の世代

は荒野で死んだが、なお次の新しい世代を残され

たのである。また先の指導者モーセに代わってヨ

シュアを選ばれ、アロンに代わって大祭司として

エルアザルが立てられることとなった.神の裁き

は、ただ裁きだけでなく、新たな導きと祝福とを

含むものである。この豊かな主の赦しの愛に立た

せて頂き、主の約束の真実を信じて、主と共に歩

んでいきた〈願う。(山下朋彦)
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9月17日 「カナン偵察」 説教展開例

テキスト 民数記14章 1--10節

参照カテキズム 子どもカテキズム問37，38

〔単元のねらい)

主の命令によってモーセが偵察隊として遣わしたイスラエルの代表者たちの中で、カレプとヨシュア

以外は、神が与えようとしておられるカナンの土地に対して、否定的な評価を下した。この結果、神の

怒りと裁きを受ける。実に、救いの歴史の進展のためには、選ぴの民の信仰の応答が求められている。

神がどれほど神の民、信仰の民を熱心に、切実に求めておられるかをここから学びたい。さらにまた、

同じ出来事を体験し、遭遇しても、信仰の目が閉じていれば、神の御心を見損なってしまう。常に、主

なる神を仰ぎ見ながら、現実を見、信仰的な判断を下すことの祝福と大切さを教えたい。しかし、キリ

ストによって新し〈生まれない限リ、見るべきものを見ることはできな~'0聖霊のお働きを祈り求めた

い。そして、私どもが提供する信仰の知識が子ども遣の実際生活のなかで生かされるように、信仰的判

断力を訓練してあげたい。

『神ちまを信じJ!S、遭って貝えてくる IJ 

モーセさんによって、エジプトを脱出させてい

ただいたイスラエルの人々は、一年余りは、その

場に留まっていました。しかし、「第二年の第二

の月のニ十日J、神さまの雲が幕屋を離れて行き

ました。遂に、イスラエルの人々は、主なる神さ

まの命令によって、隊列を組んで出発したのです。

200万人近い人々が、荒れ野を出発します。す

ばらしい光景です。ところが、彼らは、荒れ野に

おいて、神様に不満ばかり言っていました。 f誰

かお肉を食べさせてくれないか。エジプトでは魚

をただで食べていたし、きゅうりやメロン、ねぎ

やたまねぎやにんにくがおいしかったなあ。あの

味が忘れられな~'0今では、天から降って与えら

れるマナばかりで、もううんざりだ。ああ、エジ

プトの奴識であったほうがよっぽどましだった。

ああ、戻リた L、oJ神さまは、このような不平、不

満をずーっと聞いておられました。しかし、これ

は、決して小さな罪ではあリません。神さまの恵

み、祝福を軽んじることは、大きな罪なのです。

しかし、そのような罪をイスラエルの人々は何度

も何度も犯したのでした。

さて、その後、神さまは、モーセに言われまし

た。 fわたしがあなたがたに与えようとしている

約束の土地、カナンに、人をやって偵察させなさ

い。Jそこで、モーセは、イスラエルの部族の代

表者を、偵察隊にして、送リ出しました。『皆さ

ん、神さまが与えようとしておられるカナンの土

地がどんなところが調べて来なさい.どんな人が

住んでいるのか、カの強い人たちか、大勢いるの

か、どんな可なのか、収穫が豊かな良い土地方¥

そうでないか、きちんと調べて報告してください。

そして、証拠に、果物をとって来て下さいけ

40目が経ちました。偵察隊は、戻ってきました。

イスラエルの人々は、待ちに待った報告を聞くた

めに、一向、集まっていました。さあ、カナンの

地は、どんな土地、どんな人が住んで、どんな町

なのでしょうか。

彼らは言いました。「モーセさん、この果物を

ご覧ください。命じられた土地で育ったもので

すりそれはそれは大きなぶどうを見せてくれま

した。そして言いました。『あの土地は、 Sしと蜜

が流れているような、夢のようなすばらしい土地

です.……でも、残念ですが、その土地に住んで

いる人たちは、強〈て……、そればかりではあり
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ません、大勢の民が住んでいます。さらに、町と

いう町は城壁に固まれて、とてもではあリません

が、攻め落とすことは...・..oJ

この報告を聞いていた、イスラエルの人は最初

のうちは、『うわぁ一、大きなぶどうのふさだなあ。

乳と蜜が流れるような土地だってさあ、この荒れ

野とは、まった〈遣うよねえ、すっぱらしい土地

なんだね。Jと歓声があがリました.ところが、し

ばらく聞いているうちに、その喜びの戸は、失望

の戸に変わってゆきました。『エーッ、そんな強

い人たちが住んでいて、城壁で固まれている可を

攻めることなんか、できゃしないより不安の戸

が大き〈なってゆきました.

そのときです。若いカレプが、立ちょがって、

『皆、静かにしなさいけど宮って、モーセに力強

〈こう古いました。「断然よってゆくべきです。そ

こを占領しましょう。必ず勝てます。j ところが、

他の者たちは、最初の報告者のように、どんどん、

患い知らせ、難しい、だめだ、という情報を流し

て、カレプの戸をとどめました.イスラエルの人・

たちは、一斉に、モーセとアロンに文句を宮いま

した。『エジプトで死ぬか、この荒れ野で死んだ

ほうがまだましだ.カナンで、剣で殺される〈ら

いなら、今からでもエジプトに引き返そう、さあ、

モーセなんかに頼らないで、8'Jの指導者を立てて、

エジプトに掃ろうけ

しかし、ヨシュアヒカレプは、そのような人々

の叫ぴに負けていません。「あの土地はすばらし

い土地でした.もし、わたしたちが神さまの御心

にかなうなら、神さまが必ず、あの土地に入らせ

て、与えて下さるのだ。主なる神さまがわたした

ちと一緒にいて下さる限り、わたしたちは負けな

い。彼らを恐れてはならない。Jと訴え続けました.

神さまは、このときのイスラエルの人々の不平、

神さまの御心に反抗したことを軽〈は考えでおら

れませんでした。神さまは、彼らの不信仰を裁か

れましたo 40年間、荒野をさまよわせたのです。

それは、神様に逆らった者たちが約束の地に入ら

せないためでした.イスラエルの若い人たちは、

40年間の信仰の訓練を受けて、ょうや〈乳と蜜の

流れる土地に入ることができたのです。

さて、今日のお話のなかで、い〈つもの信仰の

真理を学び取ることができます。一つは、偵察し

た人たちは、同じ町を見ましたね。ところが、 〈

だした結論は遣ってしまいました。乳と蜜の流れ

るすばらしい豊かな土地であることは、同じ意見

なのですが、そして、強い人たちがいることも事

実でした。ところが、多〈の人々は、そんなとこ

ろに攻め込むことは、殺されることだ、負けるに

決まっていると宮いました。カレプやヨシュアだ

けは、勝てると宮いました.同じものを見ても、

カレプたちは、神さまの御心にしたがって、見た

わけです.そのときに、正しい判断が下せました.

ただの目と信仰の固とは遣うのです。カメラだっ

て、先生の目よりもこの光景をよ〈映し、見るこ

とができます.でも、先生のこの目は、神さまが

与えて下さった目です。そればかりか、自に見え

ないものすら見ることができる信仰の目も与えて

いただきました。先生は、イエスさまにお会いし

て、救われたとき、今まで見ていて空も道の景色

もまるで色が変わったように見えた経験をしたこ

とがあります。神さまが一緒にいてくださったか

らです。

今、問題や悩みを抱えているお友達もいるで

しょう。でも、イエスさまが一緒にいて〈ださる

ことに気づいたら、変わって見えてくると思いま

す.神さまに喜ばれるような、判断、考え方で決

められると思います。そのような目がパッチリと

聞かれるために、僕たち私たちは御言葉を学び、

聴き、お祈りしてゆ〈のです.礼拝をささげるの

は、今そのためでもあるのです(相馬伸郎)

〔今週の暗唱聖句〕 ヨハネによる福音書3章3節

イエスl;t答えて言われた.

『はっきリ言ってお〈。

人は、新たに生まれなければ、神の国を見ることはできないけ
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9月17日 「カナン偵察」

〈一週間の単備:乙れで分級の90掲は決まる〉

1) 9/10にお休みの子はいませんか? どう

してお休みだったんでしょう。次回出席できるよ

うお祈りください。できたら、お手紙を出しま

しょう。 2)9/17の分級で何を話しますか。話す

内容を一週間じっくり考えましょう。当然、出席

する子供たちの顔を浮かべながら H ・H ・、教案の準

備は祈りではじめましょう。 3)子供たちの成長

のために、教会に送り出してくれている家族のみ

なさんのために祈りましょう。

〈分級では〉

暑さも少しおさまり、だいぶいい季節になって

きました。時には、気分を変えて教舎の庭など、

屋外で分級するのもいいのではないでしょうか。

少し脱線しますが、教会学校のみなさんで、礼拝

後にお弁当やカレーを食べるといったミニミニピ

クニッタなども、楽しいと思います。

〈分級のねらい〉

私たちは、神様の約束を信じることによって、

困難と思えることでも、一歩を踏み出せるように

なること。神様は何度も、何度も進むべき道を示

されているのに、ゴールも見えているのに、その

途中でうまくいかな〈なると、私たちは途端に愚

書留をいう罪深い存在なのだということをこの物語

から感じてほしいと思っています.

いよいよ約束の地、カナンが目の前です。モー

セは偵察隊を派遣しました。偵察隊の見たカナン

〈共通工作〉

1!J8fJ:みんなで紙芝居を作ろう!

幼稚科

の地は確かに、豊かですばらしい土地でした。し

かし、そこには、すでに人が住んでおり、当然、

戦いが必須となることもわかりました。偵察隊の

多〈は、カナンへの侵攻が無理であることを報告

し、それを聞いたイスラエルの人たちは、愚痴を

始めます。

私は、この箇所が大好きなです.なぜって。ま

さに自分のことだからです。神様は「カナンを与

えるJとおっしゃっているのです.約束されてい

るのです.なぜこれ以上ない約束があるのに、爵

持するのでしょうか???

でも、もしも自分が、その立場だったらどうで

すか。たぶん鵡埼してしまいますよね。イスラエ

ルの人たちのように神様にいっぱい愚痴をいいま

すよね。そうなんです。イスラエルの人たちの姿

は、まさに、私の姿なのです。振り返ると、私は、

今回のようなことの連続でした。神様の御心と

追っているとわかっていながら現実を思うと、自

分の中で唆味に納得してすませていたリ、自分の

思いだけにとらわれて、前に進めないでいること

ばかりです。みなさんはいかがですか.神様に祈

り求め、神様を信じて一歩を踏み出す。そのよう

な存在になりたいと、子供たちにお話ができたら

ど願っています。

〈祈り〉

神様、イスラエルの人たちが、カナンに偵察に

行ったお話を聞きました。神様にお祈りして、しっ

かり正しいことができる子供にしてくださ~'0 

族長時代から出エジプトまでの一連のストーリーを創世記から申命記までのお話の流れと神様の約束

の実現をこどもたちと一緒に理解していくこと

指錯す~éの:紙、色鈴筆、 〈れよん(絵が描ける道具ならなんでもよい)

伊a苦手原:その日のお話の終7後に一番印象に残ったところをそれぞれ絵に描いてもらう。描いた絵は

とっておきます。最後の“モーセの死"の単元が終わった時点で、描かれた絵とぬりえ例の絵をすべ

て集めて、並べると紙芝居ができあがリます。最後にみんなで作った紙芝居を伎って、お話をしても

よいでしょう。
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9月17日 「カナン偵察」

〈子どもたちに伝えたいこと〉

同じものを見ても、神様をたよりにしている時

と、そうでない時とでは、全〈違って見えてしま

う。神様が喜ばれるのは、神様をたよりにして先

へ進んでいくことである、ということ。

〈展開例〉

礼拝で聞いたお話を思い出しましょう。

0カナンの様子をさぐりに行った人たちは、ニ人

でかつがなければならない日ど大きなブドウの

房を持って帰ってきました.そして、その土地

へ行〈ことを、モーセたちにどんなふうに説明

したでしょうか.

※彼らは、「そこは素晴らしい土地だが、強そう

な住民がいて、とてもせめていけるようなとこ

ろではないJと説明しました(13: 27-29)0 

0イスラエルの人たちはみんな同じ意見だったで

しょうか。

※カレプヒヨシュアは、「素晴らしい土地だった

が、神様が私たちにあの土地を与えて〈ださる

だろう j と宮いました。同じ「素晴らしい土地J

を見てきたのに、カレプたちと他の人たちの考

えはまるっきり正反対でした。

小学科下級

カレプたちは、神様は自分たちにいつもよい

ことをしてくださる(ローマ8:28)というこ

とを知っていました。だから、神様がこの土地

を下さると約束していて〈ださるのだから、強

そうな人たちと戦っても神様が勝たせて〈ださ

ると信じました。

しかし他の人たちは神様のことを考えずに、

自分たちがあの強そうな人たちと戦って勝てる

わけが無L¥と考えたのです。

0同じものを見ても、神様が一緒にいてくださる

と思って見るのと、神様のことなんか忘れてし

まって、自分だけしかいないと思って見るのと

では、たいへんなちがいがあります.

※神様は何でもできる方です。その神様がいっ

しょにいて〈ださるのですから、私たちも、神

様を頼りにして、神様の道を歩んで行きましょ

う。

〈ちいさなお祈り〉

O神様は、いつも私たちと一緒にいてくださり、

私たちが神様の道を歩んでい〈ことができるよ

うに助けて〈ださることを「ありがとうJとお

祈りしましょう。
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9月17日 「カナン偵察」 小学科上級

〈ねらい〉 こどもあリます。だから、信仰を持つことはと

信仰の目をもって見ることの大切さを教える。 ても大切ですね.

7.イエス様は信じることによって、信仰の目が開

〈展開例〉 かれますようにお祈りしましょう。

1.今日のお話を良〈聞きましたか。カナンの地に

偵 察に行ったのは何人だったでしょう。(お祈り〉

2.12人の偵察者の内、 10人は否定的に結果を報告 神様。私たちがイエス様を信じて、信仰の目が

しました。しかし、ニ人は肯定的で積極的な結 聞き、信仰によってこの世界を見ることができる

果を報告しました。なぜ、同じことを見てこの ように、御堂の助けをお与えください。

ように違う結果を言ったと思いますか.

3.友達など宮い合ったことがありますか。自分は

正しいことを言っているのに、相手の子を応援

している人が多〈て、自分の意見が通らなくて

悔し〈なったことはありますか.数が多いから

必ずしも正しいことではあリません。

4.ニ人の偵察者が正しいこと官ったのはその人の

中に、神様を信頼する信仰があったからです。

信仰なしにものごとを見ることと、信仰でもの

ごとを見ることはやはり違うでしょうか。違う

ならどんなことが違うでしょう。

5. (実験) 準備物.'赤い色眼鏡

ここに赤い色眼鏡があります。眼鏡をかけない

で見ることと、眼鏡をかけて見ると、何が遣い

ますか。

6.赤い色眼鏡で見ると、すべての世界が赤〈見え

ます。同じように、眼鏡という信仰を通して、

世界を見ると、今まで見えなかったことや見え

るようになり、今までとは全然違う形で見える

-103ー

恐れてはならない



9月17日 「カナン偵察」

〈今日のカテキズム〉

食今日の箇所から、神さまの御心にかなった判断・

行動をするにはどうすればよいのか、というこ

とを考えさせられます。まず、神さまが人に求

めておられることを次のカテキズムで確認しま

しょう。

ウzストミンスター小数理問答

問39 神が人に求めておられる義務は、何ですか。

答 神が人に求めておられる義務は、神の唇示

された御意志に服従することです。

食事示された御意志に服従し、神さまの御心にか

なった行いをするためには、まことの悔い改め

が必要であることをハイデルべルク信仰問答は

教えてくれています.まことの悔い改めが古い

人の死滅と、新しい人の復活から成る、という

ことを教え(問88)、それによって生き方がど

う変わっていくものなのかが示されています。

この生き方が、カレプに表れていることを確認

できるでしょう.

八イデルペルク信仰問答

問90 新しい人の復活とは何ですか。

答 キリストによって心から神を喜び、また神

の御旨に従ったあらゆる暑い行いに心を打

中学科

ジュネーヴ教会信仰問答

問128悔い改めどはどんなことですか.

答 それは神へのおそれから生まれてくる、患

に対する嫌悪と善に対する愛であり、また

それは、われわれをしてわれわれの肉の勢

力を失わせるように誘導し、われわれが聖

堂によって支配され導かれて、神に仕える

ようにならせるのであります。

問129これが、キリスト者の生活についてわれわ

れが述べておいた第二点です。

答 その通りであリます.そして神に対する真

の正しい奉仕は、われわれがみ心に服従す

ることにあると申しょげた通りであります.

問130何ゆえですか。

答 神はわれわれの気まぐれで仕えられること

をお望みにならず、神が喜ばれるように仕

えることを、望まれるからであります。

食そして、神を喜ぶ道、この方の栄光のために為

す行いとは何かを教えるものが聖書であること

を、;欠のカテキズムは教えています。

ウzストミンスター小教理問答

問2 神は、私たちに神の栄光をあらわし神を喜

ぷ道を教えるため、どんな基準を授けてい

てくださいますか。

ち込んで生きる、ということです。 答 旧新約聖書にある神の御言葉だけが、私た

ちに神の栄光をあらわし神を喜ぶ道を教え

る、ただ一つの基準です。

問91 しかし、普い行いとはどのようなものです

か。

答 ただまことの信仰から、神の律法に従い、

この方の栄光のために為(な)されるもの 〈今週の聖書目標〉

だけであって、わたしたちがよいと思うこ

とや人聞の定めに基づ〈ものではありま

せん。

女同じことを、ジュネーヴ教会信仰問答は次のよ

うな流れで記しています。
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木曜日 ヨハネ 15:5 
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9月24日 「モーセの死」

テキスト 申命記34章1-12節

イスラエルの民をエジプトから約束の地力ナン

を目前とするモアプの野へと 40年間導いたモーセ

は、ネポ山にて死に葬られる。彼の働きは後継者

ヨシュアに託され、新しい世代の民と共に約束の

地力ナンへ入っていくこととなる。一つの時代の

大きな区切り・節目を示すのがモーセの死と葬リ

の出来事である。

〈カナンに渡ることはできない〉

主なる神は、モーセに、あなたは約束の地を見

るが、そこに渡ってい〈ことはできない、と彼の

任務の終わりを告げられる (34: 4)。モーセは最

後に、ネポ山のピスガの頂に登り、約束の地の全

土を見渡すことが赦された。彼が自にしたのは、

まさに族長アプラハム・イサク・ヤコプへの神の

約束通りの良い地であり、神の祝福される嗣業の

地であった。けれどもモーセ自身、その地に入っ

ていくことは出来な~'0それは、何よlJも先の世

代の罪と老舎の責任をとってである。しかし、それ

だけでなく、彼個人としては体力も気力も充分で

あったが、民全体を導き、新しい使命(カナン入

植)を果たすには限界があったと考えられる (34:

7)。新しい任務は、新しい指導者によリ、新たな

世代の民が負い果たすべきものである。どんなに

偉大な指導者と言えども、その働きには制約があ

リ、終わりがあることを示される。神の救いのみ

業、神の約束のみ業は、世代を重ねて為していか

ねばならない遠大な性質のものである、と言える.

〈主がモーセを葬られた〉

モーセは、神が彼に与えられた働きを全うし遂

にネポ山で死に、恐ら〈ヨシュアの手によって基

に丁重に葬られたと思われる。けれども聖書(申

命記)は、あたかも主御自身がモーセを葬られた

かの如〈に述べ、従って彼の墓の場所は誰も分か

らないと記している (34: 6)。あまりにも偉大な

指導者故に、かつてのエジプトでの埋葬のごと〈

聖書研究

神格化されることを、神が案じられての特別な配

慮であろう。

後継者のヨシュアも、そして出エジプトや紅海

の奇跡を知らない新たなイスラエルの民も、本当

に畏れ従わなければならないのは、モーセではな

〈彼を用い抑自分の約束を真に実現される神御自

身に対してである。先の指導者への敬意や哀悼は

現さなければならないが、しかしそのことが主な

る神御自身に代わってしまったり、いつまでもそ

こに思い留まることは、むしろ不信仰である。先

立ち給う主に従って新たな歩みをなしてい〈こと

が大切である。

〈モーセのような預冒者〉

最後に、申命記は、モーセの生涯とその働きに

対しての神による評価を記して閉じている (34: 

10)。このモーセへの賞賛は、彼の為した業績や

人間的な価値に対してでは決してない。彼は、や

はリ神に仕える一人の僕であり、又主が用いられ

た器の一つでしかない.あまりにもモーセその人

自身を過大に評価することは、おおいに慎まねば

ならないであろう.全ての栄光は、神御自身がと

られるものである。

ではこのモーセに対する神の評価は、どういう

意図をもってのものなのか。それは、何よリも彼

の全生涯とその働きとを主が覚えていて下さる、

その働きに対する報いは主御自身が豊かに備えて

下さることを示す.ここに神の僕としての光栄と

喜びとがある.そしてこのモーセの役割と働きは、

やがておいでになる真の救い主イエス・キリスト

が神の家においてなされるお働きのひな形であり、

予型であった.その点でモーセよりも偉大な預言

者は起こらなかったと言える。ただ一人、真の神

の御子イエス・キリストだけが、神の約束を真に

実現される真の仲保者であられることを明示して

いる(申命記18: 15、ヨハネ 1:17-18、へプラ

イ3:2-6)0 (山下朋彦)
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9月24日 「モーセの死J 説教展開例

テキスト 申命記34章1-12節

参照カテキズム 子どもカテキズム問80

(単元のねらい)

モーセは、 120歳で死ぬまで、現役の神の民の指導者であった。神は、このモーセを通して、ご自身

の栄光、神の民の救いを進められた。しかし、この旧約聖書中、最大の預言者にしてなお、約束の地を

見下ろすだけで、そこに入ることは許されなかった。発達段階にしたがって考えさせ、教えた~'0たっ

た一度のメリパの井戸における御言葉への真剣な聴従を怠ったことが、原因とされている。神の裁きの

唆厳さ、指導者の責任の重さを見ることができる。しかし、他方、神は、このモーセ本人を懲らしめる

ためだけにそうなさったのではないであろう。モーセにとっても、(他ならない神ご自身にとっても)地

上の約束の地より、天よの永遠の故郷に入ることこそ、最大の喜びであったではないか。いずれにしろ、

神の祝福のなかで、彼の生涯は全うされたのである。さらにまた、神の民の救いの歴史は、一代で完成

せずとも、受け継がれて行くのである。日本キリスト改革派教会の将来もまた、契約の子らに受け継が

れてゆ〈であろう.そのために今、励みたい H ・H ・-

『神の人モー包の死』

旧約聖書の申命記の最後の箇所にこう書かれて

います。「イスラエルには、再びモーセのような

預言者は現れなかった。Jつまり、モーセさんは、

旧約聖書のなかで、一番、すごい神さまの働きを

した人だということです。こんな風に神さまに宮

われたモーセさんは、すばらしいですね。それも

そのはずです。モーセさんは、エジプトの奴韓に

なっていた大勢のイスラエルの人々を、神さまの

約束の地力ナンへと連れ出した人だからです。こ

の出来事は、イエスさまが、僕たち私たちにして

くださったこと、つまり、罪と死の奴隷になって

しまって、そのままであれば、天国などには決し

て入れない、惨めな、汚い心になっていた僕たち

私たちを、地獄から天国へ、神さまが一緒にいて

くださるところへ連れ出して下さった救いのみ業

に比べられるほどのものだからです。つまリ、モー

セさんは、神さまのカによって、イエスさまを思

い出させるようなすごいことをしたのです。

もともとモーセさんは、 40歳まで、エジプトの

王宮で過ごしました。その後、 80歳まで、羊飼い

として過ごしました。そして、 80患になって、イ

スラエルの人々を約束の地まで導〈お働きをし始

めました。しかしついに、今、 120歳になったの

です。けれども、まだまだ目もよく見えて、神さ

まのために生きるカは、まんまんです。

そして神さまは、そんなモーセさんに、ついに、

ピスガという山に畳らせて、約束の土地を見せて

下さいました。モーセさんはどんなに、うれし

かったことでしょうか。想像してみて下さ~'0 40 

年間も荒れ野をさまよいながら、仲間たちから、

数え切れないほど、文句を聞かされてきたのです。

「モーセなんて、いんちきだ。神さまが俺たちを

救うために、荒れ野に連れ出したのではな〈、こ

んな嫌な場所で、殺すために連れ出したのだ。モー

セについて行った俺たちが愚かだった、エジプト

に戻ろう、帰ろう。j 誰よりも約束の地を待ち望

み、誰よりも約束の土地に入りたいと思っていた

のは、モーセさんだったはずです。そして、つい

に今、モーセさんはその目で、約束の土地を見て

いるのです。すでに自の前にいるのです.どんな

にうれしかったでしょう。どんなに、わ〈わ〈し

たでしょう。
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どころがどうでしょう。神さまは、このモーセ

さんに厳かに仰せになりました。「あなたは、そ

こに渡ってゆ〈ことはできないけ

『エッ、何でそんなことになってしまうのJと

思いませんか。「神さま、モーセさんがかわいそ

うではないですか。もうちょっとだけ、もうほん

の少しだけ長生きさせてくださったら、モーセさ

んは喜んだはずなのにけそんな風に考えるお友

達はいませんか。昔、先生は、そんなことを考え

ました。

神さまは、なぜ、モーセさんが約束の地、カナ

ンに入らせられないのかという理由を、お教えく

ださいました(民数記20: 51-52)。それは、昔、

カデシュの地のメリパの泉で、モーセさんは、一

度、神さまの前に失敗したこと、罪を犯したこと

があるのです(民数記20: 1-13)。それは、こん

なことでした。イスラエルの民がカデシュに滞在

していたときのことです。そこには、大勢の人々

に必要な飲み水がありません。ですから、彼らは

モーセに文句を言いましたo rどうして我々をこ

んな場所で殺そうとするのですか。エジプトのほ

うがよほど良かったのに。Jモーセさんは、この

ような厳しい声を聞いた後で、神さまの幕屋の中

で礼拝しました。すると、神さまは仰せになられ

ました。「イスラエルの前で、岩に向かつて水を

出せと命じなさいけところがモーセさんは、そ

こで、いつものように杖をもって、その岩をニ度

打ったのです。すると、いつものようにその岩か

ら、ビューっと水がほとばしりでました。そして、

イスラエルの人々は、ワァーと大きな戸をあげて、

ごくごく水をおいしく飲んだのです.

さて、みんなの中で、「どうしてそのことが神

さまの前に患いことなの、罪を犯したことになる

の?Jと不思議に思うお友達もいるかもしれま

せん。モーセさんは、どこで神さまの御言葉に背

いたのでしょうか。モーセは、杖で岩をニ皮打ち

ました。注意してくださ ~'o 神さまがこのとき

モーセに仰せになったのは、岩を打つことではあ

りませんでした.あるときは、確かに、杖で岩を

打てとお命じになられました。そしてその通りに

なりました(出エジプト記17章)0 しかし、ここ

では、ただ宮葉で言うだけでよかったのですし、

それ以外には、してはいけなかったのです。

「たったそれだけで ?Jど思うかもしれません。

確かに、神さまは、モーセさんにとても厳しかっ

たと思います。けれども、人々に神さまの御言葉

を告げる人自身が、御言葉に鈍感で、不注意で

あってはいけないのです。この出来事は、実は、

誰でも、神さまの御言葉は、心を込めて聴いて、

その通リに従わなければならないことが示されて

いるのです。

けれども、先生は、このようにも考えています。

約束の土地に入ることもすばらしし素敵です。

でもモーセさんは、 120歳ですね、もともとモー

セさんにとって、もっともすばらしいことは、天

国に入ることです。神さまも、天国へ迎えよげら

れることを望まれたのだと思います。

また、神さまは、カナンの土地を占領すること

は、 120歳のモーセではなく、若い人たちに引き

継がせられたのです。

わたしたちの教会も、今、牧師先生や日曜学校

の先生たちが指導者として、神さまの御言葉に聴

き従って、いろいろな奉仕をして、イエスさまの

教会を建てています。天国を目指して進んでいる

のです。けれども、この神さまのお働きは、先生

たちの世代で、完成できないかもしれません。そ

れなら、この教会の明日、将来は、誰が引き継ぐ

のでしょうか。それは、僕たち私たちですね.モー

セさんは、若い人たちに期待して、死んで行った

と思います。僕たち私たちも、この教会の一員と

して、天国を目指し、進み行くのです。

(相馬伸郎)

〔今週の暗唱聖句〕 ヘプライ人への手紙11章16節
ところが実際は、彼らは更にまさった故郷、すなわち天の故郷を熱望していたのです。

だから、神は彼らの神と呼ばれることを恥となさいません。

神は、彼らのために都を準備されていたからです。
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9月24日 「モーセの死j

〈一週間の準備:これで分級の90%は決まる〉

1) 9/17にお休みの子はいませんか? どう

してお休みだったんでしょう。次回出席できるよ

うお祈りください。できたら、お手紙を出しま

しょう。 2)9/24の分級で何を話しますか。話す

内容を一週閉じっ〈り:考えましょう.当然、出席

する子供たちの顔を浮かべながら H ・H ・、教案の準

備は祈りではじめましょう。 3)子供たちの成長

のために、教会に送リ出してくれている家族のみ

なさんのために祈りましょう。

〈分級では…・・・半年ありがとうございました〉

4月に始まった分級も半年が過ぎました.子供

たちもすっかり大人になったことと思います.子

供たちの成長を豊かに祝し、守って〈ださってい

る神様に感謝 Lます.分級だけでなく、いつもの

生活の中で、子供たちの成長を祈っていけたらと

思っています.

私の担当分も今日が最後です.半年間ありがと

うございました。みなさんの少しでもお役に立て

たら幸いです.足らない部分の多い私の働きをお

守り〈ださった神様に感謝します.

〈分級のねらい〉

幼稚科

やり遂げた、満足そうな表情が見て取れませんか。

カナンの地に入ることができなかったモーセです

が、神様に従い、神様の大きな守りの中で、その

仕事をやり遂げたモーセは十分満足ではなかった

のか? と私は思っています。先週、神様に従っ

て一歩を踏み出すことを述べました。モーセの召

命で述べましたように、モーセは最初の一歩をな

かなか踏み出すことができませんでした.何とか、

リーダーとして一歩を踏み出した後も多〈の罵倒

を受けました。苦しいことの連続だったでしょう。

それでもなお、神様に従い、祈り、イスラエルの

民を導きました。私たちもモーセのように神様に

従い歩みたいと願っています。

一
~一一一一三;;:=-

今日のポイントは以下のイラストがすべてです。(:祈り〉

本教案誌作成にあたリイラストを担当くださった 神様、私たちもモーセさんのように神様に従い、

植田さんによるものですが、大きな神様の仕事を 歩むことができる子供にして〈ださい。

〈共通工作〉

/!!l1l9:みんなで紙芝居を作ろう!

族長時代から出エジプトまでの一連のストーリーを創世記から申命記までのお話の流れと神様の約束

の実現をこどもたちと一緒に理解していくこと..すgfjの:紙、色鉛筆、〈れよん(絵が描ける道具ならなんでもよい)

修業手....:その日のお話の終7後に一番印象に残ったところをそれぞれ絵に描いてもらう.描いた絵は

とっておきます。最後の“モーセの死"の単元が終わった時点で、描かれた絵とぬりえ例の絵をすべ

て集めて、並べると紙芝居ができあがります.最後にみんなで作った紙芝居を使って、お話をしても

よいでしょう。
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9月24日 「モーセの死」

〈子どもたちに伝えたい乙と〉

モーセが約束のカナンの地を目の前にして地上

の生涯を終えたのは、モーセが神様から与えられ

た役割を果たし、神様の御許で休むことができた

のだ、ということ。

神様は、今この世に生きている私たちにも役割

を与えていて〈ださる、ということ。

〈展開倒〉

礼拝で聞いたお話を思い出しましょう.

Oモーセは、約束のカナンの地をみわたせる山に

連れてこられ、自分がイスラエルの人たちをこ

こまで連れて〈ることができたということを教

えられました。そして、その後、モーセは約束

の地に入ることなしその山で死んで葬られま

した。どうして、モーセはこの山で天に召され

たのでしょうか。

※モーセは、神様に文句ばかり宮っているイスラ

エルの人たちをエジプトから脱出させ、カナン

の地に入るところまで連れてきました。それは

たいへんなしんぼうと努力の要る仕事でしたが、

モーセはそれをなしとげました。神様が命じら

れた仕事を最後までやりおおせたのです。神様

は、そのモーセの苦労にこたえて、もうこれか

らは苦労の無い、神様の許へ連れて行ってくだ

小学科下級

さったのです。

モーセがカナンに入れないことは、メリパの

泉での失敗が原因とも言われるが、低学年には

理解できない理不尽さではないかと思い、主の

業をなしとげた凱旋ととらえてみました。

O私たちも、まだまだ若い(小さい)ですが、こ

うしてこの地上で生きているということは、神

様から命じられた仕事があるからです。みなさ

んも、これから、神様が何をしなさいと言って

おられるのか、神様にたずねながら大き〈なっ

ていって〈ださい。

※私(伊藤)自身は、この世にいるのは、主イエ

スが、付いて行きたいと願ったゲサラの人(悪

霊を追い出してもらった人)に『神があなたに

なさったことをことごと〈話して聞かせなさいJ

と言って家にお返しになったように(ルカ8:26

-39)、「主がして下さったこと」をまわりの人

たちに話して行〈ことを命じられているからだ

と思っています。日曜学校の奉仕は、そのため

のとても大きな道であると感じています.

〈ちいさなお祈り〉

O神様が私に何をしなさいといっておられるのか

「教えて〈ださ Lリとお祈りしましょう。

-109ー



9月24日 「モーセの死」

くねらい〉

信仰は自分だけ守って切って終わることではな

く、次世代の人々の受け継がせることであること

を、子供たちの心にも与える。

〈展開倒〉

1.今日は、モ{セさんが死ぬ話を聞きました。人

が死ぬことは寂しいですね。皆さんの周りにど

なたか愛する人が亡くなった経験をしたことが

あリますか。(話し合う)

2.人はだれでも死にます。歳を取って死ぬ人もい

れば、事故や病気で死ぬ人もいます.しかし、

死ぬことは決して寂しい、越しいことばかりで

はありません.

3.死は、イエス様を信じてない人には悲しいこと

かも知れませんが、イエス様を信じている人に

は天国への希望があリます。だから、わたした

ちの死は希望があるのです。皆も、後で死んだ

後復活して、一緒にイエス様を信じてきたお祖

父さんやお祖母さんと出会える日を楽しみにし

たいと思います.

4.しかし、人は死んでも残して置くもの、後の人

小学科上級

に継がせて置くものがあります。モーセは死ん

で後の人に何を継がせたと思いますか。

5.それは信仰でした。一緒にヨシュア記1章を読

んでみましょう。

6.わたしたちの教会にもお祖父さんやお祖母さん

がたくさんいます。そのお祖父さんとお祖母さ

んの大きな願いの一つは何だと思いますか。そ

れは、ここにいる皆にイエス様を信じる信仰を

伝えることです。そして、その信仰が皆さんを

通して、またこれから生まれてくる人々にも伝

えることです。

7.それは神様がわたしたちに与えてくださった命

令です。わたしたちは神様に喜ばれることを覚

えて、未来の教会を守ってい〈人々になりま

しょう。

〈お祈り〉

愛する神様。わたしたちに教会を与えて〈ださ

り、また信仰の先輩を与えてくださって感謝しま

す。これからわたしたちが信仰を守り続けて、後

の人にもそれを伝えることができるように助けて

〈ださい。
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9月24日 「モーセの死」

〈今日のカテキズム〉

古参照カテキズムとして、子どもカテキズム問80

が挙げられています.

問80 r御国を来らせたまえj では、何を祈り願

中学科

る御言葉に反して考え出されるすべての邪

悪な企てを滅ぼしてください、ということ

です。

うのですか。 ウエストミンスター小教理問答

答 神さまの恵みの支配が教会の中で確立さ 問102第二の祈願では、私たちは何を祈り求める

れ、教会を通して広げられ、ついにはイエ

スさまが再び来て完成してください、とい

うことです。

女モーセは偉大な指導者でしたが、モーセの時代

だけでイスラエルの救いが完成したのではあり

ませんでした。モーセが約束の地に入るまで生

きていたら、イスラエルの救出はモーセが成し

遂げたこと、と人々は思ってしまったかもしれ

ません。しかし、モーセ自身は約束の成就を最

後まで見ることはできませんでした。道なかぱ

にしてのモーセの死は、神さまが、モーセ自身

のですか。

答 (rみ国をきたらせたまえJという)第二の

祈願で私たちが祈る事は、サタンの王国を

滅ぼして〈ださるように、恵みの王国を進

展させ、私たち自身と他の人々をそこに入

れ、その中に守ってくださるように、また

栄光の王国を早〈来らせてくださるように、

ということです。

合次のカテキズムは、一歩踏み込んだ内容です。

問268、269に統〈問答です。

にも、イスラエルの民にも、その目を、神さま ジュネーヴ教会信仰問答

ご自身による救いの完成・成就へと向けさせ、 問270そのことは、現在すでに行なわれておりま

待望させるきっかけとなる出来事となりました. せんか。

食わたしたちは、主の祈りをいつも祈ることによっ

て、神さまが救いを完成し、御国を来らせて〈

ださることを待望している、ということを自覚

しているでしょうか。このことを、カテキズム

で確認したいと思います。

ハイデルベルク信仰問答

問123第二の願いは何ですか。

答 「み国を来らせたまえJです。

すなわち、あなたがすべてのすべてとなら

れる御国の完成に至るまで、わたしたちが

いよいよあなたにお従いできますよう、あ

なたの御言葉と聖霊とによってわたした

ちを治めてください、あなたの教会を保ち

進展させてください、あなたに逆らい立つ

悪魔のわざ業やあらゆる力、あなたの聖な

答 確かに部分的には行なわれております。し

かしそれが絶えず成長し、ついにはまった

きに至るまで進みゆくことをわれわれは願

うのであります。これは審判の日に成るで

ありましょう。その日には、神のみが讃美

せられ、被造物はことごとく神の偉大さの

前にしたがえられ、神がすべてのことにお

いてすべてとなられるでありましょう。

〈今週の盟書日課〉

日曜日 ヨシュア 1: 6.......9 

月曜日 ローマ8:23 

火曜日 詩編119: 105 

水曜日 詩縄143: 10 

木曜日 ローマ 16:20 

金曜日 黙示録12: 10・11

土曜日 黙示録22:20 
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祈りの生活(第 4課)

第4謀感謝をもって祈る

1.恵み深い主に感謝せよ

キリス卜者にとって、祈りはもっぱら神に願う

ことであります。願いをささげるにあたって、自

分の罪を告白することと、神の憐れみを感謝する

ことが求められています。この枠組みについては

『ウエストミンスター小教理問答J98および『同

大教理問答J178に触れて見たとおりです。

詩編は、旧約の信徒たちの信仰と生活の全体像

を映し出すものとして、貴重な宝です。神が主権

をもってすべてを統治されることを信じる者はだ

れでも、自然と人間に施される神の患みを感謝し

て、直ちに神を賛美することへと走り込みます。

感謝と賛美の根拠は絶えることなしわたしたち

の目の前にあります。もし、神の患みに対して、

賛美することな Lに放置するならば、それは「悪

意の沈黙」である、とカルヴアンは言い放ちまし

た (f綱要J3:20:28)。恐ろしい言葉です。

見えているはずであるのにしっかりと見ていな

いことが、たびたびあります。わたし自身、詩

編104編を読んでいて、そのことを思い知らされ

ました。ここには、自然の中に満ちあふれている

創造主である神の恵みが細やかに描き出されてい

ます。創世記第l章の創造記事が詩的表現をとっ

て立体的に浮かび上がってくるような思いがしま

す。

自然と歴史の舞台に神の知恵とカとを読み取る

者は、信仰の目をもって告白して古います一一一「主

よ、御業はいかにおびただしいことか。/あなた

はすべてを知恵によって成し遂げられた。/地は

お造けになったものに満ちている J(24節)。こ

れは、いわば総括的な表現であり、その背後には

驚くばか 1}の細密描写があります。神の摂理は、

細部にまで及んでいます。これを認める者は、ロ

をつぐんだままではいられません一一ー「主に造ら

れたものはすべて、主をたたえよJ(22節)。神

の患みに打たれる者は、感謝をもって、この患み

を告げ知らせるのです。

続<105編では、神の選びの民が、歴史の中で

成人科 (7月)

変わることのない神の誠実と真実とによって守ら

れ、導かれている事実が、さまざまな事跡をたど

る形で、詳細にわたって告白されています。その

中心を成すのが、アプラハム契約を実現する神の

誠実です一一一「主はとこしえに契約を御心に留め

られる……アプラハムと結ばれた契約/イサクに

対する普いをJ(8.......9節)。救いの歴史を推進す

る神は、ご自分の成し遂げられた驚くべき御業と

奇跡のかずかずを心に留めるように、と求めてお

られます (5節)0 r主に感謝をささげて御名を呼

べJ(I節)との呼び掛けが、契約の民の頭ょに

響いています。

次の106編は、 105絹とセットになっています。

神の不変の恵みと真実にもかかわらず、罪を重ね、

神に反抗したイスラエルの悪行のかずかずが、具

体的に列挙されています。しかし、それにもかか

わらず、背きの民を顧み、契約を思い起こし、こ

れを実現に至らせる神の誠実の勝利が、本編の中

心点として輝いています (44.......45節)。キーワー

ドは、「主はなおJです (44節)0 105:1 r主に感

謝をささげて御名を呼べJは、 106:1 r患み深い

主に感謝せよj と対応の関係にあリます。

2.キリストにおける恵みの感謝

アプラハムに立てた聖なる契約を神は覚え、救

いの角をダピデの家から起こし、そのことをもっ

て、ご自分の民を訪れてくださいました。ザカリ

アが預言するとおりです(ルカ 1:67.......79)。高い

所から訪れたあけぼのの光、すなわち、神が天か

ら遣わしてくださった独 1}子の神、イエス・キリ

ストによる恵みと救いを、福音の時代の信者は感

謝をもって受け、神に賛美をささげます。個人で

も、教会としても、わたしたちの祈"は、このキ

リストにおける恵みの感謝に満ちあふれていま

す。

パウロとともに、「わたしたちすべてのために、

その御子をさえ惜しまず死に波された方』に、わ

たしたちは感謝の祈りをささげ、この方に信頼を

置きます(ローマ8:32)0r神がその愛する柳子

によって与えてくださった輝かしい恵みJを、わ
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たしたちは心の限 IJたたえます(エフェソ 1:6)。

「キリストが教会を愛し、教会のために御自分を

お与えになったJ恵みへの感謝は尽きません(エ

フェソ5:26)。

罪の赦しによる救いが、わた Lたちの感謝の主

題であり続けます。へプライ人への手紙の著者は、

大祭司であられるイエスが、ご自分を犠牲として

ささげ、その血によって賊いの業を完成されたこ

とを告げて言いました一一「だから、イエスを通

して賛美のいけにえ、すなわち御名をたたえる唇

の実を、絶えず神に献げましょう J03: 15)。詩

編107:22r感謝のいけにえをささげ/御業を語

り伝え、喜び歌えJは、へプライ 13:15と響き合

う関係にあります。

「何事につけ、感謝を込めて祈Ijと願いをささ

げ、求めているものを神に打ち明けなさ Lリとパ

ウロは勧めました(フィリピ4:6)。感謝の根底

には、主はわたしのために死んでくださったとの

福音があります。感謝の支柱は、天上のキリスト

の仲保と執り成しへの信頼です。この信頼のある

ところに、もろもろの思い煩いは絶やされます。

『ハイデルベルク信仰問答』第三部の表題「感

謝についてJは、 1889年(明治22年)の邦訳では、

「恩(めぐみ)を感ずることJとなっています。「感

思Jは、恩をありがたく思うの意で、「感謝j と

比べて、内容豊かな語に聞こえます。

3.感謝を深めるための隈想(めいそう)

旧約の教会は、神を「大いなる主、限 I}な〈賛

美される主Jと呼んで礼拝しました(詩編48:2)。

その礼拝の中で、契約の民は官いました一一一「神

よ、神殿にあってわたしたちは/あなたの悲しみ

を思い描<J (10節)。新共同訳聖書がもっぱら「悲

しみJと訳出したのは、神の契約のまことを指す

語で、契約を立て、これを歴史の中で実行し、完

遂する神の不変不動の誠実を言い表しています。

契約の民の歴史の節目節目に、神の誠実は具体的

な神の腕の働きとなって、現れ出ました。

「思い描<Jと訳された語は、想像するの意で

は、心の中に秘めておくままに終わることはあり

ません。摂想は、神を崇める集会の中で、主の真

実と救いを語 IJ、神の誠実と真実とを隠さずに告

げることへと昇りつめます(詩編40:11)。契約

の民は、契約を果たしてこられた神の足跡、を、あ

の出来事、この出来事の一つひとつに認め、なお

一層、神への信頼を固<Lます。神が約束された

助けを求める懇願は、この信頼の上に、より激し

いものとなって立ち昇ります。「わたしの契約を

彼に対 Lて確かに守るJ と断言された神は、「わ

たしの唇から出た言葉を変えることはな t、J と、

厳かに告げ、「ダピデを裏切ることは決してな Lリ

と誓われました(詩編28:29、35、36)。祈 IJの

中に嘆想を組み込んだダピデの例を挙げて、カ

ルヴ 7ンは、「嘆想が祈Ijの聞に入れられること

は決して無益でない」と記しています (r綱要』

3:20: 13)。嘆想をこらすところに、祈Ijの熱烈さ

が燃えよがリます。

若い時から、 rI~ むべきかな 主のみめぐみ、

今固まで旅路を 守 IJたまえ IJJと歌ってきまし

た(0"讃美歌J5340 r讃美歌21.1464を参照)。信

仰生活のあの節目、この節目で、主なる神が力強

〈働いてくださったあのこと、このことを、摂理

のみ手の業として深〈膜想するとき、賛美の声は

一層高められます。わたしの正直な思いからすれ

ば、「きょうまでJ と歌うときに、これまでの一

日一日を思い巡らすことができるようになったの

は、 70織を超えてからのことでした。

「どんなことにも感謝しなさ Lリと、パウロは

勧めています(テサロニケー5:18)。神の摂理の

跡は、どの信徒の生涯にも深〈刻み付けられてい

ます。感謝の根拠を、神は十分に差し出しておら

れます。わたしたちの魂が怠惰に陥ることがない

ように、神は鋭い針をもって突いてくださいます。

【宿題】 詩編 145絹ダピデの詩を読み、神の力強

L 、御業についてのダピデの思いと受けとめ方を吟

味しなさ~'0御業の「数々J、御業を「数えよげますJ

とある点に留意しなさ~'0詩編40:6r故知れな

すが、新改訳が「思い巡らしましたj と訳してい い御計ら L、j も参照のこと。

るとおり、暖想を指しています。思い巡らすこと (石丸新)
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祈 uの生活(第 5課)

第5課希望をもって祈る

1 隈想のうちに神を待ち望む

「わた Lの魂は沈黙して、ただ神に向かう Jと

ダビデは神への信頼を告白して言いました(詩編

62:2)。文語訳が、「黙してただ神を待つJとLた

とおり、沈黙は、「待つJという積極的な信仰の

姿をまとっています。その積極性は、同じ 2節の

「神にわたしの救いはあるJとの確信の表明から

明らかです。その確信は、 3節でさらに詳しく言

い表されています。

沈黙とは、何も言わない、何も Lないことでは

ありません。四字熟語の「沈思黙考j は、聖書で

は、神の驚くべきみ業の数々を深〈考え、そこに

啓示された神の不変不動の患みに思いを沈め、そ

の深みから神を賛美するに至る、生き生きしたあ

り方を指し示しています。キリスト教膜想は、神

信頼の告白ど神賛美へと昇リつめる、信仰者の息

遣いそのものです。その息遣いに伴うのが、身を

乗り出すようにして神を待ち望む姿勢です。

2節で、「神にわたしの救L、はあるJ と言って

沈黙の根拠を明らかにしたダピデは、 6節では、

自分を沈黙へと奮い立たせて、「神にのみわたし

は希望をおいているJと言いました。直訳すると

「わた Lの希望は、神からJ となります。 2節も

直訳すれば、「わたしの救いは、神からJどなけ

ます。この「神からJこそ、神の絶対主権の告白

にほかなりません。この告白に基づいて、「わた

しはあなたを待ち望みますJ との言明と、「あな

たが計らってくださるでしょうJとの信頼の表明

が、ダビデのロからほとばしり出たのです(詩編

39:8、10)。

2節で、「わたしの魂は沈黙してJと言ったダ

ピデは、 6節で、「わたしの魂よ、沈黙してJと

自分に呼び掛け、さらに9節では、「民よj と呼

び掛けて、契約共同体の堅持すべき神信頼を強〈

勧めています。新約の民である教会は、天から遣

わされた独Ij子イエスを唯一の賦い主として受け

入れ、キリストこそは、「永遠の救いの源Jと告

白Lます(へプライ 5:9)。

成人科 (8月)

自分の窮乏を意識し、へりくだリをもって神に

祈リ求めるときに、神がこれを聞き届けてくださ

るとの確信が、わたしたちの祈Ijの生活のいのち

を成しています。神が時に適う助けを与えてくだ

さるとの確信が、祈る者を勇気づけます。大胆さ

と希望は、祈りにおいて一つに織り合わされます。

神の誠実と真実の実例から力をいただき、晴れや

かなa心をもって神に望みをおいたダピデを、わた

したちは模範としなければなりません。「きょう

まで旅路を 守りたまえ 1)Jと歌う信徒の来し方

には、神の不変の恵みと不動の愛の証拠が満ちて

います。

2.撮りつめた望み

詩編25編ダピデの詩は、信頼と希望の二重唱

となっています。「あなたに望みをおく Jという

表現が、 3節、 5節、 21節に用いられ、それがこ

の詩を美し〈彩っています。詩編 130絹「都に

上る歌Jでは、「わたしは主に望みをおき/わた

しの魂は望みをおきJと歌われています (5節)。

ほかの用例として、詩編27:14、37:34を挙げる

ことができます。これらの個所に用いられている

「待ち望むJの原語は、糸をよること、縄をなう

ことを原意としていて、極限まで引っ張っても切

れることのない、緊張の極致を言い表しています。

戦時下の小学校で、手エ(今の工作)の時間に

模型飛行機を作ったことを思い起こします。動力

となるゴムひもを、プロペラを回して巻き、切れ

る直前まで、できる限Ij多〈のこぶをこしらえた

ものでした。同じ戦時下、旧制中学の野営訓練

でテントを設営するときには、ロープに手のカを

かけて、「張リ張 1)にするJと言ったものでした。

この張力が、よの個所で用いられている「待ち望

むj の語の中心を成しています。この語の意味を

告げるにあたって、英語の説教ならば、さ Lずめ、

「ホープ(希望)はロープであるj との語呂合わ

せを用いるところでしょう。

詩編25:5で、ダビデが「あなたはわた Lを救っ

てくださる神。/絶えることな〈あなたに望みを

おいていますJと歌うとき、そこには、祈りにお
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ける持続と集中が言い表されています。「絶える

ことな<Jは、ロ語訳では、「ひねもすJ、すなわ

ち一日中ということです。たとい逆境にあっても、

神の介入をひたすら待ち望み、望み得ないときに

も、なお待ち望んだダビデの身の構えを、詩編の

あちこちに読み取ることができます。

詩編40:2で、「主にのみ、わたしは望みをおい

ていたJとダビデが歌う個所に用いられたのも、

張力を指す語「待ち望むJです。「待った、わた

しは待ったJが、原文の言い回しで、そこには、

決して中断することのない、持続の側面が浮き彫

りにされています。張りつめた望みは、 くずおれ

ることのない忍耐と結ばれて、主に目を注〈・人を

支えます。パウロも、「絶えず祈りなさいJと勧

めました(テサロニケー5:17)0 r絶えずj は、「中

断することな<Jです。祈 IJの忍耐については、

第8課で取り上げることとします。

主なる神は、とこしえの憐れみといつくしみと

を思い起こし、現に働いてくださる契約の神であ

られます(詩編25:6)0 r主を畏れる人に/主は

契約の奥義を悟らせてくださるJ(同25:14)。悟

らせてくださる道筋が、絶えることのない祈りで

す。「わたしはいつも主に目を注いでいますj と

ダピデは祈リの姿勢を明らかにしました(15節)。

3.希望は決して裏切られない

詩編86編ダビデの詩は、「祈 IJJ と題されてい

ます。祈りについて多くのことをわきまえること

のできる適切なテキストということができます。

窮乏感覚は、 l節に明白です。「絶えることなく

あなたを呼ぶわたしJ(3節)と、ダビデが自分

を位置づけるところに、集中と持続が示されてい

ます。わた Lの祈りを聞き、わたしの声に耳を傾

けてくださいと求める 6節を両側から挟むような

形で、 5節では、主を呼ぶ者に豊かないつくしみ

を与えてくださる神の真実が明らかにされ、 7節

では、苦難の中で呼び求める者に必ず答えてくだ

さる神の恵みの確かさが告白されています。

「希望J とは、答えられるとの確信をもって、

希い望むことです。「期待j とは、神のみこころ

がなされるとの信仰をもって、期して待つことで

す。「祈 IJを聞いてくださる神よ」と呼んで、ダ

ビデは神のもとに来ました(詩編65:3)。この呼

び名を、わたしたちも、祈 IJの唇にのぼらせたい

ものです。

忍酎強〈主を待ち望むのが祈 IJであると言っ

て、カルヴァンは次のとおり記 Lています一一

『神はわれわれの言うことを聞きあげたまわない

ときにも、 しかも、われわれの祈 IJに応じる備え

をして、好意をもっておられるため、かれの御言

葉に依 IJ頼む希望は決して衷切られない (rr綱要』

3:20:52)。祈りをやめることのないダビデに、神

はご自分の時に応じて、豊かに答えてくださいま

した。第4課で見たとおけ、「ダピデを哀切るこ

とは決 LてないJ(詩編89:36) と誓われた神は、

ダピデの子孫たちに、同じ誓いを果たされます。

わたしたちが祈りにおいて神の前に出るとき、

心に固〈信じているのは、神が常に手を差 L伸べ

て、ご自分の民を助けてくださる、という確かな

約束です。わた Lたちの祈 IJは、神のもろもろの

約束を既に得たと信じて、ささげるものであると

言うことができます。祈りを聞いてくださる神は、

祈 IJに答えてくださる神であられます。神が答え

てくださるのがあまりにも遅いと感じるようなと

きでも、神はわたしたちの信仰が弱 IJ果てること

のないように支えていてくださいます。わたした

ちの祈りが神のみ言葉に従うものである限 IJ、神

の唇から出た言葉は、すべて果たされます。

【宿題】 詩編86絹を熟読し、祈 IJについて新 L

〈示された点を挙げなさ L、。読むにあたって、少

なくとも次の点に留意しなさい。

①「主よ」との呼び掛けが、 11回なされている。

②祈る自分を、「僕Jと位置づけている。「あなた

のは Lための子Jとまで呼んでいる。

③「あなた」ー『わた LJの命の関係が、生き生

きと表現されている。(石丸 新)
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祈りの生活(第 6課)

第6課祈りの姿勢

1.膝をかがめる

ただ一人、主の預言者と Lて残ったエリヤは、

パアルの預言者450人を前に Lて、ひたすら、主

なる神の力を祈り求めました。カルメル山の頂上

で、「エリヤは地にうずくまり、顔を膝の聞にう

ずめたj と、祈リの姿勢が描かれています(列王

記よ 18:42)。主の僕として、へ IJ<だりの限 IJ

を尽くし、ただ神の憐れみが天から現され、神の

力が目に見える形で発動されることを、エリヤは

求めました。歎願の姿が、ここにあリます。膝の

聞に頗をうずめることによって、わたしたちの魂

は一層の鋭さをもって神に向かい、神のふところ

に逃れることができます。そこでこそ、祈リは一

層の光を放って燃え立ちます。

「膝をつく Jという姿勢も、同じく、自分を低

くして神をあがめる思いを言い表しています。ダ

ニエルは、三週間にわたる嘆きの祈りを続けてい

ましたが、人の子のような姿の者の手が自分に触

れたのを意識して、「手と膝をついたJと言って

います(ダニエル書10:10)。ひざまずいて伏し

拝むことが、旧約の民の礼拝の姿でした。「もし

わたしの名をもって呼ばれているわたしの民が、

ひざまずいて祈 IJ、わたしの頗を求め、患の道を

捨てて立ち帰るなら、わたしは天から耳を傾け、

罪を赦し、彼らの大地をいやすJと、主はソロモ

ンに告げられました(歴代志下7:14)。

断食し、粗布(あらぬの)をまとい、灰をかぶ

ることも、歎願の祈 1，1の姿であリました(ダニエ

ル書9:3)。衣を裂き、泣くことも、へりくだり

の祈 IJの典型でした(歴代志下34:27)。イスラ

エルの民の背信と悪事に心を痛めるエズラは、「衣

とマントを裂き、提の毛とひげをむしり、ぼう然

として座 IJ込んだJとあります(エズラ記9:3)。

やがて身を起こし、ひざまずいて祈るエズラであ

りました。ある会議の席で、祈りの指名を受けた

とき、何の意識もなく、眼鏡を外し、手に持った

まま祈りました。アメリカから参加していた牧師

から、「日本人が祈るとき、眼鏡を外すのは、へ

成人科 (9月)

りくだりのしる LかJと聞かれたのを思い起こし

ます。

イエスのたとえ話に登場する徴税人は、目を天

に上げようともせず、胸を打ちながら祈って言い

まLた一一『神様、罪人のわたしを憐れんでくだ

さt、J(ルカ 18:13)。最小限の単語を用いてなす

悔い改めの祈 IJに伴うのは、良心の座である胸を

打つという身振りでした。

2.目を上げる

わたしが少年時代を過ごした、現韓国仁川(イ

ンチョン)市の牧師館子供部屋に、サムエルの油

絵がかかっていました。セピア一色で描かれたも

ので、濃淡の巧みさが目に焼き付いていました。

小学校l年生のとき、サムエルが座って、手を胸

の前に合わせ、顔を45度ほど上に向け、目をばっ

ちリと聞けたまま祈っている姿に納得がいかず、

父に、「サムエルさんは目を聞けてお祈りをして

いる」と訴えたことがあります。昔のイスラエル

の人は、立って、手を上げ、目を天に向けて祈っ

たことを、父は語ってくれましたが、すぐに納得

したわけではなく、本当に理解できるようになっ

たのは、自分で旧約聖書を読むようになってから

のことで Lた。

エルサレムへの巡礼の旅路で、神の民は歌いま

した一一一「目をよげて、わた Lはあなたを{叩ぎま

す/天にいます方よJrわたしたちは、神に、わ

たしたちの主に目を注ぎ/憐れみを待ちますJ(詩

編 123:1.......2)。それに続くのが、「わたしたちを

憐れんでくださ l'o /主よ、わた Lたちを憐れん

でくださ Lリとの懇願です (3節)。憐れみの源

である神は、天からわたしたちに目を注いでいて

くださいます。

自分の罪を認め、神に立ち帰る決意を言い表す

にあたって、信仰の人は言いました一一一「天にい

ます神に向かつて/両手を挙げ心も挙げて言お

う。/わたしたちは背き逆らいましたJ(哀歌3:41

.......42)。目をよげ、手を上げるだけではありませ

ん。手を広げることも、祈 IJの姿勢の一つでした

(エズラ記9:5)。手を伸ばして祈ることは、手を
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広げることと並んで、罪の赦 Lの患みを受け取る

信仰の現れでした。信仰のゆえに、手は高〈上げ

られます(詩編63:5、141:2)。

目をよげ、手を高〈上げたままで、心がゆるん

でいるはずはあけません。目と手とともに、心を

上げ、戸をあげて叫ぶのが、わた Lたちの祈 1}で

す。万が一にも、異教の神に向かつて手を広げる

ようなことがあったとすれば、神はそれを探 1}出

L 、裁きを下されます(詩編44:21--22)。わた

Lたちの目は、天地を造られた主に向かつて上げ

られます(詩編121:1--2)。愛するみ子をさえ惜

しまずして与えてくださった神に、わたしたちの

目は上げられます。

3.心を挙げる

先に見た哀歌3:41r天にいます神に向かつて

/両手をよげ心も挙げて言おう j は、詩編143:6

のダピデの言葉「あなたに向かつて両手を広げ/

渇いた大地のようなわたしの魂を/あなたに向け

ますJに、ぴったりと重ねられます。祈 1}におい

て、わたしたちの魂は神に向けて正しくセッ卜さ

れるだけではありません。わた Lたちの理性と感

情と意志は、一つに結ばれ、ふさわしく整えられ、

高〈挙げられます。この高さについて、カルヴア

ンは、「われわれの理性をそれ自身のむなしい尺

度におさえることなく、神にふさわしい〔その求

めたもう〕純粋さにまで高揚する、という意味で

ある J と述べています O'綱要~ 3:20:4)。天への

向きとともに、天への高さが求められていること

に驚くばかりです。

「神は人間の精神のうちに、『精神を高〈挙げる

のでなければ、正しい祈りはない』ということを、

生まれながらに植えつけたもうたJと、カルヴア

ンは言っています (r綱要J3:20:16)。自らの心

のゆるみを覚えるたびに、心を挙げる修練へと自

分を励まし、中断することな〈祈る仕組みを考案

しなければなリません。

テサロニケの信徒たちについて、使徒パウロは、

彼らが「どのように偶像から離れて神に立ち帰 IJ、

生けるまことの神に仕えるようになったか、更に

また、どのように御子が天から来られるのを待ち

望むようになったかJを知らされていることを感

謝 Lています(テサロニケー 1:9--10)。祈 IJに

おいて、わたしたちの心が高〈挙げられるために

は、復活して天の高きにいます栄光の主イエス・

キリストを仰ぎ、このキリストを見つめ、このキ

リストが再び来られるのを待ち望まねばなりませ

ん。再臨待望の信仰が、わた Lたちの祈リの熱意

を燃え立たせます。このキリス卜において、神の

約束は「然り」となりました。「それで、わた L

たちは神をたたえるため、 この方を通して『アー

メン』と唱えますJ(コリントニ 1:20)。

もう一度、ダピデの言葉に思いを沈めましょう。

詩編25編の冒頭で、「主よ、わたしの魂はあなた

を仰ぎ望みJと、ダビデは言っています。文字ど

おりの訳では、「あなたに、主よ、わたしはわた

しの魂を挙げますJとなります。自分の窮乏と悲

惨の認識から、主なる神に「魂を挙げるJという

表現は、ダビデが好んで用いるところでした。ほ

かの例を見ますと、 86:4rわたしの魂が慕うのは

/主よ、あなたなのですJは、直訳すれば、「あ

なたに、わたしの主よ、わた Lの魂を挙げますJ

となります。 143:8rあなたに、わたしの魂は憧

れているのですJは、文字通リには、「あなたに、

わたしは、わた Lの魂を挙げますJです。

25絹でダピデの言うとお IJ、主に向けて自分

の魂を挙げること(1節)は、「わたしの目はい

つも主にJ(15節直訳)と呼応して、祈 IJにおけ

る霊的集中を強〈促しています。

【宿題〕 主の祈りの「天にま LますJについての

諸教理問答の説明を比較しなさ L、。『ジュネーヴ

教会信仰問答J265が次のどおり言っていること

に留意しなさい一一 r..・H ・神の輝〈尊厳を謙遜に

拝するために、そしてまた一層堅い信頼を神にお

くために、われわれのもろもろの思いを高〈上げ

ることをわれわれが学ぶ目的からでありますJ。

カルヴアンの『綱要~ 3:20:40をも参照しなさ

(石丸新)
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~ IOt;OII/t， 
き しようゼつ

7月3日(月〉 ヨシュア記1章6節
τ た も@

行く手に立ちはだかる者はない
かみ い さ さ

神さまは、あなたの行く先で、じゃ
ひと やくそく

まをする人はいないと約束されまし
かみ とち いさき

た。神さまが共にいて、行く先を
まち

守ってくださるか
かみ

らです。その神さま
とち

は、あなたと共にい

てくださいます。

き しようぜっ

7月6日(木〉 ヨシュア記1章7節

蓄に宅逢1ζもそれてはならない
つよ おお あゆ

わだしたちが強く、雄々しく歩む
すv みら

には、まっすぐ進むための道しるべ
ひつよう ほうりつ かみ

が必要で、それが律法です。神さ
みこころ しる ほうりつしたが

まの御I~\が記された律法に従って、
かみ

まっすぐに神さ
みち すv r.. '1 

まの道を進みま ウï~ ー

しょう。 l~ぞ/可忌

き しようぜつ E

7月4日(火〉 ヨシユア記1章5節 I7月7日〈金〉 ヨシュァ義1遣ミ話
みす 1ひる

あなたを、見捨てることもない |昼も夜も口ずさみ
とち ゃくそく かみ I かみ みこころしる

共にいると約束された神さまは、 l神さまの御山が記された律法に
みす か疋 lしたが あゆ かみ

わたしだちを見捨てない万でもあり|従って歩むとき、神さまはわたし
ひと みす l かならしゅくふく

ます。人はわたしたちを見捨てても、 lたちを必す祝福してくださいます。
かみ

神さまはわだしたち 合
かみ ことば くち

いつも神さまの言葉をロすさみ、そ

を島長てることがあタ色 合

りません0 43 
ことばしたが い 判ー

の言葉に従って生 tZF 

き吋ま山。 J

き しよう tさつ 1 き しよう ttつ

7月5日〈水〉 ヨシュア記1章6節 I7月8日〈土〉 ヨシュア記1章8節
つよ お お E い じゅとも

強く、雄々しくあれ |どこに行っても、主は共にいる
み v くる

わたしたちを見捨てることをしな l わたしたちがどんなにつらく、苦

し1諮さまが、あなたと実にいて、笛|しいことに品会っても、そこに請さ
こわ こころ』 とち まち

けてくださいます。恐いことや、 I~\ Iまは共にいて守ってくださり、また
であ おそ E かみ 隠な

がくじけることに出会っても、恐れ|たとえ神さまから離れることがあっ
かみ しん すv かみ とも

すに、神さまを信じて進んでいきま lても、そこにも神さまは共にいてく
い とち

しょう。 ださいます。どこに行っても共にい
かみ しん

でくださる神さまを信じましょう。
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さ記ア幻

時

ヨ

お

)

あ
月
恥

目

、
ゆ

そ
ヨ
と

ηω
主

しん かみ ぜい 1 あしうみみすふた

わたしたちが信じる神さまは、聖| 葦の海の水を二つに分けた神さま
しょ きょうかいなか かみ 1 がわ みす

書や毅会の中だけの神さまではな lは、ヨルダン川の水もせき比めて、
ちじよう し letい うちゅうみらび Eかみ い かみ ちから かた

く、この地上を支配し、宇宙を導い!神さまが生ける神であり、力ある方
しゆ かみ E ひとびと

ておられる生ける主です。その神さ lであることを、イスラ工ルの人々に
おお まも ささ なか きょう 1み

まの大きな守りと支えの中で、今日|見せられました。このように、わた
げ んき す l まち かみ

ち元気に過ごしていきましょう。 Iしたちを守ってくださる神さまは、
ちからづよ だの かみ

力強し1、頼もしい神さまなのです。

さ しょう ttつ

7月11日〈火〉 ヨシュア記3章5節

員努員当を豊前せよ
ぜいペつ ようと やくめ かわ

聖別するとは、用途や役目が変わ
かみ つか

ることで、神さまのためだけに使う
じ

ということです。わたしたちも、自
，5iんおち こころ じ，5iん かみ

分の思いと山と、自分のすべてを神

さまに議げていき 身手ノ
ましょう。~~

J ⑬。11ノ

きしよう ぜっ

7月14日(金〉 ヨシュア記5章14節
しゅ ぐん しょうぐん

わたしは主の軍の将軍である
やくそく ち え たたか letじ

約束の地を得るための戦いが始ま
まえ かみ みつか レょうぐん

る前に、神さまは御使いの将軍をヨ
っか

シュアに遣わされました。わたした
めみ みつか

ちには、自に見えない御使いによる
まち 足す あだ

守りと聞けが与え 圃""L~I ...ー

られているのです。絡協移〉

白
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水

あ

〈

が
日
帥
神

直

る

ヨ

け
η
ぃ生

ひとびと やくそく

いよいよイスラエルの人々が約束
ちはい かみ

の地に入ろうとしたとき、神さまが
とも かれ あいだ

共にいて、彼らの聞に
やくそく

いてくださると約束さ
い かみ

れました。生ける神さ
なか

まは、あなたの中にも

いてくださいます。

こころなか ほろ

わだしたちのωの中から、滅ぼし
と のぞ

尽くすべきものを取り除かないな
とち

ら、「わたしはあなだたちと共にい
かみ 11いこく

ない」と神さまは警告されます。わ
じぶん こころ

たしたちもこころして、自分のlωか
つみ と のぞ

ら、罪を取り除いていきましょう。

- 121ー



JIOt;OII/t， 
さ しょうぜっ

7月17日〈月〉 ヨシュア記8章8節

筆の誉義どおり誇いなさい
いちど ま たたか かみ い

一度は負けた戦いで、神さまの言
ただか こんと か

われたとおりに戦うと、今度は勝

つことができました。
しょうり ひけつ かみ

勝利の秘訣は、神さま
したが かみ

に従うことです。神さ
ことぱ い

まの言葉どおりに生き

ていくことです。

きしよう ぜっ

7月18日〈火〉 ヨシュア記9章14節
しゅ しじ もと

主の指示を求めなかった
だだか かみ こと lま

アイとの戦いでは、神さまの言葉ど
たたか しょうり

おりに戦い、勝利することができまし
ひとびと

た。しかし、ギブオンの人々について
かみ しじもと

は、神さまの指示を求めませんでし
じ 15iん かつて はんだん

た。わたしたちも、自分の勝手な判断
き おおしっぱい

で決めてしまうと、大きな失敗するこ
さ

とになります。気をつけましょう。

き しよう ぜっ

7月20日〈木〉ヨシュア記10章14節

主はイスラエルのために戦われた
まね できかこ さぴ だだか

周りを敵に固まれた、厳しい戦いで
しょうり

したが、イスラ工ルは勝利することが
つよ

できました。それはイスラエルが強
かみ とち

かつだからではなくて、神さまが共に
たたか

いて、イスラ工ルのために戦ってくだ
かみ

さったからです。神さまは、あなだの
ただか

だめにも戦ってくださるのです。

き しようぜっ

7月21日〈金〉 ヨシユア記13章1節

苫論るべき圭過は語っている
たたかあく としお

戦いに明け暮れたヨシュアち年老
ぜんりよう とち

いましだ。しかし「占領すべき土地は
のこ ちと

まだ疋くさん残っている」と求められ
かみ あ

ます。わたしたちにも、神さまに明け
わ定 のこ

渡していくべきものが、まだ残ってい
じぶん かみ

ないでしょうか。自分のすべてを、神

さまに議げていきましょぅ。
き レょう1tつ E

7月19日〈水〉 ヨシユア記10章8節 I7月22日〈土〉 ヨシュァ嘉1議ミ嵩
いて もo
行く手にたちはだかる者はない lわたしは主に従いとおしました

ひとびと すく

ギブオンの人々を毅おうとしたヨ
まわ ひとびとと

シュアは、周りのすべての人々に取り
かこ れつtさい かみ

固まれ、劣勢でした。しかし神さまは、
ふたたやくそく いて

再び約束されます。「あなたの行く手
もの

にたちはだかる者はいなしりと。そし
かみ とも

て神さまが共にいてくださったので、
たたか しょうり

ヨシコアは戦いに勝利できました。

かみ したが

ヨシュアと力レブは、神さまに従
ながい

いとおしたので、ごほうびに、長生

きすることができ

ました。わたしたち
さいご かみ

も、最後まで、神
しがた

さまに従いとおし

ていきましょう。
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き しよう 1tつ 1 き しょう ゼつ

7月24日〈月〉ヨシュア記14章12節 17月27日〈木)ヨシュア記21章45節
さんち lめぐ やくそ〈

この山地をわたしにください |恵みの約束はすべて実現した
さい かみ 1 かみ やくそく

85歳となっだ力レブでしたが、神| 神さまが約束されたとおり、イス
しん げんき 1 た

さまを信じて、なお元気でした。そ|ラエルに立ちはだかり、じゃまする
かみ あだ やくそく さん 1ひと

して神さまが与えると約束された山|人たちはいなかったので、ついにイ
ち と で _r¥f¥ ひとびとやす す

地を、取りに出かけ エ注総スラエルの人々は安らかに住めるよ
かみ しん T¥工工了"0 かみ やくそくや，5i

ます。神さまを信じ コち笹~銅 lうになります。神さまは約束を破る

ちでまっ
。
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き しようぜつ E き しよう 世つ

7月26日〈水〉 ヨシュア記18章3節 I7月29日〈土〉ヨシュア記23章11節
あた とち と Eここると しゅおい

与えられた土地を取りにいくだけ l心を込めて、主を憂しなさい
へいち つよ ひとびと じんど さんち

平地には強い人々が陣取り、山地
かいこん

は開墾しなければなりません。しか
かみ とち たす

し、神さまが共にいて朗けてくださ
しん と

います。それを信じて取りにいけば、
とちえ だいゼつ

土地を得ることができます。大切な
やくそく しん し1とが

ことは、この約束を信じて、従うこ
と

とでした。取りにいくだけなのです。

かみ

これまで神さまは、イスラエルのた
たたか やく

めに戦ってくださいましたo だから約

議の危を亀ることができました。その
かみ こころつ あい

神さまをI~\を尽くして愛することが
もと かみ

求められます。なぜなら神さまこそ、
あい

イスラ工ルを、そしてわだしたちを愛

してくださっているからです。
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き レょう 1tつ E ししきしようぜっ

7月31日〈月〉ヨシュア記24章15節 18月3日〈木〉 士師記3章4節
しゆっか I o しがた し

わたしの家は主に仕えます l聞き従うかどうかを知るため
ひとびと I かみ くる

ヨシュアは、イスラ工ルの人々に、 l 神さまはイスラエルに苦しみをも
ぐうぞう えら 1あた か れ か み

まことの神さまと偶像のどちらを選|与えられましたが、それは彼らが神
と おおひと E したが レ

':5¥かを聞いました。たとえ多くの人 lさまに従うかどうかを知るためでし
ぐうぞう えら

が偶像を選んでも、わたしとわたし|た。わたしだちも、
いえ レゆ っか E 

の家は主に仕えると。わだしだちも lどんなときにも、
レゆっか かみ え ら と Eかみ さレだが

主に仕えると、神さまを選び取りま l神さまに聞き従つ

しょう。 ていきましょう。

レしきしよう1tつ E レレきしよう ぜっ

8月1日(火〉 土師記2章2節 18月4日(金〉 土師記4章14節
とえ g したが I IIゆ さ8tf '" 

わたしの声に聞き従わなかった l主があなたに先立って行かれる
しゆっか やくそく

主に仕えますと約束したイスラ工
かみ はな

ルは、すぐに神さまから離れてしま
そと てさ

います。すると外から敵がやって来
くる

て、イスラ工ルを苦

しめるようになりま
かみ さしたが

す。神さまに聞き従
けっか

わない結果でした。

くる

モアブに苦しめられるイスラエルを
すく 定

教うために、パラクが立てられます。
きよわ tまいねん

しかしパラクは気弱な青年でした。そ
かみ さきだ だだか

こでデポラは、神さまが先立って戦い
で やくそく隠げ

に出てくださると約束し、励まします。
かみ おくびよう とも

神さまは、隠病なわたしたちとも共に
たす

いて、朗けてくださるのです。

ししきしよう ぜつ E レレきしよう ぜっ

8月2日〈水〉 土師記2章18節 18月5日〈土〉 士師記6章12節
かれ あわ おも Eゅうしゃ しゆ とも

うめく彼らを哀れに思われ l 勇者よ、主はあなたと共に
がいてき くる E くる

外敵に苦しめられ、そこでうめく l ミディアンに苦しむイスラエルの
かみ みす E た

イスラ工ルを、神さまは見捨てるこ lために、ギデオンが立てられますが、
あわ おち かみ E おくびょうぜいねん

とができません。哀れに思われた神 lギデオンち臆病な青年でした。その
たす あた Eかれゅうしゅ よ かれじしん

さまは、助けを与えられました。そ|彼が勇者と呼ばれるのは、彼自身が
ししきゅうさいしや かみ Eつよ

れが土師〈毅助者〉でした。神さま|強いからではなくて、神さまが共に
そむ みす E しゅとも

は、背くわたしたちをも見捨てない、 lいてくださるからです。主が共にお
あわ かみ t ひと ゅうしゃ

憐れみの神さまなのです。 Iられる人が、勇者なのです。
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IIVJt;VJII/t， 
しレきしよう ぜっ

8月7日(月〉 土師記6章15節
もっとひんじゃ〈

わたしは最も貧弱なもので

ししき しよう ぜっ

8月10日〈木〉 土師記10章16節

筆はイスラエルの善しみが脅えられ
なくなった

かみ す てきくる

神さまを捨てたため、敵に苦しめ
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ししき しよう世つ

8月8日(火〉 土師記7章2節
じおんてす〈 か と

自分の手で救いを勝ち取ったと
さんびゃくにん

ギデオンはたった三百人だけで、
てきお ち

敵を追い散らすことができました。
かれ つよ

それは彼らが強かったからではな
かみ ただか しようり

く、神さまが戦って、勝利をくださっ

たからでしたo \.~ 品〆
じぷん ちから E悌i!Z!:X::IT¥-M¥¥
自分の力では ヲ~ _14/1 (r 

ありません。 幼)司、

ししき しよう ぜっ

8月11日(金〉 士師記11章27節

器輸通である勤議いてくださる
とちかえ い

土地を返せと、でたらめな言いがか
ttんそう

りをつけられて、アンモンから戦争が

しかけられます。そのとき工フタは、
かみ たださば しん

神さまが正しく裁いてくださると信
かみ たの

じ、神さまにより頼みました。ひどい

ことを善われるとき、請さまがわたし
べんご

たちを弁護してくださるのです。

しレさしょう ぜっ

8月9日(水〉 土師記8章23節
おさ

主があなたたちを治められる
ひとびと じぷん ちから

イスラエルの人々が自分を王にし
ことわ

ようとしたとき、ギデオンは断りま
おう

した。なぜならイスラエルの王は、
にんげん おう a 〆ーー、

会問の王ではなくて、 必ギし
神さまだからでした。

おう かみ

わたしたちの王も神

さまなのです。

千

ししき しよう ぜっ

8月12日〈土〉 土師記15章19節
みずの げんき ともど

その水を飲んで元気を取り戻し
ただか っか かわ

サムソンは戦いに疲れ、のどが渇い
し かみ

て死にそうになります。しかし神さま
いすみあた みすの

は泉を与え、その水を飲んで、サムソ
げんき ともど いかえ

ンは元気を取り戻し、生き返ります。
げんき と もどいのち

わたしたちにも、元気を取り戻す命の
みす いのちみす しゅ

水をくださいます。命の水である主イ
ゆだ

工スを豊かにいただきましょう。
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~ 1C)t;C)II/t， 
ししき しよう ttつ E きしよう ttつ

8月14日(月〉 土師記21章25節 18月17日〈木) )レツ記2章20節

員診の白に笠しいとすることを |返しみを脅しまれない筆が
E かみ たよ かえ

このころのイスラエルは、それぞれ| 神さまを頼って帰ってきたナオミ
ただ おこな 1 かみ ひといっく

に自分の目に正しいとすることを行 lち、神さまが、どんな人にも慈しみ
じぶんかってい E お かだ しん

い、自分勝手に生きていました。そ lを惜しまれない方であることを信じ
くにみだ あらそ 定 t かみ

のため国は乱れ、争いが絶えませんで|ていました。神さまは、ナオミとル
じぶんかって い か定 ひさん 1 しんぜっ

した。自分勝手な生き方は、悲惨な lツのために、親切にしてくれるボア

福ゑを全み品します。箱さまを護れ、|ズを高いて、替ってくださるのでし
かみ したが い

神さまに従って生きていきましょう。 1た。

さ し ょ う ぜっ

8月15日(火〉 ルツ記1章16節

あなたの諦はわたしの諦
かあ あと

ルツは、お母さんのナオミの後につ

いて、イスラエルに行きます。しかし
」きょう かみ雪

それは、故郷とモアブの神を捨てるこ
こころ かみ

とでした。ルツは、 I~\からまことの神
しん かみ し定が い

さまを信じ、神さまに従って生きてい

さしよう ぜっ

8月18日(金) ルツ記3章10節
ゆ<&<

あなたに主の祝福があるように

ルツ147を語かされだボアズは、

ルツを届けてあげたいと、神さまの
かみ

しゅくふくいの しあわ

祝福を祈ります。わたしたちの幸せ
みなちとかみ かみ

の源は、神さまにあります。神さま
しゅくふく しあわ

の祝福があるところに、幸せもある
けっしん かみ E たが しゅくふくいの

こうと決山します。そのルツを、神さ lのです。 Eいの祝福を祈りあいま
しゅく広、<

まち祝福してくださるのでした。 Iしよう。
きしよう ぜつ E きしよう ぜっ

8月16.日〈水) ルツ記2章12節 I8月19日〈土〉 ルツ記4章14節
みつばさ のが き I t，ゆ みす

御翼のもとに逃れて来たあなたに l主はあなたを見捨てるととなく
かみ まち しゅくふく み l くろう

ルツは、神さまの守りと祝福の御| モアブで苦労したナオミとルツ
つばさ のが l かみ 11 み菅

翼のもとに、逃れてきました。それ|を、神さまは決して見捨てられるこ
こころ かみ しんらい かみ l とお し草勺

はlωから神さまを信頼し、神さまに|となく、ボアズを遇して拳せを与え
たよ い l かみ

頼って生きるということです。わた|てくださいました。神さまは、わだ
かみ まち しゅくふくみ E

したちも、神さまの守りと祝福の御|したちがどんなときにも、員丞てる
つばさ い E

翼のもとにおおわれながら、生きて|ことなく、寺り長いてくださる、議

いきましょう。 Iみの室です。
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~ IVJ，VJII/t， 
じようしよう ぜっ』 じようしよう ゼつ

8月21日(月〉サムエル上1章12節 18月24日(木〉サムエル上2章30節
ながいの I I怠どもの かる

あまりにも長〈祈っているので |侮る者をわたしは軽んじる
ふかくる 1 かみ ちか 1J'、み

ハンナは深く苦しんでいました。| 神さまの近くにいながら、神さま
くる かみ ちと 1 しん むすこ

しかしその苦しみを、神さまの許に lを信じようとしないエリの息子たち
だ すさかみ いの t さば かみ

携え、神さまに祈りましだ。わたし lへの裁きがくだされます。神さまを

たちは色努の蓄しみや踏みを、どこ|ぱかにする文は、箱さまによって富

うった いの

訴え、祈っていきましょう。

ちい かみ

に持って行くでしょうか。神さまに|せられていきます。わたしたちは、
こころ かみ うやま おそ

I~\から神さまを敬い、畏れていきま

しょう。

じようしよう ぜつ E じようしよう ttつ

8月22日〈火〉サム工ル上1章18節 18月25日(金〉サムエル上3章10節
Olうじよう まえ E 院な g 

表情はもはや前のようではなく |お話しください。聞いております
じぷんなや くる かみ E かみ じ 15iんちゅうじつはたらひと

自分の悩みと苦しみを、神さまに l神さまはご自分に忠実な働き人をお
いの いのお Eっか さいのう

祈ったハンナは、祈り終えたとき、 l使いになります。それは才能があると
はれ たあ E あたま

晴れやかに立ち上がることができま lか、頭がよいということではなくて、
くる かみ E かみ ことほき したがひと

した。苦しみのすべてを神さまにお lいつも神さまの言葉を聞き、従う人の
まか Iet. はな

任せすれば、わたしたちも晴れやか lことです。わたしたちも、「お話しく
た あ ぎくさ かみ

に立ち上がらされていくのです。 1ださい。僕は聞いております」と、神
さ ひと

さまに聞く人になりましょう。

じようしよう ぜつ E じようしようぜっ

8月23日(水〉サムエル上2章12節 18月26日(土) サム工ル上7章3節
I &::とるつ しゆたか

主を知るうとしなかった i心を尽くして主に立ち帰るなら
むすこ しんでん 1 ほんさかみ かえ かみ

エリの息子たちは、シ口の神殿の l本気で神さまに帰るなら、神さま
な かう そだ かみ しん E つみゆる かみ

中で生まれ育ちながら、神さまを信 lは、これまでの罪を赦して、神さま
きょうかい

じようとはしませんでした。教会の
なかそだ こころひら かみ

中で育っても、山を聞いて神さまを
しん こころかだく

信じようとしないと、 jωが頑なに
かみ しん

なって神さまを信じることができな

くなります。あなたはどうですか。

さ

二

さ

だ

M
肋
神

4

4

『
ョ
、

て
引
い
も

さ

来

創

ち

て
uu

束

た

つ
制
約
し

M
帰

と

た

ち

る

わ

ちと こころ つ

まの許に、 lωを尽く
かえ

して帰りましょう。
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IIV)t;v)ll/i， 
じようしようゼつ t じよう しようゼつ

8月28日(月〉 サム工ル上7章6節 18月31日〈木〉サムエル上10章9節

哀をくみ初ddb匙 |請はサウJdぬ薪たにされた
い うつわ かえ E ぜいれいそそ べっじん

水を入れだ器をひっくり返した l聖霊を注がれ、別人のようになっ
みす ちと ちど 1 こころあたら

ら、水は元に戻りません。そのよう 11eサウルは、 l伽を新しくされます。
に ど ちと ちど

に、二度と元に戻ら
げつい

ない決意で、イスラ
かみ かえ

エルは神さまに帰る
げっしん あら

決山をし、それを表

わしました。

，，、む一川
『

'
r

ぜいれい こころあたら ひと

聖霊によって山を新しくされだ人だ
かみ はたら

けが、神さまの働きをするのです。
ぜいれい こころ

わたしたちも、聖霊によって、山を
あたら

新しくしていただきましょう。

じようしようぜっ E じよう レょう tさつ

8月29日(火〉 サムエル上7章8節 I9月1日〈金〉サムエル上12章20節
11:*とん と しゅしたが

どうか黙っていないでください l今後肱それることなく主に従い
ぐ んだいゼ 『かみ つみおか

ペリシテの軍隊が攻めてきたとき、| 神さまをしりぞけるという罪を犯
ひとびと かみ

イスラ工ルの人々はサム工ルが神さ
いの ねが じぷん

まに祈ることを願いました。自分た
ちか らち え かみ

ちの力や知恵ではなく、神さまによっ

したイスラエルでしだが、これから
かみ したが い

は神さまに従って生きるようにと、
ゆる つみおか くあらた

赦されます。罪を犯しても、悔い改
たす ちと いの t っか かみ ゆる

て助けられることを求め、その祈り lめて仕えるなら、神さまは赦してく
さ かみ E こころっ

は聞かれます。わたしたちも神さま lださいます。わたしたちも、 l白を尽
たす もと

の助けを求めていきましょう。
っか

くして仕えていきましょう。
じよう しようぜっ

8月30日(水〉サムエル上10章6節
ペつじん

あなたは別人のようになる
おう Te. 

サウルが、イスラ工ルの王に立て
かみ

られます。そのサウルのために、神

じd:うしよう せつ

9月2日〈土〉サムエル上12章22節
じぷん たみ g 

E自分の民と決めておられる
かえかみ そむ

イスラエルは、繰り返し神さまに背
つみ おか ひとびと

き、罪を犯す人々でしたが、それでも
ぜいれいそそ こころ Eかみ

さまは聖霊を注がれ、サウルの山を l神さまはイスラエルを捨てることは
あた べつじん E じぷん き

新しくされます。別人のようになっ lなさいません。ご自分の民と決めてく
かみ はたら は E 

たサウルは、神さまの働きを果疋す lださっているからでし定。あなたも、
か 『 かみ たみひとり あい

ように変えられるのでした。 Iその神さまの民の一人として、愛さ
ゆる しゅくふく

れ、赦され、祝福されているのです。
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IIOt;OII/t， 
じよう しようぜっ

9月4日(月〉 サムエル上14章6節
しゅ しょラり え

主が勝利を得られるのに
こころ かみ しん

ヨナタンは山から神さまを信じる
ぜいねん かみ しょうり

青年で、神さまが勝利されるのに、
へいかすにんげんちから しん

兵の数や人間の力ではないことを信

じていました。そ
かみ

こで神さまは、ヨ
しょうり あた

ナタンに勝利を与

えられるのでしたご。

じよう しようゼつ

9月7日(木) サムエル上16章7節
しゆととる み

主はsらによって見る
ひとがいけん み ほんだん

人は外男ばかりを見て判断します
かみ こころらん

が、神さまはわたしたちのI~\=をご覧
こころ ひょうか

になり、山によって評価されます。
こころみぬ かみ

わだしたちのωを見抜かれる神さ
まえ しんじつ

まの前に、真実
あゆ

に歩んでいきま

しょう。

じよう しよう ぜつ E じよう しよう ぜっ

9月5日〈火〉サムエル上15章22節 19月8日〈金〉サムエル上16章18節
しゅ みとえ g したが l"ゆ とも

主の御声に聞き従うこと lまさに主が共におられる人です

謁さま力留まれるのは、負せかけ| ダピデは、衰の宝として議ばれま
ぎょうぎょう れいI~ぃ 1 じゅんすい かみ しん

のいけにえや、仰々しい礼拝ではな lす。それは、純粋に神さまを信じ、
かみ さしたが Eおそ し定が菅なおこころ も ぬし

くて、わたしたちが神さまに聞き従 l 畏れ、従う素直なI~\の持ち主だった

うことです。

わたしたちの

で-つど

利
ω

は

う

蜘

拝

よ

肌
礼
し

だれめ しゅとち

からでした。誰の目にち、主が共に
みと かみ

おられると認められるほど、神さま
レゆくふく とも かみ

に祝福されると共に、そのように神
しん ひと

さまを信じている人なのでした。

じよう レょう ぜっ 1 じよう しよう ttっ

9月6日〈水〉サム工ル上15章29節 19月9日(土〉サムエル上17章47節
き かわ I ，tん やり ひっよラ

気が変わることはない |剣や槍を必要とはされない
しん かみ にん 1 まえ だれひとりた む

わたしだちの信じる神さまは、人 l ゴリアトを前に、誰一人立ち向か
げん きかわ や く そ く 『ちの

閣のように気が変わったり、約束し|う者はいません。ただダピデだけが、
やぷ かた 1だむ かみ すく

たことを破るような方ではありませ l立ち向かっていきます。神さまが毅
いちど やく E あた しょうり しん

ん。一度した約 』 一 lいを与え、勝利をくださると信じて

で

さ

ま

だ

f

ご
後
く

F

皆

取

て

C

、

し

な

は
た
侃
・
万

京
束
は
果
る

おそ

いたダビデは、恐れませんでした。
かみ ただか にんげんちから

神さまが戦われるとき、人間の力は
ひつよう しん

必要ないと信じていたからでした。
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かみ すく あ1e.

神さまが毅いを与えられるとき、
お つづ ふじゅうあ

サウルに追われ続け、不自由な荒
う しん 1 の とうぼうぜいかつ つづ

剣や槍は1必要ないと信じてい疋ダピ lれ野での逃亡生活を続けるダピデ
てき か E あ Iまげ

デは、いっち敵に勝つことができま lに、ヨナタンが会って励まします。
しょうり ひ lすっ かれじ E おう

しだ。ダピデの勝利の秘訣は、彼自 Irイスラエルの王となるのはあなた
しんちから かみ とも 『 かみ くる

身の力ではなくて、神さまが共にい|だ」と。こうして神さまは、苦しむ
芯げ さぽうあた

てくださつだということです。それ|ダピデに励ましと希望を与えられる
おな E 

は、わたしたちも同じです。 1のでした。

じよう しよう ぜっ t じよう しよう ぜっ

9月12日〈火〉サムエル上20章42節 19月15日(金)サムエル上24章21節
『 まえかなら おラ

聞に、主がととしえにおられる |お前は必ず王となり
こんど じしん か定

サウルのねたみをかったダピデ l 今度は、サウル自身からも語られ
とうぼう しんゅう E まえかならおう

は、逃亡することになります。親友 lます。「お前は必ず王となり、イス
わか さい ふたひと し

ヨナタンとの別れに際し、二人の子
そんあいだ かみ ふたひときすな

孫の聞に、神さまがいて、二人の緋
むす ちか

を結びつづけてくださることを誓い
あ にんげんあいだ

合います。人間の聞をとりもってく
かみ

ださるのは、神さまなのです。

おうこく まえ て かくりつ

ラエル王国はお前の手によって確立
かみ

するJと。神さま
民主げ

はダピデに励まし
あだ ささ

を与えて、支えら

れるのでした。
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11V)t;v)II/t， 
じよう レょう 世つ E げ しよう ttつ

9月18日(月〉サムエル上26章10節 19月21日(木〉 サム工ル下4章9節
じゅ ラ I <なん いのちす〈 じゅ

主がサウルを打たれるだろう l苦難からわたしの命を救われた主
ころさか い 1 おお くる へ かみ

サウルを殺す機会がありながら、| 多くの苦しみを経て、ダビデは神
かみ おそ さか E まち

ダピデは神さまを畏れて、逆らうこ|さまが守ってくださっ疋ことを感謝
かみ E かみ くなん

とはしません。むしろ神さまがサウ lします。神さまは、苦難からわたし
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9月19日〈火〉サムエル上28章18節 19月22日(金〉サム工ル景品。嵩
とえ !!-• . . . ま ん ぐん かみ しゆ かれ とも

あなたは主の声を聞かず l万軍の神、主は彼と誕におられた
かみ

サウルが神さまからしりぞけられ
かみ こと lま き し た が

たのは、神さまの言葉に聞き従わず、
じぶんかって い

自分勝手に生きてきた
かみ

からでした。神さまに
レたが じん包い おそ

ない人生は、恐
げつか まね

しい結果を招きます。
こころ

I~\していきましょう。

おう

ダピデはイスラエルの王となりま
くる ひ び

す。これまでの苦しい日々も、これ
おう まいにち かみ

からの王としての毎日にち、神さま
とち しゅく151く

はダピデと共にいてくださり、祝福
かみ とも

されましだ。神が共にいてくださる
ほんとう しゅくふく めぐ

こと、これこそが本当の祝福、恵み

です。

じよう しよう 包つ E げしょう ぜっ

9月20日(水〉サムエル上30章23節 19月23日(土〉サム工ル下6章21節
しゅ あた E えら しどラしゃ

主が与えてくださったもの !このわたしを選んで指導者とした
じぷん まちりやくだっ てき お

自分たちの町を略奪した敵を追い
うぱ とかえ

かけて、奪われだものを取り返すこと
じ 15Iん

ができました。ダピデは、それが自分
ちから かみ あた

の力ではなくて、神さまが与えてくだ
かんしゃ

さったものだと感謝しますo わたしだ
ち かみ

ちが持っているものち、みな神さまか

らいただきたものなのです。

おう かみ まえ

王となったダピデは、神さまの前で
ちからかぎりおど ほか

力の限り踊りました。他のだれでもな
じぷん えら しゅくふく

い、この自分を選び、祝福してくださ
かみ こころ かんしやささ

る神さまに、 I~\から感謝を献げたので
あい

す。わたしたちも、わたしたちを愛し、
ふく かみ こころ

祝福してくださる神さまを、 I~\からほ

めたたえていきましょう。
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げ し よ う ぜつ 1 げ しよう ぜっ

9月25日(月〉サム工ル下7章11節 19月28日(木)サムエル下15章25節
いえ おこ t 

主があなたのために家を興す lわたしが主の御心に通うならば
かみ いえしんでん 疋 E むvこ はんらん

神さまの家〈神殿〉を建てようと| ダピデは、息子アブサロムの反乱
かんが かみ E 

考えたダピデのために、神さまがダ lで、工ルサレムを逃げることになり
いえ おうちょう おこ E ね

ピデの家〈王朝)を興してください lます。これからどうなるか分かりま
かみ かみ

ます。神さまは、神 一
あい も の あ い

さまを愛する者を愛 hx 
ゆた しゅくふく I l .、、ち

し、豊かに祝福され 、よ語益誕写

るのです。 r

せんが、ダピデは、これからのこと
かみ まか

を神さまにお任せします。ダビデは、
きさ なか 力、み しんらいつづ

危機の中でも神さまを信頼し続けま

した。

げ しょう ぜつ E げ しょう tさつ

9月26日〈火〉サムエル下11章27節 I9月29日〈金〉サムエル下22章2節
しゅみとこるかな Eしゅ いわとりで@が ぱ

主の御心に適わなかった |主はわたしの岩、砦、逃れ場
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まうのです。それは神さまの御I~\に

かないませんでした。わたしだちも、
こころ雪ま つみ ~ぃ

山の隙聞に罪が入り込まないよう
き

に、気をつけなければなりません。

守ってこられました。--

わ5したち!?てふミよい

も神さまは、確かな グヲ切、

逃れ婦なのです。 一

げ しょう 包つ

9月27日〈水〉サムエル下12章13節
しゆ っみ おか

わたしは主に罪を犯した
つみ おか

ダピデはとんでもない罪を犯しま
く あ ら た かみ

すが、それを悔い改めます。神さま
こころ く あらた

は、 ωから悔い改める
もの ゆる

者を赦してくださいま
つみ

す。わたしたちも、罪
おか す

を犯したときには、葬
なお

直におわびしましょう。

げ しよう ぜっ

9月30日(土〉サムエル下22章26節
、つ〈 い ひと

あなたの慈しみに生きる人に
かみ いつく しんらい

神さまの慈しみを信頼し、それに
たの い ひと かみ いつく

より頼んで生きる人を、神さまは慈
まち

しみ、守ってくださいます。わた
かみ

したちも神さまの
いつく はな

慈しみから離れな

まきt
u
v
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月 日

教会暦・行事

10月1日

10月8日

10月15日

10月22日

10月29日

宗教改革記念

11月5日

11月12日

11月19日

11月26日

12月3日
アドベント

12月10日

アドペント

12月17日

アドベント

12月24日

クリスマス

12月31日

年末

2006年10--12月カリキュラム(第23号)
一救済史に基づく二年サイクルカリキュラムの一年目一

主 題 聖 書簡所 暗唱聖句

単元の目標

洗礼を受ける主イエス| マタイ3:13-17 | ガラテヤ3:26ー27

罪人と等しくなられた主イエスを与えられている幸いを知ろう

荒れ野での誘惑 マタイ4:1 -11 へブライ2:18 

私たちのために誘惑に打ち勝たれた主イエスの恵みを知ろう

弟子の召命 マタイ4:18-22 マタイ4:19-20 

主イエスに召されて、主イエスの弟子とされた喜びと使命に生きょう

幸いの説教 マタイ5:1 -12 マタイ5:3

心貧しい者の幸いとは何か。主イエスと共にある幸いに生きょう

思いわずらいからの解放| マタイ6:25-34 マタイ6:33

御父を信頼し、神の国を求めて、思いわずらいから解き放れて歩もう

人をさばくな マタイ7:1-6 マタイ7:1 

赦されて、私たちも赦す者として生きょう。互いに仲良くしよう

岩の上に家を建てる| マタイ7:24-29 マタイ7:24

キリストの御言葉こそ人生の土台である。御言葉を行う人になるう

一羽の雀でさえ | マタイ 10:26-31 マタイ 10:30

神に価高く尊いものとして愛されている幸いを知ろう

重荷を負う者への招き| マタイ 11:25 -30 I マタイ 11:28 

主イエスのもとにある平安に安らぎ、主イエスのくびきを共に負おう

待降節・平和の主 | イザヤ52:7-10 イザヤ52:7

平和の主の降誕を喜び、平和を告げる喜びに生きょう

待降節・真の羊飼い|エゼキエル則一16I 工ゼキエル34:11 

真の羊飼いを与えられ、真の羊飼いに養われることを喜ぼう

待降節・大いなる光| イザヤ9:1-6 イザヤ9:1 

大いなる光として来られた方のみもとに進み出よう

降誕祭・御子の降誕| ルカ2:1-7 ルカ2:6-7

へりくだって生まれ、飼い葉桶に寝かされたキリストを喜び祝おう

少年イエス ルカ2:41-52 ルカ2:52

へりくだられた神の子が御言葉に親[求れた。主イエスにならおう

対応表

45 

55 

※「対応表」欄は、『神の救いの歴史JI (日本基督改革派教会教育委員会発行、 1999年)の該当す

る単元を示しています。
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年・号

2006年

21号

22号

2006年度年間カリキュラム
(2006年4月--2007年3月)

二年サイクルの聖書物語(救済史)と教会暦の併用カリキュラム

月 日 教会暦・行事 主題 聖書箇所

4月2日 進級式・レント 十字架のキリスト マルコ 15:21-32

4月9日 受難週 葬られるキリスト マルコ 15:42-47

4月16日 復活祭 キリストの復活 マルコ 16:1-8
トーーー

4月23日 天地の創造 創世記1:1 -31 

4月30日 人間の創造 創世記念4-25

5月7日 人間の堕落と救いの約束 創世記3:1-15

5月14日 母の日 ノアの箱舟 創世記6:1 -22 

5月21日 バベルの塔 創世記11:1-9

5月28日 アプラハムの召命 創世記12:1-9

6月4日 聖霊降臨祭 教会の誕生 使徒言行録2:1 -13 

6月11日 花の日 アブラハムへの約束 創世記15:1 -21 

6月18日 父の日 イサクの誕生と奉献 創世記21: 1 -8， 22: 1 -19 

6月25日 ヤコブとエサウ 創世記27:18-29 

7月2日 ヨセフの苦難 創世記39:1 -23 

7月9日 ヨセフの勝利 創世記50:15 -21 

7月16日 モーセの誕生 出エジプト 1:22-2:10 

7月23日 モーセの召命 出エジプト3:1 -14 

7月30日 主の過ぎ越し 出エジプト 12:1 -32 

8月6日 葦の海を渡る 出エジプト 14:1-31

8月13日 (平和) 平和を創り出す エフェソ2:14-22 

8月20日 天からの食べ物 出エジプト 16:1 -36 

8月27日 十戒を与えられる 出エジプト 19:20-20: 17 

9月3日 金の子牛 出エジプト32:1-14 

9月10日 幕屋づくりと礼拝 出エジプト40:17-38 

9月17日 (18敬老の日) カナン偵察 民数記14:1-10

9月24日 モーセの死 申命記34:1-12
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年・号 月 日 教会暦・行事 主題 聖書簡所

2006年 10月1日 洗礼を受ける主イエス マタイ3:13-17

23号 10月8日 荒れ野での誘惑 マタイ4:1 -11 

10月15日 弟子の召命 マタイ4:18-22 

10月22日 幸いの説教 マタイ5:1 -12 

10月29日 宗教改革記念日 思いわずらいからの解放 マタイ6:25-34 

11月5日 人をさばくな マタイ7:1-6

11月12日 岩の上に家を建てる マタイ7:24-29

11月19日 一羽の雀でさえ マタイ 10:26-31 

11月26日 重荷を負う者への招き マタイ 11:25 -30 

12月3日 アドベント 待降節・平和の主 イザヤ52:7-10

12月10日 アドベント 待降節・真の羊飼い エゼキエル34:1 -16 

12月17日 アドベント 待降節・大いなる光 イザヤ9:1-6 

12月24日 クリスマス 降誕祭・御子の降誕 ルカ2:1-7 

12月31日 年末 少年イエス ル力2:41-52 

2007年 1月7日 新年 種まきのたとえ マタイ 13:1 -9， 18 -23 

24号 1月14日 5000人の給食 ヨハネ6:1 -15 

1月21日 嵐を鎮める主 マタイ 14:22-33

1月28日 ぺト口の信仰告白 マタイ 16:13 -20 

2月4日 山上の変貌 マタイ 17:1-13

2月11日 (信教の自由) 善いサマリア人 ルカ10:25-37 

2月18日 マルタとマリア ルカ10:38-42 

2月25日 レント 見失った羊のたとえ ル力15:1 -7 

3月4日 レント 放蕩息子のたとえ ルカ 15:11 -32 

3月11日 レント ザアカイの救い ルカ19:1-10

3月18日 レント 幼子の祝福 マタイ 19:13-15

3月25日 レント 金持ちの青年 マタイ 19:16 -30 
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〈執筆者よりひとこと〉

.半年問、本当にありがとうございました。本当

に多くのことを考え、学ばせていただきました。

改善ネタになりますので、問題点、改善アイデア、

疑問などありましたら、東広島教会の HPからで

もご連絡いただければ幸いです。(山口弘)

.教案を作ることは私自身の信仰告白を刻むこと

でもあります。「大事なことをだれにでもわかる

言葉でJ告白していきたいと思っています。(伊

藤治郎)

.子どもたちが教会学校を楽しんでいることに感

謝します。イエス様、の愛によって育まれた子ども

たちの素晴らしい成長を神様、と共に喜びます。(申

成田)

.この奉仕を通して、教理教育の学びを深めるこ

とができ感謝です。(赤石めぐみ)

.今月号も「キリコお姉さんJrカイカ君Jのた

めに用いられますように。カイカ君が、しっかリ

成長する、友だちを誘う……そこに60周年以降

の希望がありますね。「読者の声Jをお気軽にお

寄せ下さ L、! 弊誌が教師の交わりの場ともなり

ますように。(相馬伸郎)

.夏は様々な行事があり慌ただしいでしょうが、

子どもたちがこれらを通して主から信仰の成長が

与えられますように。(辻幸宏)

〈あとがき〉

.今号では、教師の声を掲載することができまし

た。皆様、の声、教会での実践例などをお寄せいた

だけると、たいへん嬉 Lいです。

• rl.、のちのパンJをお用いくださ1.¥0 短い御言

葉とお勧めです。自由にコピーして配布し、ぜひ

家庭礼拝のためにお用いください。分級時にイラ

ストに色を塗るなど、各教会で工夫して親 Lんで

くださいますように。

.今号にも、すてきなイラストを掲載することが

できました。イラスト、漫画など、積極的にお寄

せくださると感謝です。

.中部中会では、 11月23日(木・体)に「教会

学校教師研修会Jを行います。今年度は、昨年度

に続いて、「教師会の形成Jを主題として学びの

時を持つ予定です。ぜひご出席をお願いいたしま

す。

.契約の子どもたち、地域の子どもたちを主に導

〈光栄なる奉仕に続けて励んで参けましょう。

.副読本を刊行しま Lた。中高生のためのテキス

卜として提供されていますが、どなたにも読んで

益になるものであると確信します。ぜひお買い求

めいただくようお願いいたします。ご注文は、教

案誌と同じく名古屋岩の上伝道所・相馬伸郎ま

で、お願いいたします。

〈購読の申し込み〉

『教会学校教案誌』をぜひご購読くださ1.¥0 別

冊『子どもカテキズム.D (300円)、パックナンバー

もあります(品切れの号もあり)。第2--16号は

一部500円で販売しています。

名古屋岩の上伝道所 相馬伸郎まで
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女執筆者一覧育

まえがき

市川康則(神戸改革派神学校教投)

巻頭説教

風間義信(江古田教会牧師)

教会学校・日曜学校訪問

尾扶旭教会日曜学校教師会

教師会の学びのために

望月倍(高蔵寺教会牧師)

教師の戸

号矢健児(新座志木教会牧師)

片岡正雄(坂戸教会牧師)

望月倍(高義寺教会牧師)

相馬伸郎(名古屋岩のよ伝道所宣教教師)

分級展開例

幼稚科

山ロ弘(東広島伝道所日曜学校教師)

仲栄真里香(沖縄聖書教会基督恩寵教曾)

植田秀子(東広島伝道所)

弓矢容子(名古屋岩のよ伝道所日曜学校教師) 小学科下級

聖書研究

木下裕也(名古屋教会牧師)

杉山明(中部中会引退教師)

辻幸宏(大垣伝道所協力牧師)

相馬伸郎(名古屋岩のよ伝近所宣教教師)

坂井孝宏(熊本伝道所宣教教師)

吉田崇(坂出飯山教会牧師)

山下朋彦(平和の君伝道所宣教教師)

カテキズム研究

小野静雄(多治見教会牧師)

説教展開例

長田詠喜(高松東教会牧師)

千ヶ崎基(草加松原教会牧師)

小野田雄ニ(上野緑ケ丘教会牧師)

伊藤治郎(四日市教会日曜学校教師)

小学科上級

申成田(広島教会牧師)

中学科

赤石めぐみ(西神伝近所日曜学校教師)

成人科

石丸新(東部中会引退教師)

いのちのパン(子ども聖書日課)

三川栄ニ(稲毛海岸教会牧師)

吉田根子(稲毛海岸教会)

表紙イラスト

坂野知子(松戸小金原教会日曜学校教師)

本文イラスト

新海敬造(名古屋岩のよ伝道所)

女 絹 集 部食

相馬伸郎(長)

木下裕也

辻幸宏

望月信

名古屋岩の上伝道所宣教教師

名古屋教会牧師

大垣伝近所協力牧師

高義寺教会牧師
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